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　　　　　　プロローグ




　川べりの土手に若い女が立っている。太陽はとっくに傾き、コンクリートブロックで護岸された斜面には彼女の長い影がぽつんと延びていた。

　川音にまぎれて消防車らしいサイレンの音が聞こえる。百メートルほど離れたところに、安っぽい外装のホテルがあり、二階の窓の一つからもうもうと煙が上がっているのが見える。消防車はそこへ向かっているらしい。

「……ふう」

　彼女はため息をつく。身につけているのは派手な白いフリルに縁取られた黒いミニのワンピースに、分厚いヒールの黒いブーツ。両手でワンピースをはたくと、体中から細かな黒っぽい煤すすのようなものがもうもうと立ちのぼった。パニエで膨ふくらませたスカートの裾すそがゆらゆら揺れる。ついでにギャザーの入ったブラウスの胸元を、強きよう烈れつに押し上げているボリュームたっぷりの胸元も揺れた。

　くるくるにロールした髪の下から、猫のように黒目がちで大きな瞳ひとみが覗のぞいている。長いまつげにすっきりした鼻筋に少し厚めの唇くちびる──十人中十人が美人だと認めざるを得ないだろうが、今は全身が真っ黒に汚れている。

「なんだったのかしら」

　彼女は不思議そうにホテルの方を振り返る。ちょうどホテルの玄関に消防車が到着したところだった。消防隊員たちが黒煙の上がっている窓を見上げてなにか言っている。そこはほんの数分前まで彼女が滞在していた場所だった。

　自分の身になにが起こったのか、彼女はまだよく分かっていない。部屋の中でくつろいでいると、野球ボールほどの丸いものが窓ガラスを突き破って飛びこんできた。と、言ってもただのボールではない。色は真っ黒で手作りらしく微妙に形が歪ゆがんでいた。そして、なにより違っていたのは、火の点ついた導火線がくっついていたことだった。

　彼女は反射的にドアから廊ろう下かへ飛び出した。続いて起こった轟ごう音おんを背中にしつつ、ホテルから飛び出してきた。

　普通、考えなければならないのは「誰だれがなんのためにそんなことをしたのか？」のはずだが、残念ながら彼女は普通の人間ではない──別のことが気になっていた。

「ああいうのをなんていうのかしら……火を点けると大きな音が出て……ものが壊れたりして……花火……？」

　爆弾である。

　しかし、それを教えてくれる者はここにいなかった。

「お前は山やま姫ひめだな」

　土手の下の方から声が聞こえた。流れのすぐそばに細身の少年のような人影が立っていて、彼女を見上げていた。全身黄色いレザーのバイクスーツを着ているが、おかしなことに腰のベルトに日本刀を差していた。あまり背が高くないせいか、ほとんど鞘さやが地面に届きかけている。

「わたしの部屋に花火を放りこんだのはあなたですか？」

　山やま姫ひめ、と呼びかけられた若い女は、腰に手を当てて言った。

「ぼくの名前は皆みな本もとイヅナ」

　その声にはまだ幼さが残っている。体つきも小柄で、せいぜい十五、六歳というところだろう。

「山姫と戦ってきた一族の末まつ裔えいだ。ぼくと勝負しろ」

　ごうっと強い風が吹く──風ふう花かは額を覆おおいかけた髪の毛をかき上げた。

　沈ちん黙もくが流れた。イヅナの右手が太た刀ちの柄つかに伸びる。鞘を握りしめていた左手の親指がかすかに動いて、鍔つばを持ち上げた。

「……花火というのは」

　と、風花が言った。

「部屋の中でするものだったかしら？」

「ぼくの火薬玉から逃れたのはさすがだ……でも」

　イヅナの両目が獲え物ものを見すえるように細くなった。

「ここで必ずお前を仕留める……もし、降参すれば危害は加えないが」

　風花は首をかしげた。

「それに昼間にするのはおかしいと思うけれど……」

「いや、戦わなければこの場は収まらないだろうな……この『薄うす雲ぐもの太刀』でお前を倒す」

「花火がやりたければ、夜にやることね」

　再び沈黙──二人は不敵な笑みを浮かべ合う。

　彼らは気付いていなかったが、この場ではっきりしていることが一つだけあった。

　二人とも相手の話をまったく聞いていなかった。

「覚悟！」

　イヅナは土手の斜面を駆け上がりながら刀を抜こうとする。突然の素早い動きに、風花の全身にさっと緊きん張ちようが走った。

　次の瞬しゆん間かん、風花はイヅナに向かって駆け下り始めた。武器を持たない彼女が向かってきたことで、相手は虚を衝つかれたらしい。硬直したように立ち止まると、最後まで刀を抜ききろうとする。しかし、その直前に風花の膝ひざ蹴げりがイヅナの右腕に食いこんでいた。

　右手から離れた刀が地面に落ちる。同時にイヅナの体は軽々と宙を飛び、ついさっきまで立っていた川べりに仰あお向むけに倒れた。風花は斜面を蹴ってさらに跳ちよう躍やくし、バイクスーツの腹のあたりにどすんと着地した。

「うっ！」

　イヅナの小柄な体が、大きく広がった黒いスカートに隠れる。イヅナははねのけようともがいたが、風ふう花かは両足でぎりぎりと相手の脇わき腹ばらを締めつける。やがて観念したのか、イヅナはぐったりと力を抜いて赤くなった顔をそむけた。

「あまり力は強くないのね」

　風花は勝ち誇って言ったものの、内心では冷や汗をかいている。確かにこの敵は非力だったが、おそろしく敏びん捷しようだった。もし、土手の上下に分かれていなかったら、刀を抜く前に攻こう撃げきできなかったはずだ。

「殺すなら殺せ」

　と、イヅナは言った。

「あら、あなたはわたしと喋しやべってもなんともないみたいね。特異体質かしら……なんだか『トイレ男』みたい……」

　ふと、風花は口をつぐんだ。

「……え？」

　初めてイヅナは相手の話に反応する。風花はそれには答えずに、イヅナの頰ほおをつんつんとつついた。

「あなた、変わってるわね……それがあなたの悩みかしら？」
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「ああっ！　そういえば知ってるかカズキ！」

　突然、野の乃の森もり慎しん介すけが顔を上げて叫んだ。

　隣を歩いていた篠しの原はらカズキは顔をしかめた。二人は下校の途中だった。慎介は自転車にまたがっているが、カズキの歩くスピードに合わせて、地面を蹴けって前に進んでいる。

「……多分知らない」

　カズキは軽く耳を押さえながら答える。この幼おさな馴な染じみとはほとんど生まれた時からの付き合いだが、やたらと声が大きいのが欠点だった。いつもテンション高めで、いつも低めなカズキとは対照的である。

　カズキの方はこの街に古くからあるアパートの大家の孫で、慎介はその近所の銭湯「野の乃のノ湯ゆ」の一人息子だった。同じく近所にある中高一貫の大だい途と学園に通っている。

「そうかっ！　知らないのかっ！」

「うん。あ、今日後でお前ん家ちに行くから、その時……」

「スルーすんなよ！　『なにそれ？』とか聞き返してくれよ！　寂しいだろ！　泣くぞ！」

「……」

　慎しん介すけが「そういえば知ってるか？」で切り出す話は、別に知らなくてもいい話が圧倒的に多かった。だからといって聞かないのも可哀かわい想そうだし、泣かれても困る。

「なに、それ」

　棒読み気味でカズキが言うと、慎介は自転車にまたがったまま、カズキの方へ嬉うれしそうに身を乗り出してきた。

「昨日の夕方、火事があったの知ってるだろ！　川のそばのラブホテルで！」

「……うん。まあ」

　その話は聞いている。このあたりにはラブホテルが二軒ある。一つは駅前の裏通りにあり、もう一つは川のそばだった。火事が起こったというのは川そばの方で、幸い一部屋が燃えただけで、怪け我が人にんも出なかったという。

「部屋にいたはずの客が逃げちゃったんだろ。ひょっとすると放火かもしれないって……」

「違うっっっっ！」

　慎介が顔のそばで叫ぶ。カズキは目をつぶって耳鳴りを我慢した。

「あれ、ほんとはなんかが爆発したんだってよ！」

　カズキは慎介の顔を見る。この幼おさな馴な染じみの話にしては珍しくちょっと興味をそそられる話だった。

「……爆発って、なにが？」

「花火とかじゃないか？　非常識だよな！」

　慎介は自信満々で言った。カズキの体から力が抜けそうになった。

「なんで部屋ん中で花火なんかやるんだよ……そういうのじゃなくて……」

　爆弾とか。

　かえってわけが分からない。ラブホテルを爆破するバカがこの世のどこにいるのだろう。

「ほんとに爆発なんかあったのか？」

「ほんとだってば！　『ドカン』ってすごい音がしたの、聞いた人がいるんだよ！」

　カズキは半信半疑だった。

「でも、そんなワケの分かんないこと誰だれが好きで……」

　ふと、カズキは口をつぐんだ。ラブホテルでそんな事件を起こしそうな「誰か」に心当たりがある。

（……山やま姫ひめ風ふう花か）

　つい先月まで駅前のラブホテルに勝手に住みこんでいた。

　彼女は人間ではなく、山姫一族という人じん外がいの末まつ裔えいらしい。人間の記き憶おくを「プネウマ」という物質の形で抜き差しする秘術「アンチメモニクス」を半分だけ会え得とくしている。記憶を「抜く」ことはできても、「戻す」ことはできない。「人間の悩みを解消する」つもりらしいが、問題のある性格のせいか色々な騒さわぎを起こしていた。

　カズキも何度かひどい目に遭あっている。

　そのたびに助けてくれたのが、風ふう花かの妹の翠みどりだった。翠は記き憶おくを「抜く」ことはできないが、「戻す」ことができる。カズキの祖母が大家をしている「浮うき雲ぐも荘そう」で一人暮らしをしていた。

「そういえば、山やま姫ひめさんってここんとこ休んでるね！」

　と、慎しん介すけが言った。

「え？　うん。まあ……」

　翠もカズキたちと同じクラスだった。

「具合が悪いって言ってた……けど」

　カズキの言葉は歯切れが悪かった。

「風か邪ぜ？」

「……うん、多分」

　そう言いながら、カズキは翠が本当に具合が悪いのか疑問に思っていた。

　風邪を引いたので学校を休む、とカズキは本人の口から聞いたが、別に具合が悪そうには見えなかった。その後も寝込んでいる様子もないし、病院にも行こうとしない。

　なんとなく仮病を使っている気がした。

（後でちょっと部屋に行ってみようかな）

　例のホテルの「火事」のことも話したかった。なにかまた風花が騒さわぎを起こそうとしているのだったら、それを止められるのは翠だけなのだから。
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　慎介と別れたカズキは、浮雲荘の近くまで戻ってきた。

（誰だれだろう、あれ）

　黄色いバイクスーツを着た人物が門柱のそばに立っている。若い男のようだが、どうやらアパートの玄関を覗のぞきこんでいるらしい。浮雲荘は古いアパートで、それぞれの部屋へ行く廊ろう下かも玄関の奥にあった。

「あの、どうかしましたか？」

　カズキは背後から声をかけた。そのとたん、彼はばっと猫のように飛びのいて振り返る。カズキより少し背は低いが、年は少し上かもしれない。整った顔立ちだが、妙に鋭い目つきが気になった。

「誰だ？」

　と、バイクスーツの少年は言う。それを聞きたいのはカズキの方だった。

「俺おれ、ここの大家の孫です」

　そう言ってカズキは相手の自己紹介を待ったが、彼が口にしたのは別のことだった。

「このアパートに山やま姫ひめは住んでるか？」

　山姫と呼び捨てにしたということは、翠みどりの知り合いだろう。ひょっとすると大だい途と学園の生徒かもしれない。見覚えはなかったが、違う学年だったら別におかしくはなかった。

「……住んでますけど、あの」

「そうか。ありがとう、それじゃ」

　いきなり背を向けて、彼は走り去っていく。あっという間に姿は見えなくなった。

（なんだったんだ？）

　カズキは門の前で首をかしげる。翠に用事があったようなのに、なにもしないで帰ってしまった。

（……山姫さんを好き、とか）

　本人は全然気が付いてないようだが、山姫翠は男子から人気がある。それでも告白しようとするチャレンジャーが今まであまり現れないのは、「山姫翠は篠しの原はらカズキの彼女」という噂うわさのせいだった。ほとんど同じ家に住んでいるようなものだし、登下校も一緒、学校でもだいたい一緒にいる。

「誤解」されてしまうのはそのせいだろうが、二人とも噂をそれほどはっきりとは否定していない。微妙な関係だった。

「カズキ君？」

　聞き慣れた声にはっと顔を上げると、玄関のポストの前に翠が立っていた。なにか入っていないか確かめに来たらしい。普段着のミニスカートとブラウスで、髪の毛もきちんと結んでいる。首筋には銀色のチョーカーが光っている。

　山姫一族は話すだけで人間の男性を魅み了りようしてしまう特異体質を持っているが、チョーカーにはそれを抑える力があった。ちなみにカズキはその「体質」に影えい響きようされない。どうも「鈍い」らしく、それはそれで特異体質のようだった。

「……体、もう大丈夫？」

　翠はちょっと困ったような顔をする。

「うん……」

「じゃ、そろそろ学校にも行けるんだ」

「……」

　翠は目を逸そらす。噓うそは苦手らしい。

　もともと学校をサボるような性格ではない。やっぱりなにがあったのか聞いた方がいいかもしれなかった。どうやって切り出そうかとカズキが考えていると、突然、

「ああ、もうヤダ！　我慢できない！」

　と、翠が叫んだ。

「は？」

「ごめん、あたし噓うそついてた。ほんとのこと言うと仮病なの！」

　やっぱり、とカズキは思った。
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　翠みどりはカズキを自分の部屋へ連れていった。

　彼女の部屋はきちんと片付いていて、開いた窓からさわやかな風が流れこんでいた。二人は小さなローテーブルを挟はさんで向かい合った。

「三日前、あたしのお母さんから手紙が届いたの」

　クッションに座ると同時に、翠は説明を始めた。翠の母親は今の山やま姫ひめ家の当主だと聞いたことがある。

「いいって言うまで、学校に行かないでアパートの中でじっとしてなさいって」

「なんで？」

「それがね……」

　彼女はわずかに口ごもった。

「あたしたちが命を狙ねらわれてるって」

「ええっ！」

　さすがのカズキも大声を上げた。

「だ、誰だれに？」

「山姫がこの国に昔からいる『人間じゃない』種族だっていうのは、前にも話したでしょ？　その……山の中で男の人をたぶらかして……」

　カズキはうなずいた。「雪女」などもその一種、と聞いた気がする。

「山の中は山姫の領域だから、昔はその中でなにをしても許されてたらしいの。その代わり、山から絶対出ないことになってた。それで山姫が住む山の近くには、山姫を見張る人間の一族がいたの。もし、取り決めを破って山から下りてきたら、退治することになってたんだって。その一族は何十年も前にいなくなったはずだったんだけど、母さんの手紙だと一人まだ残ってたらしくて」

「ってことは……」

　山から下りて、このあたりにいる風ふう花かと翠は「退治される」ことになってしまう。

「どうせ何日かで家に帰るだろうから、しばらく隠れてた方がいいって」

「俺おれにも言ってくれればよかったのに」

　カズキは不満だった。

「その一族の生き残りっていうのが、ものすごく強くて危ないんだって。周りの人を巻きこまないようにしないといけないって、それも手紙に書いてあったの。だからカズキ君にも話さないでじっとしてたんだけど」

　不意に翠みどりはカズキの方へ身を乗り出してきた。

「……なんかあたし、騙だまされてる気がしてきて」

「え、誰だれに？」

「母さんに」

　カズキはまじまじと翠の顔を見つめたが、彼女の表情は真剣だった。

「お母さんがなんでそんな噓うそつくの？」

「母さん、あたしを騙すのが趣味なの。昔からあたし何回も母さんに噓つかれてきて……狼おおかみ少年みたいな性格なんだから」

　イヤなことでも思い出したのか、翠はぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。どういう親なんだろう、とカズキは思った。

「でも、今度も噓かどうか分からないんじゃない？　万が一ってこともあるし……ほら、狼少年だってたまにはほんとのこと言うし」

「だって、そんな一族の話、今までに聞いたことないんだよ？　それにね、その一族っていうのは忍者の技を身につけてて、ものすごい剣の達人なんだって。自分で作った爆弾を投げつけて、その後日本刀で襲おそいかかってくるの……噓っぽくない？」

　確かに噓っぽい──と、思いかけて、ふとカズキの頭をよぎるものがあった。

「君の姉さんもそいつに狙ねらわれてるんだよね？」

「うん。母さんの手紙にはそう書いてあったけど」

「それ、ひょっとするとほんとのことかもよ」

　カズキはさっき慎しん介すけと話した、例のラブホテルでの「爆発事故」の話を翠に聞かせた──爆発音を聞いた人間がいること、そして中にいたはずの客も消えていること。

「……じゃ、姉さんが襲われたかもしれないってこと？」

　カズキはうなずいた。風ふう花かがどうなったのか分からないので確信はないが、その一族が本当に翠たちを捜していると考えた方がいい気がする。

「やっぱり、しばらく外に出ない方がいいよ。一応、変な奴やつがこのへんをうろついてないか、後で俺おれがちょっと見て」

　不意にカズキは絶句した。「このへんをうろついている変な奴」には心当たりがあった。さっき門の前にいた、黄色いバイクスーツの少年。

「その生き残りって……ひょっとして俺らと同じぐらいの年だったりする？」

　おそるおそる尋たずねると、翠は目を瞠みはった。

「なんで知ってるの？」

　その時、きれいな放物線を描えがいて、開いた窓からなにかが飛びこんできた。

　どすん。

　二人の間にあるテーブルの上に「それ」は着地し、ごろごろと転がってテーブルの端で止まった。

「……え？」

　カズキたちは同時に言った。野球ボールぐらいの大きさの球体で、投げるのにちょうどよさそうだった。色は真っ黒で──火の点ついた導火線がくっついていた。
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　翠みどりたちは時間が止まったように動けなくなった。もちろん、本当に時間が止まったわけではないので、そうしている間にもどんどん導火線は短くなっていた。

「うわあっ！」

　結局、最初に反応したのはカズキの方だった。彼はその黒いものを窓の方へ弾はじき飛ばす。球体は飛んできた時とは逆の軌き道どうで飛んでいった。しかしまだ窓に辿たどり着かないうちに、球体は空中で弾けた。

　ばん、という大きな音とともに、視界が真っ暗になった。翠は反射的に両腕で顔を隠した。すぐに気を失うだろうと思っていたが、いつまで経たってもなにも起こらなかった。

「山やま姫ひめさん、大丈夫？」

　カズキの声が聞こえる。慌あわてて目を開けると、黒っぽい煙で部屋の中はなにも見えなくなっていた。大丈夫、と答えかけてごほごほと咳せきこむ。あれだけ近くで爆発したのに、体を確かめてもどこにも傷一つなかった。

（音と煙だけなんだ）

　傷つけるのを目的としたものではないらしい。ただ、母からの手紙のとおりだとすると、その一族はこの後日本刀で襲おそいかかってくるはずだ。

　かちゃ、とドアの開く音がして、空気が流れていくのを感じた。

「そこにいるんだな、山姫！」

　ドアの方から聞き覚えのない声が聞こえた。

　みしっと床を踏む音がする。部屋の中へ入ってきたらしい。

「ぼくの記き憶おくを返せ！　山姫風ふう花か！」

（え？）

　身構えかけていた翠ははっとした──姉と自分を取り違えている。それに、記憶を返せというのはなんだろう。

「待って！　あたし、山姫風花じゃない！」

「捜したぞ山姫風花！」

　どうやら話を聞いていないらしい。足音が翠の方へ近づいてきて、すぐそばで止まった。彼女のいる場所が正確に分かるらしい。座ったまま顔を上げると、煙越しに抜き身がかすかに光っているのが見えた。

　頭上から降ってくる殺気に翠みどりは身をよじって避よける。肩をかすめた風圧に鳥とり肌はだが立った。座ったまま翠は後ずさりをする──突然、背中にどしんと硬いものがぶつかった。思ったよりも近くに壁かべがあったらしい。

　煙が徐々に薄うすれて、黄色い影が目の前に立ちふさがっているのがぼんやりと見える。立ち上がろうとしたところに、喉のど元もとにぬっと刀の切っ先を突きつけられた。

「死にたくなかったら動くな、山やま姫ひめ風ふう花か。昨日はよくもやってくれたな」

「だから、山姫風花じゃないってば！」

　どうやら、風花はこの相手の記き憶おくを「抜いた」らしい。翠はこっそりうなじに手を伸ばすと、チョーカーを外した。あまりやりたくなかったが、山姫の「体質」を使っておとなしくさせるしかない。

「落ち着いてあたしの話を聞いて……あたしは山姫だけど、姉さん……山姫風花とは違うの。記憶を取り戻したければ、あたしに協力して」

「ふん」

　と、彼は鼻を鳴らした。

「そうやってぼくに長い時間自分の声を聞かせようとしても無む駄だだ。ぼくにはお前の声が通用しない」
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　驚おどろきのあまり翠みどりの喉のどが固まった。この相手もカズキと同じように、山やま姫ひめの体質には影えい響きようされないらしい。

「山姫さん、逃げて！」

　カズキの声が聞こえる。しかし、翠はまったく動けなかった。

「おとなしくしていれば命だけは助けよう」

　煙は半ば部屋から消えかけていた。刀を突きつけている相手の姿もゆっくりと浮かび上がってくる。目の前にいるのは黄色いバイクスーツを着た少年で、母の手紙に書かれていたとおり、あまり翠と年も変わらない。優やさ男おとこと言ってもいいほど小柄だった。

「昨日、ぼくから奪うばった記き憶おくをどこへやった、山姫風ふう花か？　正直に答えないと……あれ？」

　ふと、少年は眉まゆをひそめた。そして、刀を構えたまま、覆おおいかぶさるように翠の顔を覗のぞきこむ。

「お前、よく見ると山姫風花じゃないな」

「違うってば！　あたしは妹の翠！」

「……どうしてもっと早く言わなかったんだ？」

「何回も言ったでしょ！」

　むっとして翠は叫んだ。
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「皆みな本もと一族の者は、戦う時には目の前の敵を倒すことだけに集中するよう教えられてきた……相手の話なんか耳に入らないのは当然だ」

　皆本イヅナ、と名乗った少年は胸を張った。

　カズキたちはローテーブルを囲むように座っている。カズキと翠にイヅナが加わったような格好だった。

「言い訳はいいから、どうすんだよこれ」

　カズキは部屋の中をぐるりと見回す。壁かべも床も家具も真っ黒になっている。部屋だけではなく、三人の体も墨すみをこすりつけられたように汚れていた。イヅナ手製の爆弾──本人は「火薬玉」と呼んでいたが、爆発すると煙と一緒に大量の煤すすをまき散らすらしい。

「うちのばあちゃんに見つかったら殺されるな……」

　カズキの祖母・篠しの原はらトミはたまたま出かけているが、いつ帰ってきてもおかしくなかった。

「その場合は責任をもってぼくが相手をしよう。みすみす殺されるようなことはないはずだ」

　イヅナは真っ黒な顔で自信ありげに笑う。

「戦えなんて言ってないよ……」

　カズキはため息まじりに言った。

「謝れってこと。迷めい惑わくかけたんだから」

「でも、ぼくの使命は山やま姫ひめという人じん外がいの種族を人里に下ろさせないことだ。だから、ぼくがここを襲おそったのも決して間違いじゃない。この山姫翠みどりも山姫だということはなにも変わらない」

　イヅナと話しているうちに、カズキは気が付いたことがあった。人の話を聞かない強引な性格、人を人とも思わない態度、自分の使命へのわけの分からない自信──山姫風ふう花かにそっくりだった。

「ぼくは記き憶おくを奪うばわれてる。経験のないお前にはそれがどれほど恐ろしいことか分からないだろうけど……」

「あの……すごくよく分かるんだけど」

　カズキは風花に記憶を「抜かれた」時のことを説明した──風花はその人間が抱かかえている「悩み」に関係した記憶を抜いてしまう。以前、「トイレ掃そう除じを嫌がっていた」という非常に下らない理由で、カズキはトイレにまつわる記憶を全部抜かれたことがあった。

「じゃ、お前が山姫風花が言っていた『トイレ男』？」

　話を聞き終えてから、イヅナは言った。

「……その呼び方はやめてくれ。頼むから」

「じゃあお前にも分かるだろう、『トイレ』。山姫と人間が共存できるかどうか……」

「あの『男』まで省略するなよ。人間じゃなくなっちゃうだろ」

　と、カズキは言った。

「確かに記憶を抜くのは良くないけど、だからって山の中だけで暮らしてろっていうのは変だよ。こうやって外でも普通に暮らせる山姫がいるんだから」

「は」

　イヅナは呆あきれたように首を振った。

「記憶のことだけじゃない。皆みな本もと一族のような監視役が必要だったのは、山姫が危険な存在だからだ。山姫は人間をたぶらかし、最後には取り殺す種族なんだぞ？　この山姫翠だって、それをやろうと思えばできるんだ」

「……え？」

　思わずカズキは翠を見る。一いつ瞬しゆん、翠は息を吞のんで、それからすぐにばんとテーブルを叩たたいた。黒い煤すすがもわっと舞い上がった。

「そんなの昔の話でしょ？　今は人間をたぶらかそうとか考えてる山姫はいないよ！」

「それなら、こいつにまとわりついているのはなんのためだ？　たぶらかすのが目的じゃないならなんなんだ？」

　イヅナはカズキを横目で見ながら言った。

　翠はぐっと詰まった。顔が赤くなっている。そんな話はどうでもいい、今は関係ないだろ、とカズキは言おうとしたが、その前に翠みどりが口を開いた。

「そ、それはその……な、仲良くしたいと思って」

「仲良く？　どういうことなんだそれは。山やま姫ひめ翠、一体こいつをどう思ってるんだ？」

「……」

　カズキは無意識のうちに身を乗り出す。イヅナの質問を止めようとしたことなど、すっかり頭から消えていた。それはこの数ヶ月、カズキも漠ばく然ぜんと考えていたことだった──翠は自分をどう思っているのか。

「そ……それは……」

　カズキは息を詰めて答えを待った。翠はおろおろと視線をさまよわせてから、小声でつぶやいた。

「……………………………と、友達？」

　友達だったんだ。

　カズキはちょっと肩を落としそうになった。

　が、その答えにイヅナは大いに驚おどろいたらしい。膝ひざに載せていた刀をほとんど落としそうになった。

「友達……」

「……どうしたの？」

　翠が尋たずねても反応しなかった。

「……友達……友達……」

　まるで生まれて初めて聞いた言葉のように、ぶつぶつと口の中で繰り返している。不安になったカズキたちがイヅナの方へ身を乗り出しかけると、いきなり彼は顔を上げた。

　そして刀の鞘さやをすらりと払い、カズキの喉のど元もとに刃やいばをぴたりと押し当てた。

「いっ」

　思わずカズキは悲鳴を上げた。もし刀を引かれたら即死だ。

「……山姫翠」

　カズキを見すえたままで、イヅナはうめくように言った。

「お前の『友達』を人ひと質じちに取る」

「はあ？」

　カズキと翠は同時に言った。

「この『トイレ』を助けたければ、山姫風ふう花かからぼくの記き憶おくを取り返してこい」

「あの、人質なんか取らなくても、俺おれたちがちゃんと記憶は取り戻してやるって。あと、やっぱりせめて『男』ぐらいつけて……あ、なんでもないです」

　ぐいと刃を押しつける力が増して、カズキはなにも言えなくなった。

「二時間だ。それを過ぎたら、こいつの命は保証しない」

　と、イヅナは言った。

（ムリだ、そんなの……）

　カズキはごくりと唾つばを飲みこんだ。できないと分かっていて、わざと言っているとしか思えなかった。

「友達なんだろう。友達のためにそれぐらいできないのか」

　沈ちん黙もくが流れた。カズキは翠みどりを見ながらかすかに首を振る。断れ、という合図のつもりだった。翠はカズキにうなずいてみせて、突然立ち上がった。

「分かった。二時間ね」

　カズキは大きく目を見開く。なにか勘かん違ちがいしているらしい。翠はカズキに微笑ほほえみかけた。

「待ってて！　すぐに戻ってくるから」

「ちが……」

　カズキがそう言いかけた時には、彼女はもうドアの外へ駆け出していた。
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　翠の足音が聞こえなくなると、イヅナはなにごともなかったかのように刀を鞘さやに収めた。思わずカズキは自分の喉のどに触れる──傷はついていなかった。

「大丈夫だ。ちゃんと力は加減してある……お前に危害を加えるつもりはない」

　カズキは渋しぶい顔になった。

「じゃ、今言ったのは？」

「お前たちの友情の強さを確かめるためだ」

　友情、という言葉を真顔で口にする人間を見たのは初めてだった。

「そんな理由で俺おれを人ひと質じちにしたんだ……」

「『そんな理由』？」

　不機嫌そうにイヅナは眉まゆをつり上げる。

　その時、廊ろう下かがぎしぎしと鳴って誰だれかが近づいてきた。一いつ瞬しゆん、翠が引き返してきたのかと思ったが、よく聞くとまるで別人の足音だった。イヤな予感がした。

「なんなんだい、これは！」

　開きっぱなしのドアから部屋に入ってきたのは、背の高い怒り肩の老女だった。

　祖母の篠しの原はらトミだ。彼女はどす黒く汚れた部屋の中を見回して、同じく汚れている孫に目を留める。ヤバい、とカズキは思った。

「カズキ」

　トミのこめかみがぴくぴく震ふるえている。激怒している証拠だった。

「……部屋ん中でたき火でもやったのかい？」




「どうしてあんな噓うそをついたんだ？」

　イヅナは雑ぞう巾きんを絞りながら言った。何度かゆすいだせいか、バケツの水は真っ黒に濁にごっていた。

「しょうがないよ。ほんとのこと話したら、うちのばあちゃんが警察に通報するだろうし。そうしたら話がもっとややこしくなっちゃうだろ」

　カズキは窓ガラスの黒い煤すすをハタキではたいている。二人は翠みどりの部屋を掃そう除じしているところだった。

　カズキは「翠の部屋で留守番中にタバコを吸おうとしてボヤ騒さわぎを起こした」という噓をトミに話して聞かせた。トミから二人は部屋を元通りになるまで掃除して、後で翠に土ど下げ座ざするようにきつく言い渡されている。

「それに山やま姫ひめさんが襲おそわれた、なんて話したら、あの子まで変に思われるだろ」

「そうやって気を遣つかうのも、やっぱり友情のせいか？」

　イヅナは妙に友情という言葉を強調する。翠とお前はただの友達だといちいち言われている気がした。

「さっきからなんだよ、友情友情って」

　カズキがむっとして言うと、イヅナは目を伏せた。

「ぼくには友達がいない」

「……え？」

　思わずイヅナに聞き返す。

「生まれた時からずっと祖父と二人暮らしだった。山姫家ほどではないけど、ぼくたちの住んでいたところも人里から離れていた。ぼくはそこで一族に伝わる技を叩たたきこまれてきた。学校にもほとんど行ったことはないんだ。先月、祖父が死ぬまで、山姫どころか他ほかの人間を見ることもほとんどなかった」

　どこかで聞いたことのある話だ。人里離れた山の中で、他人と接触しないで、家族だけで暮らしている──カズキははっとした。翠たちの境遇にそっくりだった。

「友情というものが種族を越えられるか、確かめたかったんだ」

「あの、他に確かめる方法はあると思うけど……」

　カズキがおずおずと言うと、イヅナはかすかに顔を赤くした。

「確かにぼくは常識に疎うといかもしれない。祖父が教えてくれたのは、山姫を捜し、この刀で倒す方法ばかりだった。なにしろ、ぼくは普通の……」

　ふと、イヅナは言葉を途切れさせ、しきりに首をひねった。

「普通の……あれ、おかしいな」

「どうしたの？」

「分からない。言葉が出てこないんだ。ぼくは普通のナントカと違う育てられ方をしてるから、他ほかにも知らないことがたくさんある……って言いたいんだけど」

　カズキの頭の中でぴんと閃ひらめくものがあった。

「それだ。多分、抜かれた記き憶おくってそれなんだよ」

　と、カズキは言った。

「……そうなのか？」

「うん。俺おれも経験あるから分かるよ」

「トイレの時か？」

「トイレっていちいち言うなよ。とにかく、その『ナントカ』はあんたの悩みにも関係したことだと思う。山やま姫ひめ風ふう花かに負けた時に考えてたこととか」

　イヅナは記憶をたぐるようになにもない空中を見つめた。

「あの時……ぼくは彼女に負けて悔しがっていた。なんてぼくは弱いんだろうって。もしぼくが……あれ？」

　イヅナはまた首をひねる。

「なんだろう、一体」




　　　　　　７




　その頃ころ、翠みどりは高台にある公園にいた。

　浮うき雲ぐも荘そうを飛び出してから一時間近く経たっている。イヅナには「分かった」と自信ありげに言ってしまったが、姉の居場所に心当たりがあるわけではなかった。それでもカズキが人ひと質じちに取られている以上、捜さないわけには行かない。高台に上がったのはひょっとするとなにか手がかりが見つかるかもしれないと思ったからだった。

　彼女は石段の一番上から街並みを見下ろす。マンションや一軒家の建ち並ぶ住宅地の向こうに線路と商店街がある。あまり高い建物は見あたらない。公園からさほど遠くないところに、このあたりで唯一の銭湯──野の乃のノ湯ゆの煙突が見えた。

（お風呂、入りたいな）

　例の煤すすを浴びたせいか、全身が汚れている。もちろんそんなことを考えている場合ではないけど──。

「……あ」

　昨日は風花もこんな風に汚れていたはずだ。だとしたら、真っ先に今の翠と同じことを考えたのではないだろうか。

　行ってみるだけの価値はある。翠みどりは石段を駆け下り始めた。




　野の乃のノ湯ゆはこの街で一番古い建物の一つだった。ひびの入ったモルタルの壁かべの上に瓦かわら葺ぶきの屋根があり、さらにその上に半分消えかけた温泉マークつきの煙突が長く伸びている。まだ開いていないらしく、入り口の扉は閉まっていた。浮うき雲ぐも荘そうには内風呂がないので、翠も普段からここを使っている。

　銭湯の建物の隣には、ここを経営している野の乃の森もり家の母おも屋やがある。こちらも銭湯と同じぐらい古い二階建ての一軒家だった。

　不意にがらがらと引き戸が開いて、野乃ノ湯ののれんを手にした慎しん介すけが出てきた。どうやら家業の手伝いをしているらしい。慎介は翠に気付くと、笑顔で駆け寄ってきた。

「山やま姫ひめさん！　今、銭湯開けるところだから……」

　と、言いかけて、真っ黒に汚れている翠に目を丸くした。

「どうしたのそのカッコ！」

　しかし説明しているヒマはない。翠は本題に入ることにした。

「あのね、昨日あたしの姉さんがここに来なかった？　今のあたしみたいに服が汚れてたと思うんだけど」

　とたんに慎介の顔色が変わり、額からだらだらと汗を流し始めた。

「ふ、風ふう花か先生？　どうかなあ……き、来てないなあ」

　と、妙に裏返った声で言う──やっぱり、と翠は思った。風花はここへ来て慎介に会っているのだ。ラブホテルで「爆発」があったことを慎介が知っていたのも、風花から聞いたからだろう。

「あたし、どうしても姉さんを捜さないといけないの。なにか言ってなかった？　どこへ行くつもりだとか」

「そ、そんなこと言われても、知らないものは知らないし……」

　どうやら口止めをされたらしい。じりじりと後ずさりをしながら、慎介は落ち着きなく視線を動かしていた。

「噓うそついたって駄だ目め！　ここへ来たのは分かってるんだから！　どんなことでもいいの。なにか知ってることがあれば……」

　ふと、翠は口をつぐんだ。慎介はさっきから同じ方向をちらちら見ている。そこは野乃森家の母屋の二階で、せり出した屋根には真新しいベランダが載っていた。

　ベランダにフリルのついた黒いワンピースが干してあった。

「……姉さん、今も野乃森君の家にいるんだ」

　慎介は泣きそうな顔になった。

「だ、だって、なんかうちの風呂が気に入ったみたいで……だからしばらくここに隠れさせてくれって……」

「どこにいるの？　家の中？」

　一いつ瞬しゆん、慎しん介すけは野の乃のノ湯ゆの入り口を見た──どうやら、入浴中らしい。

「ありがと！」

　翠みどりはそう言い残して、野乃ノ湯の入り口を通り抜けた。そして、「女」と書かれた扉に手をかけて勢いよく開けた。

　他ほかに誰だれもいない脱衣所の真ん中に、若い女が仁に王おう立ちになっていた。風呂から上がったばかりらしく、濡ぬれた髪にタオルを巻き付けている他にはなにも身につけていない。文字どおり翠にお尻しりを向けて、くびれた腰に手を当ててビン入りのコーヒー牛乳を飲んでいるところだった。

「姉さん！」

　彼女は唇くちびるからビンを離して、ゆっくりと振り返った。

「あら、翠ちゃん」

　と、風ふう花かは笑顔で言った。




　　　　　　８




　カズキとイヅナは野乃ノ湯に向かって歩いていた。カズキは着替えが入った紙袋をぶら下げている。翠の部屋の掃そう除じが終わった後で、「汚いから風呂に入ってこい」とトミに命令されたのだった。カズキたちの住む母おも屋やにも風呂はない。

　並んで歩いているイヅナをカズキはちらりと見る。ちょうど彼の方もカズキの様子を窺うかがっていたらしく、顔を赤らめて慌あわてたように目をそむけた。

（さっきから変だな、こいつ）

　いや、最初から変ではあるのだが、浮うき雲ぐも荘そうを出る直前から妙に物思いに沈んでいる。それに、例の日本刀も置いてきてしまっていた──一応、カズキは人ひと質じちのはずなのだが。

「篠しの原はらトイレ……いや、カズキ」

　ふと、イヅナは口を開いた。

「……今のわざとだろ？」

「なんの話だ？」

「トイ……いいや。もう」

　カズキは諦あきらめかけていた。なんとなく慣れてしまいそうな自分がイヤだった。

「山やま姫ひめを怖いと思ったことはないのか？」

「なんで？」

「なんでって人間じゃないんだぞ？　恐れるのが当然だ」

　カズキは考えこんだ。言われてみればそうかもしれないが、まったく実感が湧わかなかった。翠みどりが怖いはずはないし、風ふう花かに「はた迷めい惑わくだ」と感じても、「怖い」と思ったことは一度もない。

「……その様子だとないみたいだな。本当にお前は鈍感だ。山やま姫ひめの体質に影えい響きようされないのも、きっとその鈍感さのせいだろうな……」

　イヅナは低くつぶやいた。どういうわけか悪く言われているような気がしなかった。

「あんただって俺おれと同じだろ。山姫と話してもなんともないじゃないか」

「確かにそうだけど、それは特別な素質のせいじゃない……ぼくは普通の人間だ」

「どういうこと？」

「それは」

　話はそこでぶつっと途切れた。イヅナはしばらく考えこんでいたが、答えを思いつかないらしい。やがて諦あきらめたように首を振った。

「やめよう。話したいのはそんなことじゃない」

「じゃあなんだよ、話って」

　しばらくためらってから、彼は意を決したように口を開いた。

「お前はぼくを怖いと思わないか？」

「は？」

　おそろしく真剣な口調にカズキは戸と惑まどった。

「そりゃ、変だと思うけど……まあ、変人には慣れてるし。別に怖くないよ」

　イヅナの口元にほっとしたような笑みが浮かんだ。ワケ分かんないな、とカズキは思った。

　二人は野の乃のノ湯ゆに着いた。まだ営業していないらしく、のれんはかかっていない。入り口の土間に慎しん介すけが立っていて、女湯の方をじっと見つめていた。

「慎介？」

　カズキが声をかけると、彼はぎょっとしたように振り向いた。

「カ、カズキ！　なにしに来たの？」

「風呂入りに来る以外、ここになにしに来るんだよ……もう入っていいか？」

「あ、うん……まだ番台に人いないけど」

　カズキは野の乃の森もり家とは家族同然の付き合いで、野乃ノ湯にはほとんど顔パスに近い。

　彼は靴くつを脱いで板の間に上がる。男湯のドアを開けようとして、ふとイヅナが女湯の方へ行こうとしていることに気付いた。人里離れた土地に住んでいたというさっきのイヅナの話を思い出す。銭湯など入ったこともないのだろう。

「どこ行ってるんだよ。こっち」

「あ、ああ」

　イヅナは我に返ったように、カズキの方へ向きを変えた。




　　　　　　９




　男湯の扉を開けたとたん、ばたばたと騒そう々ぞうしい足音が聞こえた。

「……ん？」

　どうやら仕切りの向こうの女湯で、誰だれかが走り回っているらしい。それも一人だけではないようだ。

（なにやってるんだ？）

　子供たちが遊んでいるのかもしれない──女の子にしては少し荒っぽすぎる気もしたが。

　カズキは籐とうで編んだ脱衣カゴを一つ取って、イヅナの足元に滑らせた。

「脱いだ服はそこに入れて」

　イヅナは軽くうなずいて、上着のジッパーを下ろし始めた。カズキも自分のカゴを取って制服のボタンを外しかける。

　隣でなにかがひっくり返るような音が聞こえ、カズキは仕切りの方へ目をやった。

「実はトイレ……お前に言いたいことがあるんだ」

「はあ」

　カズキは上の空で返事をした。女湯の方から、鈍い打だ撃げき音のようなものが連続して響ひびいてきた。いくらなんでも暴れすぎだ。

「ぼくの友達になってくれないか？」

　打撃音はなかなか止まらなかった。子供が遊び回っているというより、大人おとながガチンコで格かく闘とうしているとしか思えない。

「……人ひと質じちならもうなってるけど」

　相変わらず仕切りを見ながらカズキはつぶやいた。

「人質じゃなくて友達だ！　人質にしたのは謝る」

　カズキはようやく話が吞のみこめた──さっきからイヅナが言おうとしていたのはそれだったらしい。

「もうさっきみたいに脅きよう迫はくもしない。約束する！」

　それは約束以前の問題のような気もしたが、イヅナは決して悪い人間ではない。常識外れなところは特殊な育ちのせいだろう。友達にやたらとこだわっていたのも、結局友達が欲しかったからに違いない──そう思うと、少し胸が痛んだ。

「別にいいけど」

　そう答えたとたん、どしん、と誰かが仕切りの向こう側にぶつかった。貼はりつけてある大きな鏡がぶるぶる震ふるえた。

「よ、良かった。断られたらどうしようかと思ってたんだ」

　カズキは可お笑かしくなった──告白じゃないんだから。イヅナを振り向こうとした時、初めて女湯の方から声が聞こえた。

「もう、どうしてそんなに乱暴なの翠みどりちゃん！」

「姉さんが素直に『プネウマ』を出さないからでしょ！」

（や、山やま姫ひめさん？）

　どうやら女湯にいるのは翠と風ふう花からしい。カズキは仕切りの方へ近づいていき──凍りついたように動けなくなった。壁かべ掛かけの鏡越しに男湯の脱衣所全体が見える。服を脱ぎ終えたイヅナもはっきりと映っている。

　カズキはこれ以上ないほど大きく目を見開いて、ゆっくりと肩越しにイヅナを振り返る──やはり見間違いではなかった。

「うわああああああ！」

　と、カズキは絶叫した。




　突然、男湯から響ひびき渡った悲鳴に、翠は飛び上がりそうになった。

「カ、カズキ君？　今のカズキ君じゃなかった？」

　翠は風花に言った。

「そうね……トイレ男の断だん末まつ魔まかしら？」

　風花は野の乃の森もり家から借りたらしい浴衣ゆかたに袖そでを通している。

「トイレじゃないって言ってるでしょ……」

　女湯での姉妹対決は、翠が風花の持っていた「プネウマ」のビンを奪うばい取ることで、一応終わっていた。ただ、体重計や扇風機は横倒しになり、脱衣カゴもあちこちに散乱している。

「カズキ君！」

　仕切り越しに翠は声をかける。しかし、男湯はしんと静まりかえっていた。なにかとんでもないことが起こったらしい。翠は仕切りの端にあるドアへと走っていき、ノブを回して男湯を覗のぞきこむ──。

　制服を着たままのカズキが、放心したように床に座りこんでいる。彼の視線の先を追うと、全ぜん裸らのイヅナが立ちつくしていた。

「うそっ！」

　と、翠も叫んだ。イヅナの胸には二つの丸い膨ふくらみ──それも翠よりも若じやつ干かん大きい──が揺れていた。

　皆みな本もとイヅナは、女の子だった。




　　　　　　エピローグ




　風ふう花かは川べりでイヅナを組み敷いて、人差し指で頰ほおをつついている。

「あなた、変わってるわね……それがあなたの悩みかしら？」

「な、なんの話だ」

「本当は女の子でしょう？　男のふりなんかして、騙だますつもりだったのね。ずるいわ」

　ずるい、と言われた瞬しゆん間かん、全身の血が沸わきたった気がした。

「うるさい！　ぼくが本当に男だったら、お前なんかに負けるわけがないんだ！」

「あら」

　風花は目を輝かせた。

「ほら、やっぱり。それが悩みだったんだわ」
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　そして二十四時間後。

　浮うき雲ぐも荘そうの前でカズキたちは皆みな本もとイヅナ──伊い津づ奈なの話を聞いていた。

「も、もともとぼくは男の子に憧あこがれてたんだ。祖父もぼくをほとんど男として育ててたし……だから、男になったつもりで戦っていた」

　彼、ではなく彼女は赤い顔で言った。

　すでに翠みどりはイヅナの記き憶おくを元に戻していた。風花は例によっていつのまにか姿を消してしまった。

「それで『女』っていう記憶を抜かれたのか……」

　と、カズキは言った。イヅナは恥ずかしそうにカズキを見る。話を聞いた今は女の子──それもかなりの美人に見えた。

「さ、さっきはすまなかった。その……そ、粗そ末まつなものを見せてしまって」

「え……あ、謝らなくてもいいよ」

　カズキは慌あわてて首を振った。さっき野の乃のノ湯ゆで見たものが頭に蘇よみがえって、一気に血がのぼりそうになった。

「そ、それに、べ、別に粗末じゃなかったと思うし……」

　隣に立っていた翠が無言でカズキの脇わき腹ばらをこづく。ちらっと横目で見ると、珍しく不機嫌そうな顔をしている。

「それで、これからどうするの？」

　と、カズキはおそるおそる尋たずねた。

「まだ、山やま姫ひめは山に帰らなきゃいけないって思ってる？」

　イヅナは唇くちびるを嚙かんで考えこんだ。おそろしく長い沈ちん黙もくの後、彼女はカズキに向かって言った。

「篠しの原はらトイレ、君には世話になった。記き憶おくを取り戻せたのは君のおかげだ……ただ、山姫風ふう花かには色々問題があるし、正直言って危険なところもあると思う」

　すっかりトイレか、とカズキは思った。しかしそこをツッコむ前に、イヅナはカズキの鼻先に人差し指を突きつけてきた。

「どうするか、君が決めて欲しい」

「はあ？」

　カズキはマヌケな声を上げた。

「なんで俺おれが決めるわけ？」

「その……友達の判断なら信用できると思って……山姫に皆みな本もと一族の『監視』が必要ないと君が言うなら、ぼくはおとなしく山へ帰る」

　最後の方は消え入りそうな声だった。色々あったせいで忘れかけていたが、確かに「友達になっていい」と言った。カズキは翠みどりとイヅナの顔をかわるがわる見る。

　二人ともカズキの答えを待っている。いい加減なことは言えなかった。

「……山姫が無理に山へ帰る必要はないと思う。山姫風花のことは、一応俺たちでもどうにかなるから」

　隣で翠がほっと息をつく。うつむきかけたイヅナに、カズキは急いで付け加えた。

「でも、君が無理に山へ帰る必要もないと思う……君も山を下りた方がいいよ」

　イヅナは目を瞬しばたたいて、にっこり笑った。

「面白いな、君は」




「いつあの人と友達になったの？」

　アパートの前でイヅナを見送った後、翠は言った。

　イヅナは一いつ旦たん故郷に戻って、色々と整理をつけてから山を下りるつもりだと言っていた。そして、どこに住むのかは分からないが、もし風花の起こした騒そう動どうで手を焼いたら、連絡をくれればいつでも駆けつける、とも。

「記憶が戻る前、友達になってくれって言われたんだよ。それで」

　と、カズキは言った。

「ふ───ん」

　翠はやはりどことなく不機嫌そうだった。

「な、なに？」

「なんでもない」

　彼女はそう言い残して、アパートの中へ戻りかける。そして、玄関のところで振り返った。頰ほおがほんのり赤く染まっている。

「なんだよ」

　翠みどりは深呼吸をするように大きく息を吸いこんだ。

「あたしほんとは友達って思ってないから！」

　早口で言い終えると、翠は自分の部屋へ走って戻っていった。

「え？　え？」

　カズキは門のそばで呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。

（なに言ってるんだろ、山やま姫ひめさん）

　誰だれと誰が友達ではないというのだろう。

　イヅナが友達だと言ったのはカズキで、翠と友達だとは言っていない。別に宣言するほどのことではないと思う。

　ひょっとすると、もっと別のことなのかもしれない。今日、翠が言ったなにかの言葉と関係があるのかも──そこから先は見当もつかなかった。

「まあ、いいか」

　そのうち思い出すかもしれない。カズキは母おも屋やの方へ歩き出した。

　相変わらず、彼は鈍感だった。
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　　　　　　プロローグ




　わたしの家のダイニングルームには、アンティークの大きなテーブルがあります。

　百年ぐらい前に外国で作られたものだそうで、樫かしの木の厚い天板にも、凝こった細工の脚にも、ニスが深く染しみこんでつやつやしていて、席に着くとぷんと木の香りがします。

　大きな洋館だったら似合うんだろうけど、うちはごく普通の建て売り住宅なので、他ほかの家具に比べてかなり浮いています。

　そのテーブルは両親が結婚した時、真っ先に買ったものだそうです。他に買わなきゃいけなかったものは沢たく山さんあったはずだし、テーブルは大きすぎたけど、母はきっぱりと言ったそうです。

「これから家族が増えていくんだから、みんなが集まれる場所が必要よ」

　母はあのテーブルを囲む家族が増えていくのを、とても楽しみにしていたと思います。でも、それを見届けることはできませんでした。妹を産んでから体調を崩しがちになり、わたしが十歳の時に他界してしまいました。

　少し広くなってしまったテーブルの前でわたしは思いました──みんなが集まれるこの場所を、これからはわたしが守るんだって。わたしたちはいつも仲良くして、前の晩にどんなことがあっても、次の日の朝にはみんなでここに集まれるようにしなきゃ、って。

　わたしは母の代わりをするつもりでした。それができると思っていたのです。

　それから、十年が経たちました。




「駄だ目めなものは駄目だ」

　夕食が終わった後で父は言いました。最近、少ししわが深くなって、こめかみのあたりの髪が白くなってきました。

「えーなんで。別にいいじゃん。子供じゃないんだから」

　妹は言い返します。中学生になった妹はすっかり背も高くなって、もうわたしとあまり変わりません。かわいくてすごく元気──なのですが、父と毎日のようにケンカばかりしています。

　今晩のケンカの原因は、週末に友達と行く予定のキャンプでした。最初は大人おとなの付き添いがいるという話だったんですが、よくよく父が問いただすと妹たちだけで出かけることが分かりました。

「まだ子供だろう。向こうでなにかあったらどうするんだ」

　父は昔から厳しい人でした。母を早くに亡なくして、一人で娘二人を育てなければならないという思いもあったのでしょう。ちょっと行き過ぎのところもありました。

「なんにもないって。普通のキャンプ場だよ？　なにがあんの」

「たとえば危険な動物に襲おそわれたり……」

「バッカみてえ」

「なんて口の利きき方をするんだお前は」

　わたしはテーブルを挟はさんで言い合う二人を黙だまって見ていました。それから、いつものように静かに立ち上がって、二人の食べ終わったお皿を片付け始めました。すると、父はちらりとわたしを見上げました。

「少しは姉さんを見習ったらどうなんだ。お前と違って口答えもしない。門限だってちゃんと守るし、大学に行っても変な友達と付き合わない……」

「うるさいな！　どうせあたしはお姉ちゃんみたいな完かん璧ぺき超人じゃないですよ！」

　わたしは居心地の悪い思いで聞いていました。確かにわたしは今まで父の言うことをよく聞いてきました。でも、別に「いい子」でいたかったわけではありません。妹みたいに自分のしたいことをなんでもする勇気がなかっただけでした。

　今日までは、ですが。

「あの……二人とも聞いて欲しいことがあるんだけど」

　と、おそるおそるわたしは言います。

「ちょっと待ちなさい。こっちの話が終わったら聞くから」

「話っていいじゃんもう。あたし宿題やんなきゃ」

「待ちなさい。さっきのキャンプの話、父さん許したわけじゃないぞ」

「いいよ、別に……許さなくても勝手に行っちゃうもんね！」

「ほう、そうか……帰ってきても家に入れると思うなよ！」

　わたしは我慢できなくなって、テーブルをばんと両手で叩たたきました。

　父と妹はぎょっとしてわたしの顔を見ました。わたしが二人の話を遮さえぎることなんて、滅めつ多たにありませんでした。

　わたしは本当に母の代わりをするつもりでした。

　でも、もうそれも今日限りでおしまいです──ごめんなさい、お母さん。

　わたしは大きく息を吸いこみました。

「わたし、結婚します！」

「え？」

　と、二人は同時に言いました。




　　　　　　１




　朝。

　部屋の中はしんと静まりかえっていた。小柄な体に布ふ団とんを巻き付けるようにして、羽はね田だ真ま衣いはベッドでぐっすり眠っている。寝ぐせのついた髪がアンテナみたいにぴんと跳はねていた。

　動くものもほとんどなにもなかったが、カーテンの合わせ目から差し込む細い朝日だけがじりじりとベッドに近づいてくる。

　やがて白い光は投げ出された真ま衣いの手に伸び、肩に上がり、やがて広いおでこまで達した。

　ぶるっとまぶたを震ふるわせて、彼女はいかにも重たそうに目を開ける。

　最初に彼女の目に入ったのは、ベッドの反対側にある学習机──正確には机の上に置いてある目覚まし時計だった。

　八時。

　彼女のまぶたがもう一度くっつこうとして──それからかっと見開かれた。

「八時？　うそ！」

　転げ落ちるようにベッドから出て、壁かべにかかっている中学の制服をひっつかんだ。ほんの一分かそこらで着替えを終えて、彼女は部屋を飛び出した。

（いつもだったら、お姉ちゃんが起こしてくれたのに）

　階段を駆け下りながら彼女は思った。




　一週間前、姉の瑞みず穂ほが家を出ていった。

　突然、「結婚する」と言い出したのが原因だった。姉は今年二は十た歳ちだったが、今まで「恋人がいる」どころか「デートに行く」話すらしたことはない。お姉ちゃんは男の人に興味がないんだ、と真衣も思いこんでいた──いきなり「結婚」を口にしたことも驚おどろきだったが、相手を聞いてさらに驚いた。

　その「相手」は瑞穂の通う女子大の図書館に資料を借りに来たどこかの大学講師で、今年四十二歳だという。しかも、もうすぐ地方の大学へ赴ふ任にんすることが決まっているらしい。真衣はもっと詳しく聞きたかったが、父の滋しげるがそこで怒りを爆発させたせいで話が途切れてしまった。

　絶対に許さんぞ、と父は叫んだ。第一、大学はどうするんだ。瑞穂は眉まゆ一つ動かさずにきっぱりと答えた──退学して、彼と一緒に引っ越します。もともと大学なんて行きたくなかったし。

　その後は話し合いにすらならなかった。多分はずみだろうが、出ていけ、と滋が言い、瑞穂は本当に出ていってしまった。おとなしくて優しい姉がそういう強さを持っていたことも信じられなかったが、後から真衣はふと重大なことに気付いた。

　瑞穂がどこへ行ったのかまったく分からなかった。恋人のところへ行ったのは間違いないが、その「彼」の名前すら聞いていない。携帯も持っていない瑞穂に直接連絡する方法もなかった。

（みんなお父さんが悪いんだよ）

　と、真衣は思う。もっときちんと姉の話を聞いてさえいれば、あんな風に出ていくこともなかった。




（……あれ？）

　一階のキッチンの前で、ドアノブに手をかけた真ま衣いはふと動きを止めた。

　ドアの向こうからいい匂においが漂ただよってきていた。焼けたベーコンとトーストの匂い。それとかすかにアールグレイの紅茶の香り。

　誰だれかが朝食を作っているらしい。

　主婦の瑞みず穂ほがいなくなって、食事はそれぞれが勝手にすることになっている。瑞穂ほどではないが真衣もそこそこ料理ができるので、自分の分は自分で作っている。しかし、ほとんど家事をやらない父はすべて外食で済ませているはずだ。

（誰が作ってるんだろう）

　真衣はおそるおそるドアを開けて、キッチンを覗のぞきこんだ。

「えっ」

　最初に目についたのは、シンクの前に立っている父だった。Ｙシャツの上にエプロンをつけ、フライパンを洗っている。

　父が料理をするところなど、想像したこともなかった。

「お、お父さん？」

　滋しげるは厳しい目つきでじろりと真衣をにらむ。いつもどおりの父だったが、エプロンとフライパンはなにかの罰ゲームにしか見えなかった。

「あの、紅茶のおかわりをいただけるかしら？」

　女の声が聞こえて、真衣は飛び上がりそうになった。フリルつきの黒いワンピースを着た若い女が、テーブルの前で足を組んで座っている。どう見ても知らない女だった。

　彼女の前にはベーコンエッグとトーストとサラダが並んでいる。父はこの女のために料理を作っていたらしい。

　ふと、女はドアのそばにいる真衣に気付いて、きれいに描かかれた眉まゆをひそめた。

「あなた、誰なの？」

　と、彼女は言った。

　それは真衣の方が聞きたいことだった。
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「わたしの名前は山やま姫ひめ風ふう花か。かざはな、と書いて風花」

　女は唇くちびるにカップをつけて一口飲んだ。

　真衣は山姫風花と名乗った女の正面に座っている。彼女の前には風花と同じメニューの載った皿が置かれている。父が料理をしていると思うと落ち着かない気持ちになった。

「わたしは山やま姫ひめ一族の末まつ裔えいで、秘術・アンチメモニクスの使い手なの。わたしは人間の悩みを解消するためにこの街へやって来たわ」

「……なに言ってんの？」

「だから、わたしは山姫風ふう花か。アンチメモニクスの使い手よ」

　ダイニングキッチンに沈ちん黙もくが流れた。なにを言っているのか分からないが、とりあえずまともな人間でないことだけは分かった。

「お父さん、この人誰だれ？」

　シンクの方から聞こえていた水音が止まった。満足げにフライパンの水を切りながら滋しげるが振り返った。

「山姫風花さん。アンチなんとかの使い手だそうだ」

　真ま衣いは絶句した。この変な女に聞くよりはまともな答えが返ってくる気がしたのだが、どうやら父もどうかしているらしい。

「……うちの親しん戚せきの人？」

「親戚じゃない。山姫風花さんだ。分かるな？」

「全然分かんないよ……」

　ふと、ハッと息を吞のんで、父と風花を見比べた。色々な意味であり得ないと思うけれど、万が一ということもあるかもしれない。
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「ひょっとして…………新しいお母さん？」

「いや、違う」

　滋しげるはきっぱりと言った。真ま衣いはほっと胸をなで下ろす。

「えーっと……じゃ、彼女？」

「そんなバカな……さっき家の前で会ったばかりだ」

　真衣は苛いら々いらしてきた。

「だったら誰だれ！」

　滋と風ふう花かは呆あきれ顔で同時にため息をついた。

「だから、山やま姫ひめ風花さんだと言っているだろう」

「物分かりの悪い子ね」

　と、風花が言う。一いつ瞬しゆん、自分が間違ったことを言っているような気分になりかけて、慌あわてて首を振った。

「だって変じゃん！　なんでさっき会ったばっかの知らない女がうちのテーブルでご飯食べてんだよ！」

「ああ、そんなことか」

　と、滋が言った。

「今日からここに住んでもらうからだ。ここで食事をするのは当たり前だな」

「ど、どういうこと？」

　父はエプロンを外し、椅い子すの背にかけた。そしてスーツの上着を着てバッグを手に取る。見慣れた出勤前の父の姿だった。

「まあ、とにかくそういうことだ」

　一体なにがそういうことなのだろう。真衣はぽかんと口を開けて、部屋を出ていく父を見送る。やがてドアの開く音が聞こえた。本当になにも説明しないまま、会社へ行ってしまったらしい。

　取り残された真衣は顔を上げてちらりと風花を見る。今、我が物顔で彼女が座っているのは瑞みず穂ほの椅子である。姉のものを勝手に使われているのは我慢できなかった。

「ちょっと」

　と、真衣は言った。風花はソーサーの上にカップを静かに置いた。

「なにかしら」

「ほんとにうちに住むつもり？」

「ええ……なかなか居心地が良さそうだから」

「……うちのお父さんの弱みでも握ったの？」

「そんな必要はなくてよ」

　それでは一体なにがあったのか知りたかったが、風花は説明しようとはしなかった。

「なんだか、わたしにいて欲しくないような顔をしているわね」

「当たり前でしょ！」

「あら、そうなの」

　と、風ふう花かは微笑ほほえんだ。

「それでは、早くわたしのいる生活に慣れてちょうだい」

「な、なんであたしが慣れなきゃいけないんだよ。知らない人となんか一緒に住みたくないよ！」

「わたしもよ」

　ふう、と風花は大げさにため息をついた。

「でも、ワガママばかり言ってはいられないもの。時にはお互い妥だ協きようが必要よね」

「一緒に住まなければいいでしょ！」

「まあ、あなた」

　と、彼女は言った。

「自分が家を出るつもりなの？　なにもそこまでしなくても……」

　真ま衣いは言葉を失った。どこまでもここに居い座すわるつもりらしい。とにかく追い出したかったが、父が住まわせると決めている。真衣一人の力ではどうにもならない。

　これ以上は父と話すしかないようだった。

　ふと、風花は壁かべの時計を見上げた。

「あなた、学校に行かなくていいのかしら？」

「……あ」

　八時半近くになっている。真衣は慌あわてて椅い子すから立ち上がった。
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　その日は授業中もずっと上の空だった。結局、風花一人を残して学校へ来るしかなかった。家の中にあるものはなるべく触らないように、誰だれか客が来てもなるべく出ないように、なるべく家から出ていくようにと何回も注意したが、聞き分けのよさそうなタイプだとはとても思えない。気になって仕方がなかった。

　午後のホームルームが終わると、真衣は友達の誘いを振り切って校門を飛び出した。とにかくまっすぐ帰るつもりだった。




　家へ着いてみると、玄関のドアには鍵かぎがかかっていた。真衣は制服のポケットに手を入れながら首をかしげる。そんなそぶりはまるでなかったが、ひょっとすると出ていってくれたのかもしれない。彼女は自分の鍵でドアを開けた。

　家の中はしんと静まりかえっていた。

（ほんとにいない……のかな）

　もちろんいなくなってくれれば安心する。しかし、これでまた父と二人の生活に戻ってしまったと思うと、少し複雑な気分だった。

「……お姉ちゃん」

　と、真ま衣いはつぶやいた。あの風ふう花かが出ていったところで、姉の瑞みず穂ほが家出したままだということに変わりはない。

　真衣はのろのろと靴くつを脱いで、廊ろう下かを歩いていった。足取りも重く居間へ入っていき、そこでぎくりと足を止めた。二人がけのソファに誰だれかが眠っている。毛布を頭からすっぽりかぶっているが、足元がまくれ上がって、青いスカートが見えていた。姉が家の中でよく着ていたワンピースの柄だった。

　真衣の気持ちがぱっと明るくなった。

「お姉ちゃん？」

　思ったよりもずっと大きな声で呼びかけた。眠っていた彼女は毛布をはねのけながら起き上がる──。

「もう、脅おどかさないでちょうだい」

　そこにいたのは風花だった。とたんに力が抜ける。彼女はソファの上で大きく伸びをした。今け朝さは気が付かなかったが、背格好はちょうど瑞穂と同じぐらいだった。

「な、なんでそのワンピース着てんのよ！」

　と、真衣は言った。一いつ瞬しゆんでも姉と見間違えた自分が腹立たしかった。

「わたしの服、今洗せん濯たくしているところだから」

「だからってお姉ちゃんの服を勝手に着るな！　今すぐ出てけ！」

　風花はちらりと自分の着ているものを見下ろした。

「持ち主はいないんでしょう？　別にいいじゃない」

　と、唇くちびるをとがらせる──が、明らかに怒っている真衣を見ているうちに考えを変えたらしい。しぶしぶ立ち上がった。

「分かったわ。返せばいいのよね？」

　と、裾すそをまくり上げて脱ぎ始める。腰のあたりまで持ち上げたところで、真衣は飛び上がりそうになった。

「ちょ、ちょっと待って！」

「なあに？　まだなにか？」

「………………パ、パンツは？」

「下着も全部洗濯してるの」

　こともなげに風花は言い、さらに服を脱ごうとする。真衣の顔がかあっと熱くなった。まさか全ぜん裸らのまま叩たたき出すわけには行かない。

「や、やっぱりいい！　そのままそれ着てて！」

「……いちいち注文の多い人間ね」

　風ふう花かは不満そうに眉まゆをひそめ、服を元通りにする。

「なんだか翠みどりちゃんと話してるみたい」

「……誰だれそれ？」

「ああ、わたしにも妹がいるの。名前は翠」

　不意に風花は遠い目をする。

「すごく変わった子よ」

　真ま衣いは驚おどろいた。この風花もまともには見えないが、それ以上に「変わっている」ということだろうか。もはや真衣の想像力を超えていた。

「それ、どんな人？」

「そうね……わたしがなにかするたびに追いかけ回して怒るのよ。『人に迷めい惑わくをかけちゃ駄だ目め』って。すごくうるさいの」

「え……？」

　当たり前のことを言っているだけの気がする。

「それで毎日同じ家で寝起きして、学校に通って授業を受けているの……信じられる？」

　同意を求められていると気が付くまで時間がかかった。

「普通の人じゃん、それ」

　と、真衣はつぶやいた。風花は深いため息をついた。

「あり得ないわ……山やま姫ひめとして」

　真衣は見ず知らずの「翠」に親近感を持った。こんなおかしな姉を持てば、怒って追い回すのも当然だろう。

　不意に風花がぽんと手を叩いた。

「あ、ところで今日の夕食はなにかしら？」

「……なんであたしがあんたの晩ごはん作らなきゃいけないの？」

「だって、わたしは作りたくないもの」

「あたしだって作りたくないよ！」

「まあ……」

　風花は目を瞠みはった。予想外の反応だったらしい。

「じゃあ、仕方がないわね……またなにかどこかのお店から取ろうかしら」

「……また？」

　その時、真衣はローテーブルの近くに大きな丸い器うつわのようなものが転がっていることに気付いた。真衣はその丸いものを拾い上げる。

「ああっ！」

　それは寿す司し屋が出前に使う漆うるし塗ぬりの寿司桶おけだった。もちろん中身は空っぽである。

「こ、これ交差点とこの玉たま寿ず司しの容いれ物じゃん！　それも特上の！」

「あ、お腹なかが空すいたからお昼に注文したの。まあまあだったわよ？」

　羽はね田だ家では誕生日とか法事クラスのイベントがないと寿司は食べられない。真ま衣いはおそるおそる口を開いた。

「…………これ、自分でお金出したんだよね？」

　風ふう花かはくすっと笑った。

「そんなことするわけないでしょう？　そこのサイドボードにお金が置いてあるのに……」

　真衣の顔がさっと青ざめた。この一週間のごたごたですっかり忘れていたが、父が瑞みず穂ほに渡すはずだった今月の生活費が置きっぱなしになっていた。

「ひ、人んちのお金勝手に使うな！」

「でも、あなたのお父さんがこの家にあるものは自由に使っていいって言ってたのよ」

　頭がくらくらしてきた。しかし、生活費をそんなところに放っておいた自分にも責任がある。それに父も使っていいと言ってしまったらしい。真衣はがっくりと膝ひざをついた。

　慰なぐさめるつもりなのか、風花は真衣の肩に手を置いた。

「じゃあ、今夜もお寿司にしましょう……まだ、お金も残ってるもの。大丈夫よ」

　真衣は力なく首を振った。

「……いい。晩ごはん、あたしが作るから」




「なんだか、具が少ない気がするのだけど」

　風花はカレー皿をスプーンでつつく。

「『気がする』んじゃなくてほんとに少ないの！　文句言うなら食べるの禁止！」

　と、真衣はむすっとした顔で言った。真衣と風花はダイニングのテーブルで向かい合ってカレーを食べている。確かに具はほとんど入っていない。冷蔵庫に入っていた余りの材料で作ったからだ。

「明日は別の料理を食べたいわ」

　風花はぽつりと言った。遠回しに不満を口にしているらしい。

「残念でした。明日もカレー、その次の日もカレーです！」

「……カレー地獄ね」

「うるさい。嫌なら出てけ……」

　真衣はふと口をつぐんだ。会話の内容はともかく、誰だれかと話しながら食事するのは久しぶりだった。

（お姉ちゃん）

　と、心の中で真ま衣いはつぶやいた。今いま頃ごろどうしているだろう。

「お姉さんがいなくなったのが、あなたの悩みかしら？」

　真衣は顔を上げる。風ふう花かが手を休めてじっとこちらを見つめていた。

「なに言ってるの？」

　風花は口元に奇妙な笑みを浮かべた。

「わたしは人間の悩みを解消できるのよ。もし悩みがあるなら詳しく話してごらんなさい」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、心が揺れたが、すぐにその考えを打ち消した。こんな得体の知れない相手に言うようなことではないし、それになんとなく危険な香りがする。

「別に悩みなんかないよ」

　一瞬、風花の瞳どう孔こうがきゅっと小さくなった気がした。思わず見直した時にはもう元に戻っていた──多分、なにかの見間違いだろう。

「……ほんとかしら」

「どうだっていいじゃん」

　真衣は目を逸そらして食事を続けた。
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　数日後。

　真衣は帰りを急いでいた。

　風花は相変わらず羽はね田だ家に居い座すわり続けている。出ていって欲しいと思っていることに変わりはないが、その一方で風花の存在に少しずつ慣れてきていた。学校が終わるとなるべく早く帰って、風花と一緒にいるようにしている。放っておくとなにをするか分からないからだ。

　父の様子は相変わらずだった。どうして風花を住まわせる気になったのか、聞いても答えが要領を得ない。瑞みず穂ほのことも気にしていないのか、話題にもしようとしなかった。

　ただ、最近は夕食に間に合うよう帰ってくる。風花の食事も作っているせいで、滋しげるの分もなんとなく用意するようになっていた。




「こんにちは」

　家の近くまで来た時、不意に声をかけられた。振り向くと大だい途と学園の制服を着た知らない女の子が立っている。真衣よりも少し年上に見えた。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いい？」

　真ま衣いが無言でうなずくと、彼女は一枚の写真を差し出す。

「あたし、姉を捜してるの」

　大木をバックににっこりと笑っている山やま姫ひめ風ふう花かが写っていた。それを見た瞬しゆん間かん、目の前にいるのが誰だれなのかなんとなく分かった。風花とは全然顔も似ていないし、話し方もごくまともだったが、しぐさにどことなく近いものがあるような気がした。

「このあたりに住んでるみたいなんだけど、知らない？」

「……」

　この人はあたしのうちにいるよ、と真衣は言おうとした。多分今いま頃ごろ二時間ドラマの再放送でも見ているだろう。翠みどりを連れていけば、あの変な居い候そうろうを厄やつ介かい払いできる──。

　しかし、真衣はなにも言わなかった。ふと頭をよぎったのはダイニングにあるあの古くて大きなテーブルだった。風花が食卓からいなくなってしまう、と思うと、なぜか話す気にはなれなかった。

「……知らない」

　と、真衣は小声で言った。

「この人、どういう人？」

「危ないよ」

　と、翠は言った。

「会っても絶対話しかけちゃ駄だ目め。特に悩みを聞かれたら、危険信号だと思ってすぐに逃げて」

　真衣はどきっとした。

「まあ、あなたは女の子だからいくらか安全かな」

「……答えたらどうなるの？」

　一瞬、翠は困ったような顔をした。

「大事な思い出がなくなっちゃうかも」

「え？」

　真衣はまじまじと相手を見る。冗談を言っているわけではなさそうだった。

「姉には普通の人間にはない力があるの……変なこと言ってると思うかもしれないけど、本当のことだから」




　連絡先を聞いて翠と別れた後、真衣は考えこんでいた。

　確かに変なことを言っているとは思った──しかし、なんとなく噓うそだとは言いにくい気がした。父が風花を住まわせているのは、いくら考えてもまともな説明が付けられそうにない。「普通の人間にない力」で風花がなにかした、と考えた方がまだすっきりする。

（大事な思い出がなくなる）

　真衣は翠の言葉を反はん芻すうした。風花の「力」とやらはなにか悩み事に関係しているらしい。

「……あれ？」

　ふと、真ま衣いは足を止めた。道路の反対側の歩道を風ふう花かが歩いている。こちらには気付いていないようだった。真衣は風花の後ろ姿を目で追った。彼女は道路の角にあるコンビニの前で立ち止まり、あたりを見回した。

（待ち合わせかな）

　今まで家の中でしか風花を目にしたことがなかったので、こうして外にいる姿を見るのは不思議な感じだった。

　その時、角を曲がって誰だれかが風花に近づいてきた。

「あっ！」

　真衣は思わず声を上げた。現れたのは風花と同じぐらいの背の高さの若い女で、見覚えのあるワンピースを身につけている。二週間前に出ていった日と同じ服だった。

　現れたのは姉の瑞みず穂ほだった。
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　瑞穂と風花は店の隣にある駐車場へと歩いていった。コンビニの建物のかげからそっと二人の様子を窺うかがう──向かい合って話している二人の声が聞こえた。

「どうしてあなたがうちにいるんですか？」

　と、瑞穂が言った。風花は軽く肩をすくめた。

「『わたしがいなくなったら、父も妹も悩むはず』って言ったのはあなたでしょう。わたしの使命は人間の悩みの解消だもの。だから様子を見に行ったのよ」

　聞いていた真衣は息を吞のんだ。二人はどうやら知り合いだったらしい。風花が現れたのは偶然ではなかったのだ。

（そういえば、うちに来た日からお姉ちゃんが家にいないことを知ってた）

　瑞穂から話を聞いて、わざわざ羽はね田だ家を訪ねてきたのだろう。

「……父さんと真衣は元気なんですか」

　と、瑞穂は低い声でつぶやいた。元気なはずがない。姉がいなくなって、どんなに寂しい思いをしたことか。姉に自分でそう言いたかった──が、風花は大きくうなずいた。

「とりあえず妹さんは元気よ。あなたがいなくなっても全然悩んでないって……」

「ちょ、ちょっと！」

　真衣は思わず建物のかげから飛び出した。

「なに変なこと言ってんの！」

　二人が同時に振り返る。

「真衣……」

　いきなり現れた真ま衣いに瑞みず穂ほは目を瞠みはった。

「お姉ちゃんがいなくなって、悩まないわけないでしょ！」

　沈ちん黙もくが流れた。瑞穂は風ふう花かと真衣をしばらくかわるがわる見ていたが、やがて風花に向かって言った。

「……妹と二人だけで話したいんですけど」




「家を出た後であの山やま姫ひめ風花って人と知り合って、色々と話を聞いてもらったの。ちょっと変わった人だなあって思ったんだけど……ほんとに変わってたみたいね。うちに上がりこむなんて」

　と、瑞穂は言った。風花は家に戻っており、コンビニの駐車場にいるのは瑞穂と真衣の二人だけになった。

「お父さん、元気？」

　真衣はこくりとうなずいた。

「お父さんは元気だよ。っていうか、お姉ちゃんのことなんか気にしてないみたい。平気な顔してるし」

　いつもどおりの滋しげるの姿を思い浮かべて、むかむかと腹が立った。

「真衣はわたしのこと、気にしてくれていたんでしょう？」

「当たり前でしょ」

「じゃあ、お父さんも同じかもしれないわよ。お父さんと真衣はそっくりだもの」

「えー……」

　真衣は不満だった。父と一緒にされたくない。

「お父さんって、落ちこむ時は相当落ちこむわよ。お母さんが死んだ時なんて大変だったんだから。子供のわたしから見てもはっきり分かるぐらいがっくりきてて」

　真衣は「落ちこんでいる滋」を想像しようとしたがうまく行かなかった。「文句を言っている滋」とか「苦虫を嚙かみつぶしたような顔の滋」が頭に浮かんだだけだった。

　瑞穂はなにかを思い返すように遠い目をした。

「お父さんには悪いことしちゃったかもね」

「そんなことないよ。今度のことはお父さんが悪いんだから」

　瑞穂はかすかに笑った。

「いいとか悪いとかじゃないの。わたしたち、家族なんだから」

　真衣は首をかしげた。滋の言葉に怒ったり傷ついたりして家を出ていったのだと思っていた。でも、今の瑞穂は父や真衣のことばかり気にしているように見える。

「……お姉ちゃんはどうして家を出たの？」

　一いつ瞬しゆん、瑞穂の瞳ひとみを悲しげな色がよぎって、真衣ははっとした。聞かない方がよかったかもしれない。

「わたし、お母さんみたいな人になりたかった。いつも他ほかの家族のことだけを考えて、みんなの幸せが自分の幸せって思えるような人……でもね、わたしはそういう人にはなれない。お父さんに心配かけるのも分かってたけど、これからは自分のしたいことをしたいの」

　瑞みず穂ほは真ま衣いの手を握った。

「ごめんね、真衣」

　真衣は慌あわてて首を振った。胸が詰まって言葉がうまく出てこなかった。




　　　　　　６




　真衣は家の門をくぐる。もう夕方になっていた。

　瑞穂は一緒に住んでいる恋人の話をしてくれた。もう結婚式をどうするかも話し合っているらしい。今度真衣も彼に会ってね、と言い残して帰っていった。

　ドアを開けると父の靴くつがあった。珍しく早く帰ってきたらしい。夕食の準備をなにもしていないことを思い出して、真衣は急いでダイニングキッチンへ行った。

　Ｙシャツ姿のままの滋しげるが、例の古いテーブルの前に座ってビールを飲んでいた。

「ただいま」

　と、言いながら真衣は父の表情を窺うかがった。いつもどおり不機嫌そうだが、落ちこんでいるようにはとても見えなかった。

（ほんとかなあ……）

　瑞穂が好意的に考えているだけの気がする。

「今日は遅かったな。なにかあったのか？」

　不意に父が言った。考えるよりも早く答えを口走っていた。

「うん。お姉ちゃんと話してた」

　言ってからしまったと思った。父はビールを飲み干すと、テーブルの上にコップを静かに置いた。どう説明しようか必死に考えていると、滋が口を開いた。

「お姉ちゃん……って誰だれだ？」

「は？」

　真衣は耳を疑った。

「だからお姉ちゃんだって。瑞穂お姉ちゃん」

「いや、だから誰なんだそれは。友達のお姉さんか？」

「あたしのお姉ちゃんだよ！　自分の娘でしょ！」

「なに言ってるんだお前は」

　滋は笑いながら言った。

「うちの娘はお前一人じゃないか」

「え……」

　わざと忘れたふりをしているのではない。本当に憶おぼえていないのだ。父がまったく瑞みず穂ほの話をしなかったのも当然だった。憶えていないことを話すはずがない。

「まったく、疲れてるんじゃないのか。しっかりしてくれよ」

　滋しげるは椅い子すから立ち上がってダイニングを出ていった。トイレに行ったらしい。

（どういうこと？）

　と、真ま衣いは考える。ふと、山やま姫ひめ翠みどりの言ったことを思い出した──大事な思い出がなくなる。

（まさか……）

　その時、風ふう花かが鼻歌を歌いながら居間から現れた。

「あら、帰ってたの。今日の夕食はなに？」

「……うちのお父さんになにかした？」

　と、真衣は尋たずねる。風花は首をひねった。

「大したことはなにも……」

「お姉ちゃんのこと、忘れちゃってるんだけど」

「ああ、そのこと」

　平然と風花は言った。

「アンチメモニクスを使って、羽はね田だ瑞穂のことを忘れさせてあげたの」

　彼女は小さなビンを取り出して真衣に見せた。中にはどろりとした灰色のものが詰まっている。

「これがあの人の脳から抜いた記き憶おくの塊かたまり…プネウマ、というの」

　真衣は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「な、なんでそんなことすんのよ！」

「わたしの使命は人間の悩みの解消よ。あの人は娘が出ていってからず──っと悩んでいたの。だから、家出した娘の記憶を全部抜いてあげることに……」

「ちょ、ちょっと待って」

　真衣は風花の話を遮さえぎった。

「お父さん、悩んでたの……？」

「妙なところに反応するのね」

　と、風花は言った。

「ええ、そうよ。夜もろくに眠れなかったんですって」

　全然気が付かなかった。いなくなった娘のことなど気にも留めていない、冷たい人間だと思っていた。

「そういえば、あなたもお姉さんのことで悩んでいたのよね」

　風ふう花かの言葉に真ま衣いは我に返った。いつのまにか風花の手には金属製の管のようなものが握られている。

「……え？」

　本能的に危険を感じて後ずさりをした。風花は笑顔のままで近づいてくる。

「よかったらあなたからもお姉さんの記き憶おくを抜いてあげるわよ？」

「絶っっっ対いや！」

「遠えん慮りよすることないわよ？　お姉さんがいなくなったのが悩みの原因なんだから、お姉さんのことを忘れれば悩みもなくなるわ」

　真衣は慌あわてて首を振った。

「そんなことしたって悩みがなくなるわけないでしょ！」

「どうして？」

「ど、どうしてって……」

　うまく言えないが、とにかくそういうことではない気がする。

「なにしてるんだ、お前たち」

　真衣と風花は同時に振り向く。トイレから滋しげるが戻ってきていた。風花は滋に人差し指を向けた。

「彼に聞いてみれば分かるわよ。ねえ、今なにか悩みはある？」

「悩み……悩みか……」

　口の中で滋はその言葉を繰り返す。

「たとえば娘のこととかは？」

　と、風花が尋たずねると、

「娘のことでは別に悩みはないな」

　きっぱりと父は答えた。本人に悪気はないとはいえ、真衣は脱力しそうになった。風花は勝ち誇ったように胸を張る。

「ほら、言ったとおりでしょう。これで安心して……」

「……ただ、ちょっと気になることはあるが」

　滋はテーブルの周りに置かれた椅い子すを見つめた。椅子は全部で四脚ある。父と娘二人と他界した母──羽はね田だ家の四人の家族それぞれのものだった。

「娘が一人だけだとすると……椅子が一つ多い。なにか忘れていることがあるような気がして仕方がないんだ」

　しん、と家の中が静かになった。自分がなにを言いたかったのか、真衣はようやく分かった気がした。

「記憶なんか抜いても悩みはなくならないんだよ……そんなことをしても、別の悩みができるだけなんだから」

　風ふう花かは真剣な顔で考えこんでいる。時間の経たつのがひどく長く感じられた。

「……そうかもしれないわね」

　やがて、小さな声で風花はつぶやいた。

「椅い子すを一つ捨てておけばよかった……」

「そういうことじゃないでしょ！　悩みっていうのは自分の力で解決するものなの！　忘れちゃうんじゃなくて！」

「あら、そんなことは当たり前よ？」

　と、風花は言った。

「人間はそう簡単に自分の問題を解決できない生き物ではないのかしら？　だから悩んでいるのでしょう？」

　真ま衣いはまじまじと風花を見つめた。そういえば、ここへ来てから風花が迷ったりためらったりする姿をただの一度も見たことがない──悩む、というのがどういうことなのかきっと知らないのだ。

「そ、そうだけど」

　と、真衣は口ごもりながら言った。

「でも、人間はちょっとぐらい悩んだ方がいいの！」

　しばらくの間、風花は無言で立ちつくしていた──が、やがてため息をついた。口元にはかすかに苦笑を浮かべている。

「わたし、行くわね」

「……え？」

「だって、ここにはもうわたしを必要とする人間はいないもの」

　風花は灰色の物体の詰まった小さなビンを真衣に手渡した。

「山やま姫ひめ翠みどりを捜しなさい。あの子に言えば、抜かれた記き憶おくも元に戻してもらえるから」

　そして、背を向けて歩き出した。部屋を出ようとしたところで、彼女はちらりと真衣を振り返った。

「でも、気が向いたらわたしに相談してもいいのよ？」

　声をかける間もなく、バタンとドアが閉まった。しばらくの間、真衣は風花の出ていったドアをじっと見つめていた。もう風花は戻ってこないだろう──そう思うと、胸のあたりがかすかにうずいた。




　　　　　　エピローグ




　朝。

　静かな部屋の中で真衣は目を覚ました。机の上にある時計を確認する。

　七時五分前。今日は時間に余裕がある。

　彼女はベッドから降りると、制服に着替え始めた。




　風ふう花かが出ていってから二日経たっている。滋しげるの記き憶おくは山やま姫ひめ翠みどりに戻してもらった。

「ごめんなさい。姉さんが迷めい惑わくかけて」

　と、翠は謝った──しかし、真ま衣いは黙だまっていた。どう言ったらいいか分からなかった。

　ほんの数日とはいえ、この家で一緒に暮らしたのだ。確かに迷惑もかけられたが、それだけではないと思う。風花がいなければ、大事なことに気付かなかったかもしれない。心のどこかに感謝したい気持ちもあった。




　真衣は部屋を出て階段を下りる。まだ父は起きていないはずだ。彼女は足音を忍ばせて父の部屋の前を通りすぎ、ダイニングキッチンへ向かった。

　ドアノブに手をかけたとたん、真衣はふと奇妙なことに気付いた。風花がここへ来た日と同じように、ドアの向こうからベーコンとトーストの匂においが漂ただよってきている。真衣はおそるおそるドアを開けた。

「おはよう」

　と、滋が言った。まるであの日の再現のように、父はエプロンをつけて朝食の準備をしていた。もちろん、風花の姿はない。真衣のために作ってくれたのだ。

「……おはよう」

　と、真衣も言った。もうテーブルの上には二人分の皿が並んでいる。この前と同じく、トーストとベーコンエッグとサラダ──それしか作れないのかもしれない。

「食べようか」

　エプロンを外しながら父が言う。二人は広いテーブルのそれぞれの席に着いた。

「いただきます」

「いただきます」

　真衣は食事しながらちらちらと滋の様子を窺うかがう。いつもどおりの父だった。

　昨日から真衣は姉の話を切り出すタイミングをはかっていた。滋のいない時に連絡があり、今週末に姉の婚約者に会うことに決まった。まだ場所までは決まっていないが、もしできるなら父も一緒に来て欲しいと思っていた。

　今がその話をする絶好の機会だった。フォークを置いて、少し緊きん張ちよう気味に口を開きかけた時、

「……母さんが亡なくなってすぐの頃ころ」

　突然、滋が話し始めた。

「わたしがこんな風にお前たちの朝食を作ったことがある……お前はまだ小さかったから、憶おぼえていないだろうが」

　真ま衣いはうつむく父の横顔を見守った。こんな風に昔の話をするのは初めてかもしれない。

「不慣れなわたしを見て、瑞みず穂ほは次の日から自分が料理をするようになった。あの子はそんな風にわたしが望むことを先回りしてやってくれた。それに慣れてしまううちに、お前たちに多少厳しいことを言っても疑問に思わなくなってしまった」

　滋しげるは言葉を切って、深く息をついた。

「親というのも完全じゃない。子供がなにを考えているのか、注意を払わないようになってしまうことがある。自分のしていることを省かえりみる余裕をなくしてしまうんだな。そして、余裕をなくしていることにも気付かない」

　滋は顔を上げると、誰だれも座っていない瑞穂の椅い子すを見つめた。

「『もう一度ここで話を最後まで聞かせて欲しい』と言ったら、瑞穂は来てくれると思うか？」

　真衣はうなずいた。もちろん来ると思う。多分、姉もその機会を待っているはずだった。ただ──。

「……呼ぶのはお姉ちゃん一人だけなの？」

　しばらくの間、滋は自分の心の内を探るように、なにもない空間を見つめていた。それから、真衣と顔を見合わせる。かすかに目元に笑みを浮かべていた。

「……いや、二人だ」

　と、父は言った。
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　茶の間の方から、柱時計の鐘かねの音が聞こえた。

　寝ころんでいたカズキは目を開けた。古いもののせいか、やたらと音が大きい。窓ガラスがぶるぶる震ふるえている気がする。

「……うるさいな」

　という自分の声もはっきり聞こえない。鐘の音は十二回鳴ってから、噓うそのようにぴたっと止まった。ちょうど正午だった。

　今いるのは自分の部屋のベッドの上だった。彼は祖母の経営するアパート・浮うき雲ぐも荘そうと同じ敷地にある小さな平屋に住んでいる。

　カズキは体を起こして、シーツの上に投げ出している自分の両足を見下ろした。両方のくるぶしから土ふまずぐらいまで、白い包帯がぐるぐると巻かれている。なんとなく中途半はん端ぱなソックスをはいているみたいだった。

（両足同時にねんざなんて初めてだよな……）

　怪け我がをしたのは昨日の日曜日、祖母の命令でアパートの二階の空き部屋を掃そう除じした後だった。雑ぞう巾きんの入ったバケツをぶら下げて階段を降りようとして──どういうわけかそのまま足を滑らしたのだった。

　片足だけならともかく、両足では歩くのもままならない。平日の月曜だというのに学校に行っていないのはそのせいだ。治るまでは家の中だけで過ごすことになりそうだった。

　ベッドのそばにある窓がコツコツと音を立てた。ガラスの向こうから、山やま姫ひめ翠みどりが部屋の中を窺うかがっている。制服ではなくジーンズとジャケットを着ていた。

「学校はどうしたの？」

　窓を開けながらカズキは言う。彼女の足元には大きなスーツケースが置いてある。ここへ引っ越してきた日に持っていたものだった。

「あたし、二、三日家に帰らなきゃいけなくなって」

　翠の家はここからはるか遠くの山奥にある。山姫一族の長である母親の許可を得て、この浮雲荘に住んでいる。

「なんかあったの？」

「カワセミの調子が良くないみたいなの」

　翠は首から下げているチョーカーに軽く触った。「カワセミ」と呼ばれるそれには人間の男性を魅み了りようするという山姫の体質を抑える力がある。

「このままだと困るから、ちょっとお母さんに調整してもらおうと思って……多分、二、三日で戻ってこられると思うけど。ほら、カズキ君が休んでる間の授業のノート、あたしが見せる約束してたじゃない？　でもあたしも学校休んじゃうから、ノートは野の乃の森もり君か誰だれかに頼んでくれる？」

「……うん。分かった」

　と、カズキは言った。学校にも行けず、翠みどりにも会えない。そう思うと気持ちが沈んだ。

「どうかしたの？」

　翠が首をかしげている。思っていたことが顔に出ていたらしい。

「え……別に。なんでもない」

「あたしが留守にしたら寂しかったりする？」

　どきっとした。

　言われてみるとそういうことなのかもしれない。でも、その通りですと答えるのはどういうわけか恥ずかしかった。

「だ、大丈夫だよ別に」

　顔をそむけながらカズキは言った。じっと見られている気配がある。とにかく沈ちん黙もくを作ってはいけない気がした。

「あ、そういえば、皆みな本もとイヅナって明日あたり引っ越してくるみたい……」

　カズキははっと口をつぐむ。おそるおそる翠の顔を見ると、ひどく冷たい目になっていた。

「あ……あの」

「あー。そう。ふ──ん。良かったね」

　地雷を踏んだらしい。イヅナの話を出すと翠は妙に不機嫌になる。ここに引っ越してくることが決まるともっと不機嫌になった。

「あたしがいない間に仲良くすれば？　じゃあね」

　翠はスーツケースを持ち上げると、ずんずん歩いていってしまう。カズキは身を乗り出して、家の角を曲がるまでその背中を見送った。

（変なこと言わなきゃ良かったな）

　カズキは元通り窓を閉めると、ベッドに寝ころんで目を閉じた。

　時々言わなくてもいいことを言ってしまう。「言うんじゃなかった」と思うことがよくある。言わなかったことにできるわけではないので、後悔しても仕方ないのだが。

（まあ、あそこまで嫌わなくてもいいと思うんだけど）

　翠がイヅナを嫌っている、とカズキは思いこんでいた。翠の不機嫌に他ほかに理由があるとは思っていなかった。




　居間の方から柱時計の鐘かねの音が聞こえた。

「……ん？」

　カズキは目を開ける。天井を見ながらなんとなく鐘の数を数える──全部で十二回。

（また十二時……？）

　さっき鳴ってからまだ何分も経たっていないはずだ。

「壊れたのかな……」

　なにしろ浮うき雲ぐも荘そうが建った時に買ったらしく、博物館にあった方がしっくり来る代しろ物ものだ。いつ故障してもおかしくない。

　カズキは体を起こした。

「あれっ」

　彼は目を丸くする。部屋の様子が今までと変わっていた。授業のノートや教科書や携帯といった小物が床に散乱し、たった今閉めたはずの窓もいつのまにか開いていた。

　ついさっきまでこんな風にはなっていなかった。目を閉じた一いつ瞬しゆんの間に、泥棒に荒らされたように見えた。

「……なんだこれ」

　カズキが首をひねっていると、窓の外に再び翠みどりの顔が現れた。

「カズキ君！」

　弾はずんだ声で翠は言った。

　さっきまでの不機嫌さはどこへ行ったのか、にこにこ笑っている。

「あれ、どうしたの？」

　なにか言い忘れたことでもあったのだろうか。

「ただいま！」

「は？」

　カズキは耳を疑った。

「あんまり学校も休みたくなかったから、直してもらってすぐに帰ってきちゃった」

「なに言ってんの？　さっき出ていったばっかりじゃん」

「え？」

　今度は翠がきょとんとする番だった。

「さっき？　どういうこと？」

「どういうことって……」

　その時、床の上でなにかがきらっと光る。携帯のそばに空の小ビンが落ちていた。同じ形のものを翠の姉の風ふう花かが使っているのを何度も目にしている。「アンチメモニクス」で抜いた記き憶おく・プネウマを溜ためておくためのビン。

　風花がここへ来たのかもしれない。でも、どうしてそれを憶おぼえていないのだろう──。

　カズキはごくりと唾つばを飲みこんだ。

「まさか……」

　いきなり帰ってきた翠。一瞬で散らかった部屋。すぐに十二時になった時計。

「あの……山やま姫ひめさん、どれぐらい留守してた？」

「どれぐらいって……」

　翠みどりは空中を見ながら、指を折って数えた。

「……三日かな？」

「み、三日？」

「うん。だって今日木曜日でしょ？」

「……月曜日じゃなくて？」

「じゃなくて」

　カズキはベッドから手を伸ばして、床に落ちていた携帯を拾い上げる。
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　カズキの体から力が抜けていった。この三日間の記き憶おくが完全になくなっていた。
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　翠は窓からカズキの部屋に入り、彼の身に起こったことを一通り聞いた。

「じゃあ、ほんとにあたしが行って帰ってくるまでの間のこと、全然憶おぼえてないんだ」

「うん……そうみたい」

　カズキはうなずいた。彼はどことなく具合が悪そうだった。少し瘦やせたように見えるし、顔色も良くない。両足の包帯は相変わらずしっかり巻かれていた。あまり良くなってはいないらしい。

「理由は分かりきってるけどね……」

　翠は床に落ちていたビンを拾い上げる。風ふう花かが「アンチメモニクス」でカズキから記憶を抜いたに違いない。

「一体、なにがあったんだろ」

　と、カズキがつぶやいた。留守にしていた翠には分からないが、風花が記憶を抜いたのはなにか理由があった──はずだ。

　その時、部屋のドアが開いて、髪をショートにした女の子が現れた。きりっとした美人だったが、右手にぶら下げた日本刀が異様な雰囲気を漂ただよわせている。

　皆みな本もとイヅナだった。

「トイレ……いやカズキ、調子は……ん？」

　彼女は翠に目を留めた。

「やあ、久しぶり。帰ってきたのか」

「うん……こんにちは。いつ引っ越してきたの？」

「月曜日だ」

　屈くつ託たくなくイヅナは答えた──翠みどりが出かけた日だ。

「……ここでなにしてるの？」

「様子を見に来たんだ。ここ何日かずっと寝てばかりいただろう」

「カズキ君、具合が悪かったの？」

　翠が口を挟はさんだ。

「ああ。よく分からないんだが、ずっと寝込んでいた……今日は昨日よりはまともみたいだな」

「……あ、うん。ありがとう」

　首をかしげながらカズキは礼を言った。

「そうか。出歩いたりしないでくれよ。危ないから」

「このケガじゃ外に出られないよ」

「はあ？　昨日、一人でアパートの外に出ただろう？　もう少しで車に轢ひかれそうになったのを、ぼくが助けてここまで運んだんじゃないか」

「そ、そうだっけ。ごめん」

「とにかく、安静にしててくれよ。お大事に」

　笑顔とともにイヅナはドアを閉めた。翠たちはなんとなくそのドアを見守った。

「……外に出たってどういうこと？」

「知らないよ。あの子が引っ越してきたのだって憶おぼえてないんだから」

「ふ────ん」

　留守の間にカズキとイヅナが仲良くなっているようで、少し胸のあたりがもやもやする。

「あたし、カズキ君のおばあちゃんと話してくる」

　その考えを振り払うように、翠はぱっと立ち上がった。

「どうして？」

「この三日間、カズキ君がなにをしてたか一番よく知っているのはおばあちゃんでしょ？　どうして記き憶おくを抜かれたのか、なにか知ってるかもしれないじゃない」




「別に変わったところはなかったよ」

　と、トミは言った。

「あの子、ほとんど自分の部屋にいたからさ。まあ、あのケガじゃどうせ身動きなんかできないんだろうけどね」

　彼女は苦笑いを浮かべた。

「この三日、やってたことって言えば、ほんとにご飯食べて寝るぐらいじゃないかね。具合がちょっと悪かったみたいで、よく寝てたけど」

「あの、誰だれかが訪ねてきたりしませんでした？」

　風ふう花かが来なかったか聞いたつもりだったが、トミは首を横に振った。

「さあ……見てないね。あたしが知らないとこで誰か来たかもしれないけどさ」

「……そうですか」

　本当にトミは何も知らないらしい。足のケガの他ほかにも具合が悪そうだった、ということ以外には結局なにも分からなかった。後は風花を捕まえて聞くしかない。

（それが一番大変なんだけどね……）

　ため息をつきながら居間を出ていこうとすると、

「あ、そうそう」

　と、声をかけられた。

「あんた実家に帰ってたんだって？」

「……はい」

「あんたの部屋、電気が点つけっぱなしだったよ」

　翠みどりは首をかしげた。出かける前にちゃんと確認したはずだが。カズキの部屋から直接ここへ来たので、まだ自分の部屋へは戻っていなかった。

「あ……そうですか。ごめんなさい」

「いや、別にあたしはいいんだけどさ。夜も明かりが点いてたから、てっきりあんたがいるのかと思ってたよ……ひょっとして誰かが勝手に入りこんで泊まったりしてたってことはないよね」

「まさか、そんな」

　と、言いかけて翠ははっとした。

　あの部屋に勝手に入りこむような人間に、一人だけ心当たりがあった。




　　　　　　３




　ここは浮うき雲ぐも荘そうの一室。

　山やま姫ひめ風花は部屋の隅にある小さなキッチンスペースの前に立っていた。

「ふんふふふんふーん♪」

　でたらめな鼻歌を歌いながら小ビンの栓せんを開けた。中にはどろりとした灰色のものが詰まっている。彼女はそれをひっくり返して、ステンレスの流しに空あけてしまった。気体とも液体ともつかない「それ」は、まるで蒸発しているようにかすかに煙を噴き出しながらゆっくりと小さくなっていった。

「これでよしっと」

　上機嫌でつぶやいたとたん、ドアが開く音がした。

「カズキ君になにしたの？」

　振り向くと、立っていたのは案の定妹の翠みどりだった。




　風ふう花かは翠から視線を逸そらした。

「あら、なんの話？」

「とぼけてもダメ。カズキ君の記き憶おくを抜いたでしょ？」

　なぜか風花はちらりとキッチンの流しを振り返った。

「あ、そのこと。抜いたわよ。ここに泊まってたけど、することないでしょ？　ちょっと庭を散歩してて、母おも屋やの方へ行ったらトイレ男が……」

「カズキ君」

「ああ、そう。アレが学校を休んでて。それで相談に乗ってあげたの」

「……なんで勝手にあたしの部屋に泊まってるの？」

「だって、誰だれもいなかったから……」

「誰もいないところに勝手に入っちゃダメでしょ！」

「あら、でも」

　風花は首をかしげた。

「誰かいたら勝手に入れなくなるわよ？」

「勝手に入っちゃダメなの！　それは犯罪なの！」

「でも、わたしたち姉妹きようだいなのよ？　何日か泊まるぐらい別にいいでしょ」

　翠は言葉に詰まった。考えてみれば、別に泊めたくないわけでもない。

「まあ……そうだけど……でも、それならちゃんと断ってくれれば……」

「ちょっとのつもりだったのよ。ちょっとお布ふ団とんと食べ物とパジャマと下着とお金を借りて、日記を盗み読みするぐらいのつもりで……」

「ちょっとじゃないでしょ！　っていうか日記ってなに！」

　風花に迫ろうとした翠は、ふとローテーブルの上に並んでいる小ビンの群れに気付いた。「プネウマ」の入ったビンだ。数えてみると全部で六本あった。

「ちょっとなんなのそれ！　全部カズキ君の記憶なの？」

「あ、それは違うわよ。そっちは全部別の人間の記憶」

　風花は自分の背後の流しを指さした。

「トイレ男の記憶はたった今捨てちゃったわよ。ここに」

「ええっ」

　翠は風花を押しのけて流しに駆け寄った。プネウマは排水口に流れ、半ば気化しつつあったが、まだかなりの部分がステンレスの上に残っている。翠は慌あわててそれを手で集めてすくい上げた。

「な、なんでこんなことしたの！」

　風ふう花かはローテーブルの前に座って、例のプネウマのビンを丁てい寧ねいにハンドバッグに詰めている。

「だって、本人が捨ててくれって言うから……」

「カズキ君が？」

「ええ。『この三日間のことは死んでも思い出したくない』って」

　翠みどりは初めて戸と惑まどった。今まで風花がプネウマを捨てたことはない。いつものように勝手な理屈で記き憶おくを抜いたわけではなく、他ほかにもっと事情があるようだった。

「なにがあったの？」

「わたしもはっきり分からないのだけど……とにかく、本人の希望だから」

　風花はぱんぱんに膨ふくらんだハンドバッグを手に、そそくさと立ち上がった。

「……その記憶は戻さない方がいいと思うわよ？　本人も嫌がると思うわ」

　それから、いきなり背を向けて廊ろう下かへ駆け出していった。

「ちょっと待って！」

　翠は叫んだが、手の中にプネウマがある状態では追うわけにもいかなかった。

　彼女は自分の手のひらを見下ろす──とにかく、すべての謎なぞはカズキの記憶が握っているのは間違いない。




　再びカズキの部屋。

「……というわけで、全部のプネウマは取り戻せなかったの」

　と、翠は言った。いくら話を聞いてもカズキには分からないことだらけだった。この三日間になにがあったのか、どうして風花に記憶を抜かせたのか、どうしてそれを捨てるように頼んだのか。

　なにか想像もつかないことが起こったのは確からしい。

「これ、どうしよう？」

　翠はプネウマが半分ほど入ったビンをカズキに見せた。それが翠がかろうじて拾い上げたカズキの「記憶」の一部だった。

「全部は残ってないだろうけど、大事なところはこれで分かるかもよ」

「……うん。とにかく戻してもらおうかな」

「そうだよね。それが一番いいと思うし……」

　二人は沈ちん黙もくする──正直なところカズキはあまり気が進まなかった。どうもイヤな予感がする。しかし、記憶を戻さなければなにが起こったのか分からない。

　翠は「アネモネ」を取り出すと、カズキにくわえさせた。それから、一いつ旦たん口に含んだプネウマを一気にカズキの唇くちびるの中へ流しこんだ。
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　　　月曜日・午後四時




　カズキは目を覚ました。

　翠みどりが去っていった後、目をつぶって考え事をしているうちに眠ってしまったらしい。

（……あれ？）

　足音が近づいてくる。ドアが開いて髪の毛をショートにした女の子が顔を出した。

　皆みな本もとイヅナだった。カズキはベッドから慌あわてて起き上がる。

「こんにちは」

　と、彼女は言った。こんにちは、とあくびをこらえながらカズキも挨あい拶さつした。

「今、引っ越しが終わったんだけど、君のおばあ様にケガをしたって聞いたんだ。それで様子を見に来た」

　イヅナは部屋に入ってくると、ベッドのそばにきちんと正座した。

「あ、ありがとう……別に大したケガじゃないんだけど……ん？」

　ふと、カズキは部屋の外から異い臭しゆうが入りこんでいることに気付いた。かいでいるだけで生なま唾つばが出そうな、得体の知れない刺激臭だった。

「なんだろう、この匂におい」

「ああ、君のおばあ様がぼくの引っ越し祝いに、夕食をごちそうしてくれるそうなんだ」

　カズキの全身から血の気が引いた。

　篠しの原はらトミの最大の欠点はとてつもない味オンチと不器用だった。しかも、タチが悪いことに本人はまったくその自覚がない。一家のまともな主婦のつもりだった。

「それで、なにを作ってるの？」

「ぼくにもよく分からないんだが、腕によりをかける、と言っていた」

「……ヤバすぎる」

　と、カズキはつぶやいた。「腕によりをかける」──その言葉をトミが口にした後で、何度死線をさまよったか分からない。幼おさな馴な染じみの慎しん介すけも、トミが腕によりをかけた料理を口にして以来、食事時にはこの家に決して近づかないようになった。

　小学校に上がる頃ころから、カズキはなるべくトミの料理を手伝うようにしていた。というより、食事の味付けはほとんどカズキの役目になっていた。なにかのトラブルでトミ一人が料理を作ってしまった時は口実を作って外出し、なるべくそれを口にしないようにしていた。

「あっ」

　カズキは自分の両足を見下ろした。

　このケガでは料理を手伝うこともできないし、かといって家から逃げることもできない。それに──。

　カズキはイヅナの顔をじっと見つめた。

「どうしたんだ……ぼ、ぼくの顔になにかついてるのか？」

　イヅナは落ち着かなげに視線を逸そらした。

（俺おれ一人が逃げちゃったら、皆みな本もとさんが危ない）

　招待された以上、イヅナはトミの食事を口にせざるを得ない。敵陣のまっただ中に二等兵を置き去りにするようなものだ。なにか対策を練らなければ──。

「そうだ！」

　カズキはぽんと手を打った。

「な、なんだ？」

「皆本さん、自分で料理やってた？」

　唐とう突とつな質問に彼女は戸と惑まどった。

「まあ……身の回りのことはほとんど一人でやっていたし……」

「じゃあ、今日うちのばあちゃんの料理を手伝ってくれる？　普段は俺がやってるけど、ケガしてるからできないんだよ」

「え、そんな……」

　イヅナはためらっている。無理もなかった。食事に招待されている客が、料理を手伝うのもおかしな話だ。しかし、カズキはなりふり構っていられなかった。

「ばあちゃんも元気そうだけど、結構危なっかしいし……頼むよ」

　と、頭を下げる。ますますイヅナは落ち着かなくなった。

「そこまで言うんだったら引き受けてもいい……その、君とは友達だし」

　と、消え入りそうな声で言った。

「ありがとう！」

　カズキはベッドから身を乗り出してイヅナの手を握る。なぜか照れたように彼女は頰ほおを赤らめた。

「とにかく、料理の味付けは絶対ばあちゃんじゃなくて皆本さんがやるように！」

　と、念を押した。まごつきながらうなずくイヅナを見て、カズキはほっと息をついた。




　　　月曜日・午後七時




「うっ！」

　居間のテーブルの席についたカズキは、鼻を押さえながらうめいた。

　目の前の深皿が腐くさった卵の匂においのする灰色の湯気を立てている。

　湯気の下にはコポコポと泡を立てるどす黒い液体があった。状況から判断すると、どうやらシチューのようだった。

　液面からはところどころ具らしきものが顔を覗のぞかせているのだが、高速道路の轢れき死し体たいのようにほとんど原形を留とどめていなかった。はっきり形が分かるのは、毒々しい真まっ赤かなキノコと、水かきの生えた両りよう生せい類るいの足ぐらいだった。

「なに、これ」

　震ふるえる声でカズキは言った。今までの祖母の料理は少なくとも人間の努力の成果に見えた。しかし、今目の前にあるこの物体は人間の常識を完全に凌りよう駕がしている。この世のものではなかった。

「これ、どこの料理……？」

「どこって別に国こく籍せきはないよ。あたしたちのスペシャル料理だから」

　トミは自信満々に言った。トミもイヅナもカズキと同じようにテーブルを囲んでいる。

「じゃなくて……どこの異次元の料理かって聞いてるんだけど」

「なに言ってるんだい、この子は」

　トミとイヅナは顔を見合わせて笑った。

「あの、味付けはどっちがやったの？」

「あ、ぼくだ」

　イヅナの答えにカズキは一安心した。

（見た目と匂においはこうだけど、案外味はまともかも）

　トミが味付けをしなかっただけまだ救いがあるというものだ。

「じゃあ、いただこうかね」

　トミの言葉で三人は両手を合わせた。

　カズキはスプーンの先でシチューの表面をすくった。思ったよりも粘り気がある。地面に流しこむ前のアスファルトをシャベルですくうと、こんな感じかもしれないと思った。

　大きく深呼吸をする──そして、覚悟を決めてスプーンに口をつけた。

「ぐはあっ」

　突然、熱い液体が味覚よりも痛覚を直ちよく撃げきし、カズキの視界が一いつ瞬しゆん真っ白になる。気を失いかけたのだと気付くまでしばらく時間がかかった。あまり長く口に含んでいると舌と歯が溶けてしまいかねない。せり上がる吐き気をこらえて、首筋を震わせながらごくりと吞のみこんだ。

　ほとんど停止していた頭がようやく働き始める。真っ先に思い浮かんだ言葉は「美お味いしい」でも「まずい」でもなく、

（……死ぬ）

　だった。その時、スプーンを持ったまま固まっているカズキの耳に、トミとイヅナの会話が聞こえた。

「悪くない味だねえ」

　と、トミ。

「確かに。なかなかうまくいった」

「うん、あんたは今すぐにでもいいお嫁さんになれるよ」

「そ、そんなことはないっ。おばあ様に比べればぼくなんかまだまだだ」

　しまった、とカズキはぼんやり思った。

（皆みな本もとイヅナも味オンチだったんだ）

　この二人は同じ種類の人間だ。二人だけで料理を作らせるのは、混ぜてはいけない洗剤を混ぜるようなものなのだ──。

　ふと、トミがカズキの方に顔を向けた。

「どうしたんだい？　どんどん食べな」

「そうだ。どんどん食べてくれ」

　カズキはスプーンを固く握りしめた。どんどん食べてしまったら正気を保っていられる自信がない。

　腹痛でもなんでも、とにかく理由をつけて食べるのをやめなければならない。

（あ、あれ？）

　しかし、カズキの体はほとんど勝手に動いて、再びシチューをすくったスプーンを口に運ぶ。カズキは唇くちびるを開いてそれを受け止めた。

　冷たい汗がどっと背中に噴き出す。それでも体の動きを止められない。食べ物をくれた人間の言うことはとにかく聞かなければならないと思った。

　食べろと言われたら食べる──それは本能に近い行動だった。

（そ、そうか、あの時の……）

　以前、カズキは風ふう花かのアンチメモニクスで犬と記き憶おくを交換させられたことがあった。元に戻ってからもいくらか犬の習性が残っており、他人からもらった食べ物をどうしても粗そ末まつにできなくなっていた。

　本人の意思に反して、カズキの食べるペースはむしろ上がった。

「そんなに急いで食べなくてもいいんだよ」

　どす黒いシチューを涙目で口に運び続けるカズキに、トミは優しく呼びかけた。

「そう。大丈夫だ……ちゃんとおかわりもあるぞ」

　と、イヅナも言う。

　カズキは両りよう頰ほほをいっぱいに膨ふくらませたまま、声にならない悲鳴を上げた。




　　　火曜日・午前十時




　カズキはベッドの上で真っ白に燃えつきていた。

　昨晩はほとんど眠っていない。結局、カズキは鍋なべにあった黒シチューの大半を腹に収めていた。あの夕食も地獄だったが、その後も地獄だった。

　胃もたれと言ってしまえばそれまでだが、レンガを腹に詰めこまれたような違和感と重たい痛みに一晩中悩まされ続けた。

「死ぬかと思った……」

　開いた窓から空を見上げながら、カズキはつぶやいた。

「……ほんとに死ぬかも」

　イヅナとトミは完全に意気投合している。近いうちにまた二人の合作料理を食べるハメになるかもしれない。そうなったら今度こそ命に関かかわるかも──。

「本当に死ぬの？」

　突然、うきうきした声が聞こえた。縦ロールの髪が視界に飛びこんでくる。窓から部屋の中に身を乗り出した山やま姫ひめ風ふう花かが、カズキの顔を覗のぞきこんでいた。

「……あら、今すぐの話じゃなかったのね。残念」

　ちっと舌打ちして、また顔を引っ込めようとする。カズキは慌あわてて体を起こした。

「なんであんたがこんなとこにいるんだよ？」

「翠みどりちゃんの留守番よ。部屋に泊まってるの」

　どうせまた不法侵入だな、とカズキは思った。翠がそんなことを頼むとは思えない。

「あら、悩みがあるみたいね。またトイレの悩み？」

「いちいちトイレ出すのやめてくれよ……」

　力なくカズキは抗議した。

「とにかく、なにか苦しんだ跡が見えるわ。隠してもわたしにはお見通しよ」

　ふふん、と風花は鼻で笑った。

「別に隠してないし……寝込んでるんだから見れば分かるだろ」

　カズキはごろりと横たわって、風花に背を向けようとする。

「あなた、わたしにして欲しいことがあるんじゃなくて？」

　カズキの動きが止まる。昨日の食卓が頭の中をよぎった。

　アンチメモニクスを使って、イヅナとトミの記き憶おくを操作すれば、少なくとも次の合作料理を避けることはできるのではないだろうか。

「あら、ほんとにして欲しいことがあるの？　いいわよ。誰だれのどんな記憶でも抜いてあげるわ」

　誰のどんな記憶でも──その言葉は悪あく魔まのささやきのように心地よく響ひびいた。

　一緒に料理した記き憶おくをあの二人から抜いてしまえば、とりあえず危険はなくなる。

（そんなのダメだ）

　カズキはぶんぶん首を振った。今まで山やま姫ひめ風ふう花かに何度ひどい目に遭あわされてきたか。今度もきっとろくなことにはならない。風花に頼るようなことだけはしてはいけない。

「うるさい翠みどりちゃんもいないし、黙だまってればバレないわよ？」

　翠の名前が出た瞬しゆん間かん、カズキは別の意味ではっとした。

（そうだ。山姫さん）

　もし、トミ・イヅナの暗黒料理コンビが次になにか作ったら、自分だけではなく浮うき雲ぐも荘そうに住む翠にも害が及ぶかもしれない。

　スプーンを手にしたまま断だん末まつ魔まを上げる翠の姿をカズキはありありと思い浮かべた。まだトミの料理にいくらか慣れている自分ならいい。しかし、いきなりあのようなものを口にしてしまったら、心臓が止まるかもしれない。

　彼女を巻きこまないためにも、今のうちになにか予防策を取るべきだ。

　絶対に。

（あの子のためなんだ）

　カズキはそう自分に言い聞かせる。

「どうする？　別になにもしなくても構わないけれど？」

　ますます風花はカズキに顔を近づけてくる。ついにカズキは誘ゆう惑わくに負けた。

「あの、俺おれのばあちゃんと皆みな本もとさんから抜いて欲しい記憶があるんだけど」

「なにかしら？」

　とたんに風花が目を輝かせる。

「昨日、あの二人が一緒に料理したことを忘れさせて欲しいんだ」




　　　火曜日・午後六時




　昨晩寝不足だったせいか、午後いっぱい眠ってしまったらしい。

　トミに起こされて目を覚ますと、ほとんど日が暮れていた。

「ごはんだよ」

　と、言い残してトミは部屋を出ていく。カズキはベッドから降りようとして、ふと廊ろう下かから漂ただよう異い臭しゆうに気付いた。

（これは……）

　腐くさった卵のような異様な匂におい。昨日のあのシチューと同じだった。

　カズキは不吉な予感に苛さいなまれながら、不自由な両足を操ってゆっくりと部屋を出た。

「大丈夫か？」

　エプロン姿のイヅナが台所から現れて、彼に肩を貸してくれた。

「なにしてるの？　そんなカッコで」

　と、カズキは尋たずねる。どうしてイヅナが母おも屋やにいるのだろう。

「なにを言ってるんだ？　君がおばあ様の料理を手伝ってくれとぼくに頼んだんだろう」

「……え？」

　カズキは絶句した。風ふう花かは確かにトミとイヅナの記き憶おくを抜くと約束してくれた。記憶を抜いたことも本人たちが憶おぼえていないようにするとはっきり言っていた。どうしてイヅナがカズキに言われたことを憶えているのだろう。

　彼はイヅナに伴われて居間に入った。テーブルの上には三つのシチュー皿がすでに並んでいて、昨日と寸分違たがわぬ黒いシチューが湯気と泡を吐き出していた。

「……なにこれ？」

　呆ぼう然ぜんとカズキはつぶやいた。

「なんの料理ってことはないよ」

　すでにテーブルについているトミが自信満々で言った。

「あたしたちのスペシャル料理だから」

「な、なんで昨日と同じものなんか作ったの？」

　トミとイヅナは顔を見合わせて苦笑した。

「なに言ってるんだろうね、この子は……昨日はなにも作ってないだろ」

「だってこれ、昨日と同じ料理で……」

「カズキ、まだ寝ぼけてんのかい？」

　カズキの体から力が抜けていく。あてがわれた椅い子すにずるずると腰を下ろした。

　ようやく事情が吞のみこめてきた。山やま姫ひめ風花は確かにこの二人から記憶を抜いた──昨日、一緒に料理を作って食べた記憶だけを。

　だから二人とも昨日の夜のことを憶えていないが、憶えていないせいで今夜また一緒に料理をし、同じものを作ることになった。

（昨日と同じことを繰り返してるんだ）

「じゃあ、いただこうかね」

　と、トミが言う。カズキを残して二人は食事を始めた。

「悪くない味だね」

「確かに。なかなかうまくいった」

　昨日とまったく一緒の会話を聞きながら、カズキはほとんど泣き出しそうになっていた。やっぱり山姫風花に頼ったりしてはいけなかったのだ。

「どうしたんだい、どんどん食べな」

「そうだ。どんどん食べてくれ」

　二人に促うながされて、カズキは震ふるえる手でスプーンを持った。食べ物をくれた人間の言うことはとにかく聞かなければならない。

　カズキは心の中で絶叫する──しかし、昨日と同じく体の方は猛もう然ぜんとシチューを食べ始めていた。




　　　水曜日・午後二時




「昨日、あの二人はまた一緒に料理をしてしまったようね」

　窓越しに風ふう花かが話しかけてくる。カズキはベッドの上にうつぶせになっていた。話をする気力もなかった。

「わたしとしたことが失敗してしまったわ。ごめんなさい」

　珍しくしゅんとした声で風花は言った。

　カズキはうつぶせのままで首を振った。こんなやり方に問題があったのだとカズキは反省していた。風花を利用しようとしたこと自体が間違っていたのだ。

（こういう場合もアンチメモニクスに頼ったりしないで）

「お詫わびにもう一回、あの二人から記き憶おくを抜いてくるわね」

（自分で解決しないと……え？）

　カズキははっと目を開けた。

「昨日と同じようにやってみるわ。今度こそ大丈夫かもしれない。待っててちょうだい！」

　昨日と同じように二人から記憶を抜く──そうしたらまたあのシチューを作った記憶がリセットされてしまい、また昨日一昨日おとといと同じことが繰り返されてしまう。

「やめろ……」

　カズキは必死に顔を上げて、窓の方を向く。

　しかし、すでに風花の姿はそこになかった。カズキの全身から血の気が引いた。これで今晩のメニューは決まったも同然だ。目の前に料理を出されたら食べざるを得ない。だとしたら、

（逃げなきゃ）

　と、カズキは思った。必死に体を起こして、ベッドからどすんと下に落ちる。机の上に適当に積んであった教科書やノートがばらばらと床に散らばった。

　カズキは四つんばいでドアの方へ進んでいった──とにかく一刻も早くこの家から離れなければ。




　　　水曜日・午後六時半




「まったくケガしてるってのにどこへ行こうとしてたのかね、この子は」

　と、トミが呆あきれて言った。カズキたちは夕食のテーブルを囲んでいる。

「そうだな。ぼくが買い物帰りに見つけなかったら、車に轢ひかれていたかもしれない。気をつけてくれ」

　と、言いながらイヅナはカズキの顔を見た。カズキは彼女の視線を感じてはいたが、意識は半分飛んだ状態だった。しかし、それでも機械的に黒いシチューを食べ続けていた。

　カズキは忘ぼう我がの状態にあった。さっきから自分がシチューを食べているのではなく、シチューが自分であるような気分だった。自分はシチューであり、シチューもまた自分である──。

　そんな妄もう想そうの外では、トミとイヅナの会話が続いていた。

「あんたは今すぐにでもいいお嫁さんになれるよ」

「そんなことはない……おばあ様に比べればぼくなんか……」

　ふと、イヅナは言葉を切る。

「なんとなく、おばあ様とは初めて一緒に料理をしたような気がしないな……」

「あたしも同じことを思ってたところだよ。不思議なこともあるもんだねえ」

　トミとイヅナは声を上げて笑った。カズキはうつろな気分で二人の笑い声を聞いていた。

「……おかわりもあるぞ？」

　イヅナの声が聞こえる。カズキは無言でイヅナの方へ皿を差し出した。
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　　　木曜日・午前十一時半




「一体、なにがいけなかったのかしら」

　風ふう花かは窓の外に立ち、頰ほおに指を当てて真剣に考えこんでいる。

（わざとやってたんじゃないだろうな……）

　カズキは内心つぶやいた。彼はベッドの上でぐったりと横たわっている。この三日間で精根尽き果てていた。

「でも、今日こそきっと……」

　と、言いかける風花にカズキは首を横に振る。また同じことの繰り返しはまっぴらだった。

「あら、他ほかにして欲しいことでもあるの？」

　カズキはかくかくとうなずいた──今、頭にあるのは「こんなことするんじゃなかった」という思いだけだ。この三日間は本当に悪夢だった。

「俺おれの記き憶おくを抜いて欲しいんだけど」

　と、彼は言った。この際、今度のことはなにもかも忘れたかった。翠みどりが出かけてから後の記憶を抜いてしまって構わない。そして、翠にもその記憶は戻して欲しくない。

　抜いた後にどこかへ捨ててもらいたい。そのことも風花に頼んでみるつもりだった。




　　　　　　５




「ほんとにカズキ君の希望だったんだ……」

　と、翠は言った。

　再び木曜日の午後。翠にプネウマを戻してもらったカズキは、なにが起こったのかを一通り説明し終えたところだった。窓の外では日が暮れかけている。

「俺が変なこと考えなければ三日連続であんなもの食べないで済んだんだけど」

　記憶を取り戻したカズキはさっきよりもさらにげっそりしているように見えた。

「そんなにすごかったの？　二人の料理」

「もう料理っていうか兵器っていうか……とにかく、口に入れた瞬しゆん間かん」

　カズキの説明がぶつっと途切れた。激痛に苛さいなまれているようにぎゅっと顔をしかめている。言葉にならないらしい。

「山やま姫ひめさんがあんなの食ったら死ぬかもしれないと思って……それで……」

「そんなことのために姉さんに頼まなくても良かったのに」

　どういう料理だったのか、正直なところ少しだけ興味もある。

「そんなことじゃないよ。他のヤツだったら俺もなにもしなかったかもしれないけど、山姫さんは……」

　翠みどりは続きを待ったが、結局カズキはなにも言わなかった。

「……ありがとう」

　彼女は照れながら礼を言った。

「え？」

「気持ちは嬉うれしい。あたしのために色々やってくれたんだから」

「でも、結局こうなっちゃったわけだし……」

　カズキは口の中でごにょごにょとつぶやいた。翠は可お笑かしくなった。

「そういえば、さっき姉さんがカズキ君のとは別のプネウマを持ってたけど、あれは皆みな本もとさんとおばあちゃんのだったんだね」

　ビンは全部で六本あった。三日分のトミとイヅナの夕食の記き憶おく、ということなのだろう。

「……あれ？」

　翠は指を折って数え始める。なんだか計算がズレている気がする。

　その時、カズキの部屋のドアが開いた。

　立っているのはイヅナで──彼女はエプロン姿だった。

「食事ができたぞ」

　開いたドアの向こうから、なにか異様な匂においが漂ただよってくることに翠は気付いた。

　ベッドに座っているカズキの顔が真まっ青さおになっていた。

「な、なんでエプロンしてるの？」

「なにを言ってるんだ？　君がおばあ様の料理を手伝ってくれとぼくに……」

「今日の夕食はシチュー？」

　震ふるえる声でカズキは言った。一いつ瞬しゆん、イヅナは呆あつ気けにとられたようにぽかんと口を開けた。

「どうして分かったんだ？」

　翠ははっとした。風ふう花かが持っていたプネウマのビンは全部で六本。三日分の記憶だとすると、三回記憶を抜かれたことになる──つまり、風花は今日もトミとイヅナにアンチメモニクスを使ったのだ。多分、カズキの記憶を抜く前にすでに抜いていたのだろう。

　ということは、今夜も昨日までと同じメニューということになる。

　カズキは今にも気絶しそうな表情を浮かべている。悪夢の再来がよほどショックだったらしい。

「山やま姫ひめさんも是ぜ非ひ食べていってくれ」

「えっと……」

　どうしよう。翠が答えに窮きゆうしていると、イヅナはにっこり笑った。

「なかなかいけると思う。ぼくが味付けしたんだ」

　そして、さらに付け加えた。

「ぼくたちのスペシャル料理だ」
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　　　　　　プロローグ




　ずしん、という音が暗くら闇やみに響ひびいた。

　重い鉄の扉に彼女は体当たりを繰り返していた。

　そこはだだっ広い直方体の部屋だった。彼女は自分自身の意志で内側から開けることができないその密室に入った。それから気が遠くなりそうなほどの長い時間、暗闇と沈ちん黙もくに耐えてきた。それは彼女の試練だった。

　今が外に出るべき時だった。

　衝しよう撃げきを受け続けた扉はすでに大きくへこんでいる。あと一撃で破壊されるはずだ。

　彼女は扉とは反対側の壁かべまで歩いていき、ぴたりと背中をつける。なるべく長い助走距離を得るためだった。それから、大きく深呼吸をした。

　彼女はラグビーのタックルに似た前傾姿勢を取る。そして、背後の壁を蹴けるようにして走り出し、今までにないスピードで扉に激突した。

　どこかでぼきんと金属の折れる音が聞こえ、爆発するような勢いで扉が外へ開いた。

　とたんに潮の匂においのする湿った風と、くだける波の音が流れこんでくる。彼女は扉をくぐって外へ出た。

　淡い月明かりが彼女の全身を照らす。久しぶりの風が頰ほおに心地よかった。

　彼女の目の前には小山のような巨大な貨物船が停泊している。彼女はコンテナの立ち並ぶ深夜の埠ふ頭とうに立っていた。彼女が潜ひそんでいたのも、海外から運ばれてきたコンテナの一つだった。

　彼女は唇くちびるをゆがめてにやりと笑った。

　たった一つの予感に導かれて、彼女は広大な海をも越える長い旅をしてきた。

　そして、ついに日本の地を踏むことができた。

　彼女は胸を張って歩き出した。目指す相手はもうすぐ手の届く場所にいる。




　今、彼女の胸を満たしている予感。

　──それは恋の予感だった。
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　ジェットコースターから降りたところで、篠しの原はらカズキは山やま姫ひめ翠みどりの手を握った。

　一いつ瞬しゆん、翠は怪け訝げんそうにカズキの手を見下ろした──が、放そうとはしなかった。

「あの……は、はぐれるといけないから」

　カズキは少しつっかえながら弁解するように言った。二人は海沿いのテーマパークに来ていた。連休の初日のせいかただでさえ家族連れやカップルで賑にぎわっていたが、午後になってからさらに混雑がひどくなった。

　翠みどりはうなずいただけでなにも言わなかったが、しばらく歩くうちに遠えん慮りよがちにカズキの手を握り返してくる。カズキの心臓の鼓こ動どうが少し速くなった。

「次、どこ行こうか」

　カズキは園内の地図の前で言った。もうだいたい人気のあるアトラクションは乗りつくしている。後はあまり人気のない古いアトラクションぐらいしか残っていなかった。

「……カズキ君にまかせる」

　しばらく考えてから翠は言った。

「うーん。お化け屋敷とか大丈夫？」

　地図の隅の方を指さすと、翠はうなずいた。

「大丈夫だと思う……よく分からないけど」

　今日の彼女は少し無口だった。最初は退屈しているのかと思ったが、そうではないらしい。カズキと同じように少し緊きん張ちようしているようだった。




　ここへ来ようと誘ったのはカズキの方だったが、別に深い意味はなかった。学校からの帰り道、遊園地の話になったのがすべての始まりだった。

「遊園地ってあたし行ったことない」

　と、言う翠に、

「じゃ、行ってみよっか？」

　と、カズキは軽い気持ちで言った。「女の子と二人きりで遊園地に行く」のを世間ではなんと呼ぶか、彼はまるで意識していなかった。だから誘った時に翠が少し動揺したように見えたことや、前の日に美容院とデパートに出かけたこともあまり気にしていなかった。

　要するに非常にニブい性格なのだが、それを自覚したのは当日になってからだった。

　翠は買ったばかりらしいノースリーブのセーターとプリーツの入ったミニスカートを着て、普段より少し大人おとなっぽい髪型に変えていた。

（なんかデートみたいだよな）

　と、思ってから愕がく然ぜんとした。その瞬しゆん間かんになって初めて、自分たちがこれからしようとしているのがデートだと気付いた。




　お化け屋敷には客が入っていなかった。暗い建物の中を歩いていくと、ところどころで西洋・東洋のモンスターの人形が客を驚おどろかすというレトロなアトラクションで、あまり人気がないのも納得が行った。

　カズキはもともと怖がりではないし、翠に至ってはまるで無反応だった。

「あまり面白くなかったね」

　外へ出てからカズキは言った。

「……」

　翠みどりは返事をしなかった。ちらりと顔を見ると、さっきとはうって変わって沈んだ目をしている。

　大丈夫だとは言っていたが、本当は入りたくなかったのかもしれない。

「あの……」

　おずおずとカズキが口を開いた時、翠がふと立ち止まった。

「普通の女の子は怖がったりするんだよね」

「え？」

　カズキは思わず聞き返した。

「あたし、ああいうのがどうして怖いのかよく分からない。どのあたりを怖いって思うものなの？」

「どのあたりって、暗いとこから急に怪物が出てきて……」

　カズキははっとした。翠は外見こそ人間に似ているが、本当は違う。人間の男性を魅み了りようし、記き憶おくを抜き差しする能力を持った人じん外がい・山やま姫ひめ一族の血を引いていた。

「……ごめん」

　と、カズキは言った。「人間ではない」翠を考えなしにお化け屋敷に連れていった自分の浅はかさが情けなかった。

「ううん。そうじゃなくて」

　翠は哀かなしげに首を振った。

「きっとあたしはどこか人間と違うんだろうなって思ったの。人間の女の子みたいにオシャレして、こうやってデートしてるつもりでも、やっぱりちょっと変だったりするよね……違う種族だから」

　ガンと頭に硬いものをぶつけられた気分だった。無意識のうちに手を伸ばして、カズキはしっかりと翠の両手を握りしめた。

「そんなことないよ！」

　自分でも驚おどろくほどの大声でカズキは否定した。

「山姫さんは変じゃないよ！　どっちかっていうとすごくいい……あっ」

　カズキは舌を嚙かみそうになった。なに言ってるんだ俺おれ。

「とにかく、あの、俺は普通の女の子だと思ってるよ」

　それでも彼女の表情は晴れなかった。

「でも、カズキ君以外の人とはカワセミがないと話もできないし、ちゃんと仲良くなれない気がする……普通の人間とはやっぱり違うよ」

　山やま姫ひめの声には人間の男性を魅み了りようする力がある、らしい。だから翠みどりは普段からその力を抑える「カワセミ」というアクセサリーを着けている。

　その力に影えい響きようされないのは特異体質のカズキだけだった。翠と初めて会った日に話した時のことをカズキはふと思い出した──人間の男性は話すだけですぐに魅了されてしまうので、仲良くなるうちに入らない、と。

　カズキは握った手に力を込めた。

「普通って人間とかそういう意味じゃなくて……種族とかで俺おれは区別してない。山姫さんは山姫さんだろ」

「カズキ君……」

「カワセミがないと俺以外の男とは仲良くなれないのは大変だと思う。なくても話せるようになるのが一番いいと思うけど、あれば大丈夫なんだから種族がどうとかそんなに気にしなくていいんじゃない。あ、別に他ほかの男の人と無理に仲良くなれって言ってるわけじゃないよ。それは俺が困あっ！」

　うっかり本音を口走りそうになって、カズキは口をつぐんだ。

　ふと、翠と目が合った。彼女の瞳ひとみを見ていると、カズキは身動きができなかった。

　二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

「……カズキ君、あたしね」

　かすれた声で翠は言った。

「あたし、前からカズキ君の……」

「あ──────っ！」

　二人の間に割り込むような大声が響ひびき渡った。カズキたちは慌あわてて手を放す。振り返ると、ツインテールの美少女が二人に人差し指を向けていた。

　その顔には見覚えがある──新しん開かい双ふた葉ばだった。

（まずい奴やつに会った）

　カズキたちが通う大だい途と学園の後こう輩はいだが、おそろしくワガママでイタズラ好きだった。以前、カズキたちの住む街でＵＦＯ騒さわぎをでっち上げた経歴も持っている。彼女が原因で起こった騒そう動どうにカズキたちも巻きこまれたことがあった。

「こんにちは。お久しぶりです」

　いかにも意地の悪そうな悪代官スマイルを浮かべて、双葉は二人に近づいてきた。

「ここでなにしてるんですか？」

「な、なにって別に……」

　カズキは口ごもった。

「双葉─────」

　その時、別の方向から声が聞こえた。太めの男の子がもっさりした足取りで三人の方へ近づいてきた。双ふた葉ばの兄・吉よし信のぶだった。長年の間、凶暴な妹のしもべとしてこき使われている。

「ダメだよ双葉。ちゃんと待ち合わせ場所にいてくれないと……」

「ああン？」

　双葉は不機嫌そうに片方の眉まゆを上げた。

「あたしが移動したんだから、待ち合わせ場所も移動するの！　あたしがその場所にいなくても、お兄ちゃんががんばってあたしを捜せばいいじゃない！　そうでしょ？」

「う、うん……そうだね……」

　それ、待ち合わせって言わないだろ、とカズキは心の中で思った。

　吉信はカズキたちに人の好よさそうな笑顔を向けた。

「篠しの原はら君たちも来てたんだ。二人で来たの？」

「え……まあ……」

　口ごもるカズキのかわりに双葉が口を開いた。

「デートだって。今、ここでキスしてたよ！」

「ええっ」

　カズキと翠みどりは同時に声を上げた。

「そ、そうなの？」

　吉信がカズキに尋たずねる。慌あわてて否定しようとすると、双葉が遮さえぎった。

「そうだよ！　お兄ちゃん、明日この噂うわさを学校に流しなさい！　分かった？」

「う、うん……分かった……」

「分かるなよ！　勝手に変な噂流すな！」

　と、カズキは叫んだ。翠は隣で真まっ赤かになってうつむいている。

「あ、そういえば、お兄ちゃん。例のものちゃんと買ってきてくれた？」

　双葉が話題を変えた。吉信は手に持っていた小さな袋の中から、きちんと包装された箱を取り出した。

「こ、これでいいの……？」

　おどおどしながら兄が差し出した箱をひったくると、双葉は包装紙を破いて箱を開けた。中にはシルバーのトップがついたチョーカーが入っている。

「うん。これこれ」

　双葉は上機嫌でうなずいて、自分の首にそれをあてがった。翼つばさを広げた鳥のようなシルエットはどこかで見たことがあった。カズキははっと翠の襟えり元もとを見る。カワセミとどことなく似たデザインだった。

「それ、ここで売ってるものなの？」

　と、翠が双葉に尋ねる。

「そう。今日はこれ買いに来たんです。ここの中のショップでしか売ってないんですよ。今結構流は行やってて……あれ？」

　双ふた葉ばはふと翠みどりの「カワセミ」に気付いた。

「山やま姫ひめさんも同じようなのを着けてるんですね。ここで買ったんですか？」

「ううん。これはそうじゃなくて……」

　翠は首を振ったが、双葉は意味ありげにカズキを見上げた。

「篠しの原はらさんが買ってあげたんですね？」

「だから違うって言ってるだろ」

「やっぱり買ってあげたんだ！　お兄ちゃん、この噂うわさも流すのよ！」

「う、うん……分かった……」

「お前ら人の話聞いてないだろ！」
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　次の日の昼休み。教室にいる翠に、木き戸ど原はら千ち晴はるが話しかけてきた。

「昨日、本当に篠原と誕生日デートだったの？」

　この質問をされるのは今日で五回目だった。

　千晴は翠と一番仲のいいクラスメートで、世話好き・話好きな性格のせいか、ひそかに「お母さん」というあだ名をつけられていた。

「……誰だれから聞いたの？」

「誰からって……みんな知ってるよ。それでプレゼントされたチョーカーを大事に着けて学校に来てるって」

「これ、前から着けてるじゃない。それに、あたし昨日は誕生日じゃないし」

「やっぱりね。なんか変だと思ったんだ。じゃ、遊園地にデートに行ったっていうのは噓うそ？」

「それは……噓じゃないけど」

「じゃ、周りの通行人が温かく見守ってる中で、『プレゼントのお返しね♡』とか言ってあんたがキスして、ものすごい拍手が起こったっていうのも……」

「噓だよ。なんなのそれ」

　翠は頭が痛くなってきた。この分では他ほかにもどんな噂が流れているのか分かったものではない。

「それも噓か……」

　千晴はほっとしたような、がっかりしたような複雑な表情を浮かべている。

「でも、うちのクラスの人はみんな篠原とあんたが付き合ってるのは知ってるし、ほんとに温かく見守ってるよ」

　翠はなにも言わなかった。付き合っているというのは誤解だと思う。ちゃんとデートしたのは昨日が初めてなのだ。ただ、その誤解を解こうともしていなかった。

「ちょっと羨うらやましいよ、あたし」

　ふと、千ち晴はるがつぶやいた。

「羨ましいってなにが？」

　カズキと付き合っているのが羨ましいということかもしれない。別に付き合っているわけではないが、それなら分かる──。

「あ、悪いけど篠しの原はらと付き合ってるのが羨ましいわけじゃないよ？」

「……」

「篠原って悪い人じゃないけど、別にカッコいいわけじゃないし、相当ニブいし……」

「……カズキ君のことよく知らないからじゃない」

　翠みどりは少しむっとして言った。

「確かにちょっとニブいところはあるけど、そういうのは変な偏見がないってことだと思うし」

（人間じゃないとかそういうのはどうでもいいよ）

　昨日、カズキが言ったことを彼女は思い出していた。

「そういうとこが羨ましいんだよね」

　と、千晴は言った。

「あたしが羨ましいのはあんたなの。そういう風に好きになれる相手がいるわけでしょ？　あたしいないから」

「そう……かな」

「そうなの！」

　翠にはよく分からなかった。羨ましい、と言われるようなものはなにもない気がする。




　同じ頃ころ。

　カズキはトイレから出てきたところだった。

「トイレ！　じゃなかった篠原カズキ！」

　女子の制服を着たイヅナが小走りに近づいてきた。廊ろう下かを歩いていた生徒たちが一いつ斉せいに振り向いてカズキを見ている。「トイレ」と呼ぶのもやめて欲しかったが、その後でフルネームで言い直すのはもっとやめて欲しかった。

「トイレから出てくるなんて、さすが篠原カズキだな」

　満面の笑みを浮かべて彼女は言った。

「あの、人前であんまり名前間違えないで欲しいんだけど」

「ああ、すまない。これから教室へ帰るのか？」

　カズキはうなずいた。

「じゃあ、ぼくも一緒に行こう」

　二人は廊ろう下かを歩き出す。イヅナはカズキたちの隣のクラスに編入していた。だいぶ学校生活にも慣れてきて、クラスにもそれなりに溶けこんでいるらしい。

「そういえば、さっきクラスの者から聞いたのだが」

　と、イヅナは言った。

「君が山やま姫ひめ翠みどりと交際しているというのは本当なのか？」

　またそれか、とカズキは思った。

「別に付き合ってないよ」

　ただ、昨日は新しん開かい兄妹きようだいに邪じや魔まされるまでは結構いい雰囲気だったと思う。そういえば、あの時翠はなにか言いかけていた気がする。

「そうか……安心した」

「え？」

「いや、なんでもない。それじゃ、ぼくが聞いた噂うわさも当てにならないんだな」

「うん。だいたい噓うそだと思うよ」

　その話を何人もの生徒の口から聞いたが、「遊園地に行った」だけの話に尾ひれがつきまくっていた。

「やっぱりそうか。道理で噓っぽい話が多すぎると思ったんだ。山姫翠のスカートに潜もぐりこもうとしたとか、駅前のホテルに二人で入っていったとか」

　カズキはぎくりと肩を震ふるわせた。

「後はファーストキスがトイレの前だったなんて話も……」

「ちょ、ちょっと待って」

　背中に冷や汗が流れ始めた──本当でもないが噓とも言い切れない。

「そ、そんな噂が本当に流れてるの？」

「そうだ。あまり悪質な噂だから、ぼくも言ってやったんだ……いくらあだ名がトイレでも、篠しの原はらカズキはそんな変態じゃない。一緒に住んでるぼくが保証するって」

　イヅナは励はげますように肩を叩たたいたが、カズキの気分はさらに暗く沈んだ。今後は噂話に「二組のぼく女と同どう棲せい中。あだ名はトイレ」も加わる気がする。

「じゃ、ぼくの教室はここだから」

　イヅナは自分の教室へ入っていく。ドアの向こうから、何人かの生徒が明らかに好奇の目でカズキの方を見ていた。

　カズキは無言でドアの前を通りすぎてから、立ち止まって考えこんだ。

（……なんであんな話が噂になってるんだろう）

　イヅナが言っていたことは、本当に限られた者しか知らないことばかりだった。

　それを新開双ふた葉ばが知っているはずもない。双葉が遊園地の噂と一緒に流したのだとしたら、一体誰だれからそれを聞いたのだろう？
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　その日の夕方。

「ただいま」

　玄関のドアを開けながら双ふた葉ばはつぶやいた。吉よし信のぶも両親もまだ帰ってきていない。本来なら返事などあるはずがないのだが、

「お帰りなさい」

　リビングの方から涼しげな若い女性の声が聞こえてきた。双葉は舌打ちしながらリビングのドアを開ける。

　黒いフリルの入ったワンピースを着た女性が二人がけのソファに腰を下ろしている。スカートの部分が傘かさのように大きく広がっていた。

　ソーサーとカップを手に紅茶を味わっているところだった。

「……まだいたんですか」

　風ふう花かは首を回して双葉を見上げる。

「まあ、まるでいるのが迷めい惑わくみたいな言い方ね」

「迷惑です」

「あら、そうなの」

　笑顔で聞き流し、風花はカップのふちに唇くちびるをつけた。

「ところで、今夜の夕食は何時頃ごろかしら。わたし、お腹なかが空すいたのだけど……」

「あの……だから出ていって欲しいんですけど」

「どうして？」

「迷惑だからです。今説明したでしょ？」

「よく分からないわね」

　心底不思議そうに風花は言った。

「あなたが迷惑だからといって、わたしがこの家から出ていく理由にはならないでしょうし……」

「十分理由になるでしょ！　ここはあたしの家なんだから！」

　風花はやれやれと言いたげに首を振った。

「そんな説明では、誰だれにも理解できないと思うわ」

　双葉は説得を諦あきらめた。

　山やま姫ひめ風花がこの家で暮らすようになってから一ヶ月近く経たつ。当然のように「しばらくここに泊まるわ」と言い出した風花にも驚おどろいたが、両親──特に父親があっさりそれを許したのにはもっと驚いた。以後、ほとんど我が物顔に振る舞っている。異様に慣れているところを見ると、今までもこんな風に他人の家に居い座すわってきたのかもしれない。

　風ふう花かは双ふた葉ばの部屋で寝起きしている。もともとワガママな双葉とさらにワガママな風花の相性がいいはずもない。双葉には不愉快なことばかりだった。

　唯一の例外は篠しの原はらカズキと山やま姫ひめ翠みどりの噂うわさ話ばなしをたくさん聞いたことぐらいである。どうも風花はカズキにあまり好意を持っていないようだった。

「そういえば、わたしに手紙は来ていなかったかしら？」

「……はい」

　双葉はしぶしぶ一通の手紙を風花に手渡した。風花はこの家の住所を使って手紙のやりとりまでしている。ずっとこの家に居座り続けるつもりではないだろうか。時々本気で不安になることがあった。

　風花はペーパーナイフで封筒を開くと、便せんに目を通した──みるみるうちに顔が青ざめていった。

「……まずいわ」

　便せんをたたみながら風花はつぶやいた。

「え？」

「わたし、この家を出るわね……今すぐに」

「ど、どうしてですか？」

　双葉は驚おどろいた。出ていってくれるのは嬉うれしかったが、かえって気味が悪い。なにかとんでもない理由があるような気がした。

「ぐずぐずしていると、『彼女』が来てしまうもの」

「……彼女って？」

「それは……」

「うわああああああ」

　その時、遠くで誰だれかの叫び声が聞こえた。よくよく耳を澄ませると、それは吉よし信のぶの悲鳴だった。徐々にこの家へ近づいてきている。

「お兄ちゃん？」

　双葉がつぶやくのと同時に、風花が弾はじかれるように立ち上がった。そして、双葉の脇わきをすり抜けて玄関へ向かう。急いで双葉もその後を追った。

　風花は裸足はだしで土間に降りて、玄関のドアを開けた──門の向こうに家の前の道路が見える。学校帰りの吉信が門を開けようとしているところだった。

「お兄ちゃん！　どうしたの？」

　双葉が声をかけると、吉信は泣き出しそうな顔で妹を見つめた。

「さ、さっきから変なのに追いかけられてて……」

　彼は門をくぐる前にちらりと道路に視線を走らせる。「変なの」が近くまで迫っているらしく、吉よし信のぶは慌あわてて玄関の方へ走ってきた。

「双ふた葉ば！　風ふう花か先生！」

　風花はしっかりとドアノブを握りしめる。あと一歩でドアに辿たどり着くところで、突然ばたんと鼻先でドアを閉めてしまった。

「え？」

　啞あ然ぜんとする双葉を尻しり目めに、風花は錠じようを下ろしてチェーンもしっかりとかけた。そして、額の汗を拭ふきながらさわやかに振り返る。

「……ふう。ぎりぎりで間に合ったわね」

「間に合ってないでしょ！　お兄ちゃんが！　お兄ちゃんがまだ外に！」

　外では吉信がドアを激しく叩たたいている。双葉も土間に降りると、風花を押しのけてドアを開けようとする。その手首を風花がばしっとつかんだ。

「やめなさい。ドアを開けたらわたしたちまで危ないわ」

「な、なに言ってんの。お兄ちゃんが……」

　兄がなにに追われているのか分からないが、とにかく恐ろしいものであることは確かだ。

「彼には囮おとりになってもらうの。わたしたちは裏口から逃げましょう！」

　堂々と言い切る風花に、双葉は一いつ瞬しゆん納得しかけた。

「で、でももし死んじゃったら……」

「大丈夫よ。いくらなんでも死ぬことはないし……多分」

　死ぬ心配がない──じゃあいいじゃん囮にしようよ、という悪あく魔まのささやきがどこかから聞こえる。でも多分って言ったよ！　騙だまされちゃダメ！　と、良心の声も同時に聞こえた。

　双葉は激しく悩んだ。

「それにかわいい妹のためだもの。きっと勇気を出して立ち向かってくれるわよ」

　風花は自信満々でドアを指さした。確かにかわいい妹のためならなんでもやってくれる気がする。双葉の心の針が大幅に悪魔の方に傾いた。

　そうだよね、きっとがんばってくれるよね、と、思い始めた瞬間、

「うわああああ。助けて────！」

　意い気く地じのない悲鳴が響ひびき渡った。双葉ははっと我に返った。

「や、やっぱりダメ！　一応助けないと！」

　ドアの錠に手をかける──そのとたん、ぷつりと吉信の悲鳴が止やんだ。

　双葉は息を吞のんだ。

　重苦しい静寂があたりを包む。

「……わたし、逃げるわね。さようなら！」

　風花は廊ろう下かを駆け抜け、玄関とは反対側にあるキッチンへ飛びこんでいく。一拍置いてキッチンの窓がからからと開く音が聞こえた。本当に裏口から逃げ出したらしい。

　家の中には双ふた葉ば一人が取り残された。

　おそるおそるドアの覗のぞき穴に目を近づける。門と玄関タイルが見えるだけで、誰だれの姿もなかった。彼女は鍵かぎを外して細めにドアを開ける。

「あっ」

　ドアの足元のあたりは覗き穴からは死角になっているが、そこに吉よし信のぶがうつぶせに倒れていた。双葉は渾こん身しんの力をこめて、兄の体をドアの内側に引きずりこむ。それから、元通りにドアの鍵をしっかりとかけた。

「お兄ちゃん！」

　双葉は兄の体を仰あお向むけにした。

「大丈夫？　……ってあれ？」

　吉信は惚ぼけたようにうっとりと笑みを浮かべていた。どこにもケガがないところを見ると、ただ気を失っているだけらしい。

（なんだろう、これ）

　いい夢を見ている最中にしか見えない。

　その時、キッチンの方で窓の閉まる音が聞こえた。双葉の全身が硬直する。風ふう花かは出ていく時に窓を開けっぱなしにしていった。

　それを別の誰かが閉めたことになる──多分、家の中に入って。

　みしっと床板が鳴った。双葉たちのいる玄関へ向かって、ゆっくりと足音が近づいてきた。ドアを開けて逃げなければならないのは分かっていたが、どうしても体が動かなかった。振り返ることすらできなかった。

「ふ、風花先生なの……？」

　風花の足音とは明らかに違う。それは分かっていたが、そう口に出さずにはいられなかった。

　答えは返ってこない。

　とんとんとん、と誰かの指で軽く肩を叩たたかれる。双葉は反射的に振り向いた。

「彼女」の顔がすぐ目の前にあった──きれいな二つの青い瞳ひとみがまっすぐに双葉を見すえている。双葉は叫ぶことも気を失うこともできなかった。「彼女」は双葉が首に着けているチョーカーにゆっくりと手を伸ばし、鳥の形をしたトップをしっかりと指で挟はさんだ。

　それから、頰ほおまで裂さけるような満面の笑みを浮かべた。
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「本当に手伝わなくても大丈夫かい？」

　と、篠しの原はらトミが居間から声をかけてきた。

「大丈夫！」

　カズキと翠みどりは背を向けたまま同時に答えた。カズキたちは浮うき雲ぐも荘そうの敷地の中にある母おも屋やの台所にいる。二人が作ったホワイトシチューは大おお鍋なべの中でことこと音を立てていた。

「でも……」

「いいから、向こうで皆みな本もとさんとテレビでも見ててよ！」

　台所へ入ろうとする祖母をカズキは慌あわてて押し戻した。居間のテーブルの前にはイヅナが座っている。

「そうかい。じゃあ、頼んだよ」

　不満げな様子だったが、トミはさっきまで座っていた椅い子すに戻っていった。カズキはほっと息をついた。

「……悪いことしちゃったね」

　翠が小声で言った。

「仕方ないよ。……俺おれたちの命に関かかわる問題だし」

　トミが翠とイヅナを篠しの原はら家の夕食に招いたのがすべての発ほつ端たんだった。もちろんトミが料理を作ることになっていたが、「今夜は自分たちが作る」とカズキが無理矢理台所から追い出した。それなら手伝いがいるだろう、とイヅナが手伝おうとするのもカズキは断った。

　トミとイヅナに料理をさせなかったのには理由がある。二人とも大のつく味オンチで、以前彼女たちの作った料理のせいで、カズキと翠は死ぬような目に遭あっていた。

「もう少しで出来そうだよ」

　と、鍋を覗のぞきこみながら翠が言った。

「じゃあ、俺は皿を出しとくから」

　カズキは少しうきうきしていた。仕方がなかったとはいえ、二人で料理をするのは楽しかった。

（こういうのがずっと続けばいいのに）

　と、カズキは思った。




「うーん……ちょっと辛からさが足りないんじゃないのかい」

　トミはスプーンを片手にさかんに首をひねっている。

「ホワイトシチューに辛さを求めてどうすんだよ。カレーじゃないんだから」

「……これも美お味いしいとは思うが、ぼくももう少し辛い方が好みだ」

　と、イヅナは遠えん慮りよがちに言った。トミは勝ち誇ったようにカズキを見下ろす。

「ほら。お前の味付けが変なんだ。やっぱりあたしが作った方が良かったね。なんていうか、カズキの料理は深みが足りないんだ」

　腹立ちまぎれにカズキが言い返そうとすると、翠が目配せをして止めた。

「でも、あたしはこれぐらいがちょうどいいんですけど」

　トミは同情の入り交じった目で翠みどりを見つめた。

「あんたの気持ちは嬉うれしいけど、別に庇かばう必要はないんだよ？　うちの孫がしゃしゃり出て全部やっちまったのは分かってるんだから。まずい時はまずいって言ってやんないと。将来、味オンチになっちまったらこの子が困るんだし」

　カズキはもどかしさのあまり身もだえしそうになった。さすがになにか言わなければ気が済まない。口を開きかけた時、台所の方でかすかに物音がした。

「今、なんか聞こえなかった？」

　と、カズキが言った。勝手口が開いた音のような気がした。

「ん、なんか聞こえたかい？」

　他ほかの三人はきょとんとしている。念のためカズキはもう一度耳を澄ませた。台所からはなにも聞こえなかったが、居間の隅にあったテレビの音がはっきりと耳に入ってきた。




『……では、被害者の新しん開かいさん宅の前に中継が入っています』




（新開？）

　カズキはテレビの画面を振り返った。若い女性レポーターが見覚えのある一軒家の前に立っていた。

「カズキ君、これ新開くんたちの家だよね？」

　カズキはうなずきながら、テレビのリモコンをつかんで音を大きくした。

「なにかあったのかい？」

　と、トミが尋たずねる。

「学校の知り合いの家みたいなんだ」




『今日、午後五時頃ごろ、この新開さんの長男・吉よし信のぶ君と、長女・双ふた葉ばさんが玄関で倒れているのを近所の人が見つけました。二人はすぐに病院に収容され、現在も治療を受けています。警察は二人がなにものかに襲おそわれたと見ており……』




（なにがあったんだろ）

　カズキは双葉の悪代官スマイルを思い浮かべた。確かに双葉は凶悪だが、襲われるほど恨うらみを持つ人間がいるとは思えない。それに吉信まで巻きこまれる理由も思いつかなかった。

　レポーターはさらに言葉を続ける。




『事件直後、黒いワンピースを着た若い女性が現場から足早に立ち去るのを、近所の人が目もく撃げきしています。警察はこの女性が事件になんらかの関かかわりがあるものと見て、調べを進めています』




「……黒いワンピース」

　カズキの頭に浮かんだのは山やま姫ひめ風ふう花かだった。風花は新しん開かい兄妹きようだいとも面識があるし、当然家の場所も知っている。

　翠みどりの顔を窺うかがうと、彼女は食い入るようにテレビの画面を見つめていた。

「山姫さん……」

　と、小声でカズキが呼びかけた時、翠は彼の袖そでを引っ張った。

「テレビ見て」

　翠の言うとおりにすると、ちょうどカメラが新開家の玄関をアップで映し出したところだった。子供が書いたような汚い字で落書きがしてあった。




　グレート・マウンテン・プリンセス

　カミング




「なにあれ？」

「……さあ」

　と、翠も首をかしげた。ものすごくバカっぽい落書きだ。マウンテン・プリンセス、と口の中でカズキはつぶやいて──。

「あっ」

　カズキは愕がく然ぜんとした。




　マウンテン＝山　プリンセス＝姫




（山姫ってことか……？）

　でも、「グレート」ってなんだろう。

「これ、姉さんがやったのかな？」

　と、翠はつぶやいた。

「でも、だったらどうしてわざわざあんな落書きを……」

「あの……二人とも大変申し訳ないが、ちょっと聞きたいことがある」

　不意にイヅナが声をかけてきた。翠ははっと我に返った。

「その……おかわりはまだあるのか？」

「うん。台所のお鍋なべの中に」

「分かった」

　立ち上がって台所へ入っていくイヅナを、カズキはなんとなく見送った。

　本当に風ふう花かの仕し業わざかどうかは分からないが、新しん開かい兄妹きようだいが入院して、警察まで調べているのだから放っておくわけには行かない。

（とにかく捜して聞き出さないと）

　しかし、男性を魅み了りようする山やま姫ひめの体質を利用すれば、誰だれかの家に隠れるのは簡単だ。捜すといっても、そう簡単にうまく行くはずが──。

「こ、こんなところでなにをしているんだ！」

　イヅナの叫び声が聞こえた。カズキたちは慌あわてて立ち上がり、台所へ飛びこんだ。閉まっていたはずの勝手口がいつのまにか開いていた。

「あら、こんばんは」

　風花がキッチンテーブルの前に座っている。テーブルの上には食べかけのシチューが入った皿があった。

「お夕飯、いただいてるわ」

　風花はにっこり笑った。
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　カズキ、翠みどり、イヅナは風花を浮うき雲ぐも荘そうの四号室──翠の部屋へ連れていった。警察を呼ぶと騒さわぐトミをなだめるのは大変だったが、カズキが「自分たちの知り合いだ」と言ってどうにかなだめた。翠の姉だ、とはさすがに言えなかった。翠の信用にかかわる。

　風花はシチューの皿を放そうとしなかった。翠の部屋に着いた後もまだ食事を続けている。どう話を切り出したらいいか迷っているカズキたちを尻しり目めに、最後の一口を吞のみこんだところだった。

「ふう。美お味いしかったわ」

　満足そうに風花はナプキンを口元に当てた。

「翠ちゃん、食後の紅茶を入れてもらえないかしら」

「……その前に俺おれたちに言わなきゃいけないことがあると思うけど？」

「あ、そうね……ごちそうさま」

「晩飯の話じゃなくて！」

「姉さん、あの……新開さんの家にいた？」

　と、翠はおそるおそる尋たずねた。

「あら、よく知ってるわね。さっきまで本当に大変だったのよ。もうちょっとで捕まるところだったわ」

　カズキたちは目眩めまいを起こしそうになった──やっぱり犯人だ。

「こ、今度はなにをやったのよ！」

「人聞きの悪い。わたしはなにもしていないわよ？」

「じゃあ、誰だれが新しん開かい兄妹きようだいを襲おそったんだよ？」

　と、カズキは叫んだ。

「それは山やま姫ひめだけど……」

「やっぱりあんたじゃないか！」

「落ち着いて聞きなさい、トイレ男！」

　風ふう花かは威い厳げんに満ちた声でカズキを制した。気け圧おされて思わず口をつぐむ。

「あの兄妹を襲ったのはわたしではありません。海を渡ってやって来た、わたしたちに近い種族」

「近い……種族？」

　翠みどりが思わず聞き返した。

「そう。アメリカの青い瞳ひとみの山姫……その名もグレート山姫よ！」




　グレート山姫。

　カズキと翠とイヅナは風花に背を向けて頭を寄せ合った。

「……ほんとにそんなのいるの？」

　と、カズキは小声で言った。翠とイヅナは同時に首を振った。

「あたしは聞いたことない」

「ぼくも知らないな」

「あ、でもそういえば……」

　と、翠が言った。

「なんかどこか遠くの土地に、うちと折り合いの悪い遠い同類がいるって話は聞いたことがあるよ。うちとそこ以外にもう山姫って残ってないみたいだけど、縁を切っちゃったから連絡も取ってないって」

「でも、名前がスゲー噓うそっぽくない？　グレートって一体……あ」

　カズキはテレビで見た落書きを思い出し、風花を振り返った。

「さっきテレビのニュースで、新開の家のドアに『グレート・マウンテン・プリンセス』って書いてあるの見たけど。それも『グレート山姫』がやったってこと？」

「そうよ」

　風花はうなずいた。

「マウンテンは山、プリンセスは姫ひめ……もっと英語を勉強することね、トイレ男」

「いや、それまともな英語じゃないし……第一、なんでアメリカ人がカタカナで落書きするんだよ？」

　彼女はカズキに哀あわれむような眼まな差ざしを向けた。

「彼女は普通のアメリカ人ではなくてよ？　山やま姫ひめに人間の常識を当てはめるのは間違いだわ。そんな細かいことに気を取られているヒマがあったら、もっとまともなことを考えなさい」

　細かいことなのか、と言おうとしたカズキの方へ、風ふう花かはずいと膝ひざを詰めてきた。

「知っている者はあまりいないけれど、グレート山姫は恐るべき力を持っているわ。わたしたちと違って、人間なら性別に関係なく魅み了りようする体質を持っているそうよ。つまり、人類すべてを従えることができるということ……そんな彼女が日本にやって来た。その目的は……」

　風花は翠みどりの喉のど元もとに人差し指を突きつけた。

「翠ちゃん、あなたの『カワセミ』を奪うばうことよ！」

　カズキたちは呆あつ気けに取られて聞いている。それをどういう意味に取ったのか、風花は静かに胸に手を当てた。

「あなたたちが言葉を失うほど怯おびえる気持ちは分かるわ……わたしだって不安だもの。まさか、こんなことになるなんて誰だれも想像することすらできなかったはず……」

「ちょっと聞いていいだろうか？」

　その時、聞く側に回っていたイヅナが軽く手を挙げた。

「なにかしら？」

「どうして君は知ってるんだ？　その……グレート山姫の存在だとか、日本に来たこととか、来日の目的まで」

「あ、それは彼女から手紙が来たからよ」

「手紙？」

　カズキたちは同時に声を上げた。

「そう。東西の山姫は気性の違いからあまり仲が良くないらしいの。互いの住んでいる場所ぐらいは知っているけれど、接触は禁じられていると言っていいわ。でも、わたしは興味があった……だからお母様の持っていた住所録を盗み見て、年賀状を送ったの」

「アメリカ人に年賀状出してどうすんだよ……」

「でも、彼女はきちんと返事をくれたわ。それから文通が始まったというわけ」

　聞いているうちにカズキは不吉な予感がしてきた。

「彼女は『カワセミ』のことを知りたがっていた。『カワセミ』は日本の山姫のために作られた珍しい工芸品で、他ほかのどこの国にもないものなのよ。わたしは色々とそれに答えてあげたのだけど、さっきこんな手紙が届いたの」

　風花はスカートのポケットからきれいにたたまれた何枚かの便せんを取り出した。そして、それをカズキたちに広げてみせた。指で書いたように太くて下へ手たな字だった。




　ギブ・ミー・カワセミ




「……『カワセミをよこせ』、という意味よ」

「いや、見れば分かるから」

　と、カズキは言った。風ふう花かは紙かみ芝しば居いのように便せんをめくった。




　アイ・ゴー・ジャパン




「……『日本に行くから首を洗って待っていな！』という意味よ」

「いや、そこまで書いてないと思うけど……」

　風花は二枚目の便せんもめくる。最後の便せんにはひときわ大きな字でこう書かれていた。




　ラブ。




　カズキたちは風花の説明を待ったが、

「これで分かったかしら？」

　彼女は便せんを元のようにたたんでしまった。

「あの……最後の『ラブ』ってなに？」

　と、翠みどりが尋たずねる。

「あ、翠ちゃんもそう思った？　残念ながらわたしにも単語の意味が分からなかったの。『ラブ』ってなにかしら」

「そうじゃなくて……単語の意味は分かるんだけど。日本語だとあ、『愛』とか……」

　沈ちん黙もく。風花は一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けた。

「『愛』ってなにかしら？」

「なにって……た、例えばその、『好き』とかそういうこと」

「『死ね！』とかと似たようなもの？」

「な、なに言ってんの！　全然違うでしょ！」

「あれは本気で言っているのか？」

　イヅナが小声でカズキに言った。

「……多分」

　風花は人間とは違う価値観を持っている。ひょっとすると、人間の考え方をきちんと理解できる翠の方が、山やま姫ひめの中では少数派なのかもしれないとカズキは思った。

「とにかく、日本へやって来た彼女は、わたしの最後の手紙に書かれた住所を見て、新しん開かい家に現れてしまったの……」

　と、風ふう花かは言った。

「誰だれのせいでもないけれど、運命は皮肉なものだわ……」

「ん……あれ？」

　カズキは首をひねった。

　頭の中で今までの話を総合する──接触を禁じられているというのに、アメリカの山やま姫ひめに手紙を送ったのは風花。カワセミのことを詳しく教えたのも風花。この街から手紙を送って、わざわざ自分たちの居場所を教えたのも風花……

「全部あんたのせいじゃないか！」

　風花はカズキの叫びに眉まゆをひそめた。

「どうしたの急に？　声が大きいわよ？」

　カズキはますます腹が立った。なによりも、一番被害を受けているのは翠みどりなのだ。

「いつも妹に迷めい惑わくばっかりかけて！　だいたい……」

「黙だまってくれ、トイレ」

　と、イヅナが言った。

「なんだよ！　なんで俺おれが黙るんだよ！　第一、俺はトイレじゃ……」

「シッ！」

　イヅナは人差し指を唇くちびるに当てながら片かた膝ひざを立てた。緊きん張ちようを漲みなぎらせたその動作に、カズキはなにも言えなくなった。

「……何者かの気配が近づいてくる」

「え？」

　彼女は肌はだ身み離さず持ち歩いている佩はい刀とう──「薄うす雲ぐもの太た刀ち」をぎゅっとつかんだ。

「人間の気配ではないな。これは」

　カズキも耳を澄ませた。イヅナの言うとおり、近づいてくる足音がかすかに聞こえる。

「ぼくが様子を見てこよう。みんなはここにいてくれ」

　イヅナが立ち上がった。

「でも……」

　と、言いかける翠を風花が止めた。

「それが一番よ。よろしくお願いするわ」

「俺も行くよ」

　カズキも立ち上がった。相手を確認するだけなら、ただの人間である自分たちの方が安全な気がする。

　二人がドアを開けて薄暗い廊ろう下かに出たとたん、背後でかちりと鍵かぎの閉まる音が聞こえた。思わず振り返ってドアを見る。中からかすかに二人の言い争う声が聞こえた。

「姉さん、なんで鍵かぎ閉めるのよ！」

「いいのよ、あの二人は囮おとりなんだから。今のうちにわたしたちは逃げましょう」

「そんなの駄だ目めに決まってるでしょ！」

　カズキは腹も立たなかった──風ふう花かの言っていることは間違っていないと思う。カワセミが狙ねらわれているのだとしたら、それを持っている翠みどりが一番危険なのだから。

「……行こう」

　と、イヅナがカズキに声をかける。

　浮うき雲ぐも荘そうの玄関はすでに閉まっていて、明かりも消えている。カズキたちは玄関ホールの隅から両開きのドアを見つめた。

　ドアの向こうから、誰だれかが立っている気配が伝わってくる。

「ぼくがドアを開ける。合図したらここの明かりを点つけてくれ」

　カズキの耳元でイヅナがささやいた。彼女はすらりと鞘さやを払うと、音を立てないようにそれを床の上に置いた。暗がりの中で白はく刃じんがかすかに光る。

　彼女は太た刀ちの切っ先を斜め頭上に掲げ、バットを構える時のように柄つかを握った拳こぶしを肩に近づける──いわゆる「八はつ双そうの構え」だった。そして、土間に降りてドアへと近づいていく。

　カズキは目を離さずに壁かべのスイッチを探り当てる。

　イヅナは一歩の間を置いて立ち止まる。そして、おもむろに左足を上げて二枚のドアのちょうど境目あたりを蹴けり上げた。ばたん、と音を立ててドアが外に開く。

　暗くら闇やみの中に二つの青い瞳ひとみが光っていた。

「今だ！」

　イヅナが叫ぶと同時に、カズキはスイッチを入れる。

　グレート山やま姫ひめの姿が蛍光灯に照らされた。

「……え？」

　カズキは絶句した。

（彼女は普通のアメリカ人ではなくてよ）

　風花の言葉が頭をよぎった。

「彼女」の身長はカズキたちが見上げるほど高い──青い瞳の持ち主だった。しかし、同時に全身を覆おおう白い剛ごう毛もうの持ち主でもあり、骨でも嚙かみ砕きそうな太い牙きばの持ち主でもあった。

（普通のアメリカ人とかいう前に……）

　カズキは心の中でつぶやいた。

（……普通の人間じゃないだろ）

　二人の目の前に立っているのは、身長二メートルになんなんとする青い瞳の大おお猿ざるだった。確かに名前のとおり「グレート」だった。




　　　　　　６




　三人のうち──いや、二人と一頭のうち、意外にも最初に口を開いたのはグレート山やま姫ひめだった。

「ウォッウォッ！　ウォッウォォォッ！」

　ひとしきり吠ほえた後、返事を期待するようにカズキたちの方へ耳に手を当てて待った。

「な、なにか喋しやべってるの？」

　大おお猿ざるはそれを聞くと、呆あきれたように肩をすくめた。そして、外国人に聞かせるように口の動きを大げさにして話し始めた。どうやら、今口にした言葉を丁てい寧ねいに発音しているらしい。

「ウォォ、ウォォ、ウォォ、ウォォォ！」

　そして、また耳に手を当てる。

　沈ちん黙もく。

「あの……別にゆっくり喋って欲しいわけじゃないんだけど」

　と、カズキはおそるおそる言った。聞き取りが難しいのではなく、動物の言葉そのものが理解できないだけだ。しかし、その時イヅナが大きくうなずいた。

「なるほど。だいたい分かった」

「は？　なんで？」

「皆みな本もと一族は山奥で自然とともに生きてきた。これぐらい分からなければ、一人前とは言えないのだ。本来、人間には誰だれにでも備わっている能力だぞ？」

「そ、そうなんだ……」

　自信たっぷりな態度のイヅナに、カズキは言い返す自信がなくなった。

「彼女は『日本の山姫がここへ逃げこんだでしょう』と言っているようだ」

「に、逃げこんだらなんだっていうんだよ？」

　カズキはグレート山姫に向かって言った。彼女はカズキに向かってにやりと笑いかけ、大声で叫び返してきた。一いつ瞬しゆん、カズキは毛むくじゃらの両腕が自分の胴体を造ぞう作さなくへし折るところを想像した。

「……カワセミを差し出しなさい、と言っている……さもなければ力ずくで奪うばい取る、と」

　緊きん張ちようのせいか、イヅナの声はかさかさに乾いていた。

　その言葉のとおり、大猿は前へ一歩足を踏み出した。そして、背を屈かがめて玄関のドアをくぐろうとする。イヅナはその前に立ちふさがった。

「待て！　ここは通さないぞ……通りたければぼくを倒してから行け……」

　イヅナを見下ろした山姫は、低い声でぼそぼそとなにかをつぶやいた。

「……なんて言ってるの？」

　と、カズキは尋たずねる。イヅナの顔色はひどく悪い。声にも生気がなく、構えている太た刀ちも重たげにぶるぶる震ふるえていた。

「お、お前と……戦う必要はない……と、言っている」

　少し呂律ろれつの回らない舌でイヅナは言った。

「グレート山やま姫ひめの声を聞けば……性別に関係なく……人間は魅み了りようされる……うふふふ」

　カズキはぎょっとした。イヅナの顔にはうっとりとした笑みが浮かんでいる。どことなく目もうつろだった。

「み、皆みな本もとさん？　大丈夫？」

「もちろん……ぼくは大丈夫だ……すご──く大丈夫だ……あははは」

　彼女の太刀がかちんと音を立てて土間に落ちた。イヅナはぐらぐらと体を揺らしながら後ずさりし、かかとを上がり口に引っかけてよろけた。カズキは慌あわてて彼女の肩を支えた。

　カズキの顔に黒い影がかかる。玄関ホールに入ってきたグレート山姫が、彼のすぐ目の前に立っていた。

「ウオッ」

「どきなさい……と、山姫様はおっしゃっている……」

　と、イヅナが言った。今や彼女は完全にこの山姫の支配下にあるらしい。ただの同時通訳と化していた。カズキの膝ひざががくがく震える。力が抜けてその場に腰を下ろしてしまった。

　その時、廊ろう下かの端の方でばたんと部屋へ通じるドアが開いた。足音があっという間にカズキの方へ近づいてきて、小さな人影がカズキと大おお猿ざるの間に入った。

「カズキ君から離れなさい！」

　彼は自分の目の前に立ちはだかった翠みどりの背中を見つめた。

「はっ！」

　翠は深く足を踏みこむと、獣じゆう人じんのふさふさとした胸毛の中に両手突きを打ちこんだ。ちょうど廊下に上がろうと片足を上げかけていた大猿は、声も立てずに玄関の外までごろごろと転がっていった。

「大丈夫？」

　翠がカズキを助け起こす。

「だ、大丈夫だけど……」

　その時、鋭い咆ほう哮こうが響ひびき渡った。浮うき雲ぐも荘そうの門のそばで、グレート山姫がなにごともなかったかのように体を起こしていた。

「……『お前の攻こう撃げきなど蚊かが刺したようなものよ、アイ・アム・ストロング』、とおっしゃっている」

　カズキたちのすぐそばでイヅナがつぶやいた。確かにダメージはまったく受けていないようだった。

「早く……」

　逃げないと、と翠みどりに言いかけた時、廊ろう下かの奥から別の人物が現れた。

　山やま姫ひめ風ふう花かだった。

「ほんとに逃げる気はないの、翠ちゃん？」

「カズキ君たちを置いて、あたしたちだけ逃げられるわけないよ！」

　と、翠がきっぱりと答える。風花は苦笑いを浮かべて、カズキたちの脇わきをすり抜けて玄関のドアへと向かった。

「それでは仕方がないわね」

　と、彼女は言った。

「わたしが相手をするわ……グレート山姫。一いつ騎き討うちでケリをつけましょう」




　風花とグレート山姫はアパートの前の道路で対たい峙じしている。風花の後ろにはカズキと翠が、大おお猿ざるの後ろにはイヅナが立っていた。

（自信がある……ってわけでもないよね）

　と、翠は心の中でつぶやいた。今度の事件も原因は風花だし、本人はそれについてまったく反省していない。ただ、妹に害が及ぶことを案じているのは確かだった。だから不利を承知で一騎討ちを買って出たのだろう。

　その時、グレート山姫が風花に向かってなにか言った。

「……『できればわたしはお前と戦いたくない』」

　背後に控えているイヅナが通訳する。

「『カワセミのことを教えてくれて感謝している。死にたくなければ、おとなしく降参しなさい。ギブ・ミー・カワセミ』」

「ふん」

　と、風花はせせら笑った。

「それはわたしを倒してから提案することねっ！」

　風花は敵に向かって一直線に走り出した。猿えん人じんの方は一歩も動かず、両足をふんばって両手を広げる──完全に「待ち」の体勢だった。さっき翠の攻こう撃げきを受けた時に見せた圧倒的な防御力こそ、「彼女」の武器なのだ。

（捕まったら姉さんは負ける）

　と、翠は思った。

　風花は相手の間合いに入る直前、わずかに伸び上がって跳ちよう躍やくするしぐさを見せた。グレート山姫は反射的に長い両腕をたたんで上半身をガードする。

　しかし、次の瞬しゆん間かん風花の上体は逆に沈んだ。

（フェイントだったんだ）

　次の瞬しゆん間かん、風ふう花かのローキックが相手の膝ひざ頭がしらに食いこんでいた。膝は正面からの衝しよう撃げきを吸収できない。しかも、全身を支えるための負ふ荷かが集中しやすい。体の大きな相手を倒すには有効な打撃ポイントだった。

「ウォォゥ！」

　苦く悶もんの叫びがグレート山やま姫ひめの口から洩もれた。

「『痛いわね！』」

　と、イヅナはそれも通訳する。よろけながらも大おお猿ざるは風花のワンピースの裾すそをつかもうとする。しかし、風花はその腕を横に跳とんでかわし、相手の側面に回りこんだ。

　ローキックを受けた後で攻撃を空振りし、今やグレート山姫の体は完全に流れている。風花の立ち位置からは白い毛に覆おおわれた首筋が無防備に晒さらされていた。

　風花は足を振り上げると、相手の耳の下あたりに俊しゆん足そくのハイキックを見舞い、さらにバランスを崩したグレート山姫を突き飛ばす。大猿は悲鳴すら上げずに地面に大の字になった。どうやら意識を失ったらしい。

　風花は小山のような胴体に馬乗りになった。いつのまにか彼女の手には金属の管のようなものが握られている。翠みどりははっと息を吞のむ。

　それはアネモネ──山姫が人間の記き憶おくを抜く時に使う道具だった。

（そういうつもりだったんだ）
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　翠みどりはようやく風ふう花かの狙ねらいに気付いた。

　このグレート山やま姫ひめを完全に倒しきることは難しい。もし運良く倒したとしても、また「カワセミ」を狙って舞い戻ってくるはずだ──記き憶おくが残っている限りは。

　しかし、「カワセミ」を始めとする日本の山姫に関する記憶を抜いてしまえば、目的を失っておとなしく故郷へ帰っていくだろう。力に頼ることなくこの敵に勝つには、アンチメモニクスを使うのが一番いい方法だった。

　風花は管の丸く膨ふくらんだ方を相手の唇くちびるに滑りこませ、反対側の吸い口を自らも口に含んだ。無む駄だのないなめらかな動きだった。

（……勝った）

　翠がそう思った瞬しゆん間かん、異変が起きた。

　グレート山姫がカッと青い目を開けた。

　風花もそれに気付いたようだが、すでに「アンチメモニクス」を使う体勢に入っている。お構いなしに相手の記憶──プネウマを抜こうとしているのが翠にも分かった。

　不意に白い毛に覆おおわれた大おお猿ざるの胸が小刻みに震ふるえ始めた。風花の豊かな胸も同じように震える。頰ほおにはみるみるうちに朱しゆが差した。

（吸い合ってる？）

　翠は愕がく然ぜんとした。山姫である以上、この大猿もアンチメモニクスの使い手に違いない。この体勢を利用して逆に風花の記憶を抜こうとしている。

　おそらく、彼女はこの瞬間を待っていたのだ。あえて攻こう撃げきを受けたのも、風花がアンチメモニクスを使おうとするのを読み切っていたからだろう。風花とアネモネで繫つながった瞬間──それは、山姫風花の記憶を抜く最大のチャンスでもある。

　風花との記憶の吸い合いは互角のようだった。より体の小さな風花はよく健闘していると言える。しかし、グレート山姫はさらに次の行動を起こした。

　彼女は両手の指をまっすぐに伸ばすと、左右の貫ぬき手てを風花の脇わき腹ばら──ちょうど横おう隔かく膜まくの上あたりに同時に叩たたきこんだ。

「あっ！」

　攻撃を受けた風花も、それを見ていた翠も同時に声を上げた。その場所を攻撃されると息を吸うことができなくなる──つまり、アンチメモニクスも使うことができない。

　風花は身もだえしながらアネモネを口から離そうとする。大猿から一度距離を置いて、体勢を立て直すつもりなのだろう。しかし、彼女はすでに相手の術中にはまっていた。グローブのような両手が風花の頭をしっかりと挟はさみこんで固定する。

　グレート山姫は力いっぱい息を吸いこんだ。

　風花の体が感電したかのようにがくんと震え、そしてぴたりと止まった。

　彼女は糸が切れた人形のように力なく頭を垂れた。大猿は彼女を押しのけると、自分の腰にぶら下げていた袋から小さなビンを取り出し、自分の口の中にあるものを吹きこんだ。

　みるみるうちにビンは灰色のプネウマでいっぱいになっていく。

　風ふう花かの記き憶おくだった。

（姉さんが、負けた）

　強敵なのは分かり切っていた。しかし、姉がここまで完全に敗北し、記憶まで抜かれるとは思ってもみなかった。初めて見る姉の敗北に翠みどりは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。身動きひとつしない彼女に、カズキが逃げようと言い続けているのが遠くから聞こえる。しかし、翠はなにも答えられなかった。

　グレート山やま姫ひめは風花のプネウマの入ったビンを腰の袋に入れると、笑顔でなにごとか喋しやべりながら翠たちの方へ歩いてきた。

「『それでは、カワセミはいただいていくわ』」

　と、イヅナが通訳する。気が付くとすぐ目の前に大おお猿ざるの指があった。ぶちっとアクセサリーを引きちぎる音が聞こえ、首のあたりにあったはずの感触が消えた。

　グレート山姫は喉のどにチョーカーを当てながら、嬉うれしそうに歩き出そうとした。

「お、おい！」

　突然、カズキがその大きな背中に声をかけた。

「それは……山姫さんのものだろ？」

　グレート山姫の動きが止まり、カズキの方を振り向いた。カズキは青ざめた顔で一歩後ずさる。相当怯おびえているらしい。

「な、なんでそんなもの欲しいんだよ。ひ、人のものなのに……」

　大猿の顔つきが微妙に変化する。なんとなく、答えることを恥ずかしがっているような気がした。

「ウォッ」

　しばらくして、彼女は一言だけ答えた。

「『ラブよ』」

　と、イヅナの通訳が入る。

「ラ、ラブ……？」

　カズキは啞あ然ぜんとしている。

　そういえば、例の手紙にもそんなことが書いてあった、と翠は頭の片隅で思った。

「ウォォ、ウォォォ」

「……『さようなら』」

　グレート山姫はイヅナを引き連れて立ち去っていった。

　後には翠とカズキ、そして倒れている風花だけが取り残された。
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　次の日。

「俺おれ、情けないよな……」

　と、カズキはつぶやいた。今日、同じ独り言を何度口にしているか分からない。生まれてからこれほど強くそう思ったことはなかった。

　彼は浮うき雲ぐも荘そうの玄関の上がり口に座りこんでいる。今日は「具合が悪い」と噓うそを言って学校を休んだ。トミは朝から出かけていて、母おも屋やには今誰だれもいない。

　学校を休んだ本当の理由は、昨晩のショックが強すぎたせいだ。イヅナはあれっきり帰ってこない。まだグレート山やま姫ひめと一緒にいるのかもしれない。一応、警察に行方ゆくえ不明者として捜索願いを出したが、警察に解決できる問題とは思えない。

　風ふう花かは自分の過去の記き憶おくを完全に抜かれてしまったらしく、自分の名前すら憶おぼえていない有様だった。昨日の晩から翠みどりの部屋にいて、翠も今日は学校を休んで付き添っている。

　もちろん、山姫の能力であるアンチメモニクスを使うこともできなくなっていた。グレート山姫は、あの外見に似合わない知能派だったと思う。山姫の声に魅み了りようされず、記憶を「抜く」ことができる風花はあの大おお猿ざるの最大の敵で、逆に言えば風花さえ再起不能にしておけば、あの「彼女」を脅おびやかす者は誰もいなくなる──。

　実際、それを見事に実行したわけで、今のカズキたちは本当になにもできなくなった気がする。確かに「グレート」という名前にぴったりの強さを持っている。

「……誉ほめてどうすんだよ、敵を」

　と、カズキは自分自身にツッコんだ。

「俺、情けないよな……」

　昨日の晩、カズキは文字どおりなにもできなかった。翠は彼を助けに来てくれたし、風花は翠を守ろうと一いつ騎き討うちを挑いどんだ。カズキはただぼーっと突っ立って、石みたいにその場に固まっていた──怖かったので。

　風花が負けた後も、翠がカワセミを奪うばわれるところをそばで見ていただけだった──怖かったので。

　一応、相手が立ち去り際ぎわに声をかけたが、「カワセミを返してやれ！」と、言いたかったのに、出てきた言葉は「なんでそんなもの欲しいんだよ？」だった。

　理由を尋たずねてどうする。

　しかも、返ってきた答えは「ラブ」だった。意味はよく分からないが、バカにされているとしか思えない。

　その時、廊ろう下かの奥の方でドアの開く音が聞こえた。四号室から青いパジャマを着た風花が現れた。

「トイレはどこかしら？」

「そっち」

　カズキは廊ろう下かの突き当たりをあごで指し示す。風ふう花かは礼も言わずにトイレへ向かった。

　カズキはため息をついた。「俺おれ、情けないよな」をもう二回ばかり口にした頃ころ、風花がトイレから出てきた。四号室に戻るだろうと思っていたが、意外にも彼女はカズキの方へ歩いてきた。そして、彼の手前で立ち止まる。

「そこの人間、わたしの暇つぶしに話し相手になりなさいな」

　カズキを見下ろしながら命令した。記き憶おくを失っても性格は変わらないらしい。一いつ瞬しゆん、カズキはむっとしたが、どうにか気を静めた。

「……いいけど」

　風花も上がり口に腰を下ろした。しかし、カズキとはできる限り距離を置いている。

「山やま姫ひめさん……あの、山姫翠みどりは？」

「疲れて今は眠ってるわ。昨日は徹夜でわたしを看病してくれたから」

「……そっか」

「あなた、なんて名前？」

　カズキはなぜか正直に答える気がしなかった。妙に苛いら々いらしていた。

「俺の名前なんか別に知っても意味ないと思うよ。もともと全然仲良くなかったし」

「ひねくれた答えね」

　風花は呆あきれ顔で言った。

「じゃあ、トイレ男って呼ぶわ」

「いっ」

　カズキはほとんど悲鳴に近い声を上げた。

「ななななななんでその名前？」

「え？　だって今、トイレの場所を教えてくれたでしょ？　だからトイレ男……あら、なんだか不思議としっくり来る名前だわ。ひょっとして本名かしら？」

「違う！　俺は篠しの原はらカズキ！」

「篠原……？　違和感があるわね。せめてミドルネームにして、篠原・トイレ男・カズキで……」

「『せめて』ってなんだ！」

　疲れがどっと襲おそってきた。記憶をなくしても性格は変わらないらしい。山姫風花は山姫風花だった。

「あの……本当に記憶はなくなってるんだよね？」

　と、カズキは尋たずねた。確認せずにはいられなかった。

「もちろんよ。だいたい基本的なことは聞いたけれど。わたしが誰だれなのかとか、昨日一体なにがあったのかとか……」

「……そう」

　風ふう花かは急にぽんと手を叩たたいた。

「そういえば翠みどりちゃんから聞いたわ、篠しの原はらカズキの話。このボロアパートの大家の孫だったわね」

「ボロは余計だよ……」

「それで、昨日の晩は全然役立たずのヘタレだったそうね」

「……山やま姫ひめさんがそう言ったの？」

「そういうわけじゃないけど、話を総合するとそうでしょ？」

　カズキは思わず唇くちびるを嚙かんだ。

「うん……そうかも。確かになにもできなかったし……こうやってなにもしないでいるのが一番かもしれない」

　沈ちん黙もくが流れる。初めて出会った不思議な生き物を眺ながめるような目つきで、風花はカズキを見つめていた。そして、突然きっぱりと言った。

「ほんとにトイレ男に相応ふさわしいダメッぷりね」

「……え？」

「自分を落として見せると誰かが同情してくれると思ってるのかしら。こんなところで悩んでいるふりをするヒマがあったら、いくらでもすることがあるのではなくて？」

　カズキは横よこっ面つらをはたかれた気がした。

「こんなところで一日中座ってうじうじしているだけなら、トイレの便器にでもできることよ。いいえ、便器の方がまだ役に立つわね……」

　そうだ、とカズキは思った。翠のためになにもできなかったのが情けないなら、なにかできるようになればいい。他ほかにこの情けない気持ちを消す方法はないのだ。

「さっき、翠ちゃんからあなたのことを聞いた時」

　と、風花は言った。

「わたしが『篠原カズキは役立たず』って言ったらあの子は本気で怒ってたわ。『カズキ君は役立たずじゃない』そうよ。『今まで色々なことをしてもらってきたし、いつも感謝してる』って……」

　カズキは思わずうつむいてしまった。顔から火が出るほど恥ずかしかった。そんな風に感謝されるほどのことをしているとは思えなかった。

　しかし、これからはそれだけのことをしたいと思った。




　風花は四号室へ帰っていった。玄関の時計を見上げると、ちょうど二時限目が終わる頃ころだった。学校はきっといつもどおりなんだろうな、と思ったとたんに携帯が鳴った。かけてきたのは幼おさな馴な染じみの慎しん介すけだった。

『カズキ？　俺おれ！』

「ん？　なんか用？」

『なんか用って、お前も山やま姫ひめさんも休んでるから電話したんだよ！　どうしてるかと思って！』

「あ、ありがとう」

　心配してくれたのか、と思いかけた時、

『二人でサボってどっか行ってるんじゃないのか？』

　と、好奇心丸出しの声で聞いてくる──感謝してソンした。

「違うよ……二人ともちょっと具合が悪かっただけ。学校にもそう連絡入れたし」

『でも、さっきあの子に聞いたらそんなの知らないって言ってたぞ！　ほら、あの子』

「あの子って誰だれだよ」

『お前のアパートに住んでる子だよ！　皆みな本もとさんだっけ？』

「皆本さん？」

　カズキの声が思わず大きくなった。

「な、なんで皆本さんが学校にいるんだよ？」

『学校にいるのは当たり前だろ！　なに言ってるんだよカズキ！』

　確かに普段だったら学校に行くのは当たり前だ──しかし、イヅナはグレート山姫に連れていかれたきり、浮うき雲ぐも荘そうへは帰ってきていない。それなのにどうして学校にいるのだろう。

「なんか、皆本さん変だったりしなかったか？」

『え？　別に変じゃなかったと思うけど……って、カズキ本当に病気なのか？　声が元気そうだよ！』

　カズキは慎介の話を半分上の空で聞きながら、これからどうしたらいいか考えていた。とにかくこれから学校へ行ってイヅナに会うしか方法はないようだった。
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　隣のクラスの教室にイヅナの姿はなかった。

「いないね」

　カズキは翠みどりに言った。二人は廊ろう下かから教室を覗のぞきこんでいる。

「午後の授業まで時間あるし、どこかに行ってるんだよ」

　カズキは電話を切った後で、翠と一緒に急いで学校へ来た。ちょうど昼休みの時間になっている。

「後でまた来てみようよ」

　と、翠みどりは言った。カズキたちは自分たちの教室へ戻る。クラスの半分ぐらいしか教室にいなかった。電話をくれた慎しん介すけの姿もない。

「……なんかおかしくない？」

　翠は教室を見回しながら言った。

「なにってワケじゃないんだけど……雰囲気が」

　カズキも周囲を見回す。おしゃべりに夢中だったり、机に突っ伏して寝ていたり、ぼんやりと窓の外を見ていたり、熱心に携帯のメールを打っていたり──いつもと変わらない教室の風景だった。

「……そうかな。なんか違う？」

「うーん」

　翠は首をひねった。

「ほんとのこと言うと、さっき学校に来た時からずっと思ってたの。なんか……いつもと違うような……」

「あれ、篠しの原はらと翠がいる」

　背中から声をかけられた。振り向くと木き戸ど原はら千ち晴はるが目を丸くしている。

「二人ともどうしたの？　今日休みじゃなかった？」

　と、千晴は言いながら自分の席に座った。

「うん……ちょっと。具合が悪くなっちゃって」

「ふうん」

　千晴は生返事をした。とりあえず聞いてみただけで、二人同時に遅刻したことにはあまり関心がないようだった。

「あのね、午前中なんか変わったことなかった？」

　と、翠が尋たずねる。

「変わったこと」

　千晴はおうむ返しに言った。

「変わったことね……ん、別になかったと思うけど。来週、古文の小テストやるって。それぐらいかな」

「そう……」

　しかし、翠はまだ納得していない様子だった。なにか普通の人間には分からないものを感じ取っているのかもしれない。

　その時、見覚えのあるショートカットの女の子が廊ろう下かを歩いていくのが見えた。

「皆みな本もとさんだ」

　と、カズキは翠に言った。

「今、そこを通っ……ええっ！」

　廊ろう下かを指さしたカズキは文字どおり飛び上がった。とてつもない大きさの毛むくじゃらの生き物が、イヅナに続いて教室の前を通りすぎていく。

　グレート山やま姫ひめだった。

　一体どうやって作ったのか、特大の制服のスカートとブレザーまで身につけている。

「ちょ、ちょっと、今のなに？」

　と、翠みどりがつっかえながら言った。千ち晴はるはちらりと廊下を見て、

「あ、グレートさん？」

　と、平然と言った。他ほかの生徒たちも「彼女」を見ているようだが、驚おどろいている様子はまったくない。

「グレートさん……？」

「あ、そうか。二人とも午前中いなかったから知らないんだ。アメリカから来た交換留学生で……」

「りゅ、留学生って……どうしてみんな普通にあんなの受け入れてんの？」

　パニックに陥おちいっているカズキに、千晴は渋しぶい顔つきになった。

「篠しの原はら、外国の人を見て驚くのは分かるけど、そういう言い方はよくないと思うよ？　聞こえたら失礼だよ」

「どこが外国人なんだよ！　国こく籍せき以前に人間じゃないだろ、あれ！」

　そのとたん、千晴の表情に変化が起こった。膜がかかったように目つきがとろんとして、口元にはうっとりとした笑みが浮かんだ。

　カズキはぞっとした。昨日、グレート山姫の声を聞いたイヅナがこんな顔つきになっていた。

「あははは」

　と、千晴は笑った。

「グレートさんは人間だよ……細かいこと気にするのやめようよ……」

「え……だ、だって……」

　その時、翠がカズキの制服の袖そでを引っ張った。

「みんなの顔を見て」

　教室を見回すと、千晴以外の生徒も同じような腑ふ抜ぬけた笑顔を浮かべている。

「……どうなってんだろ」

　カズキは小声で翠に言った。

「多分、これがグレート山姫の能力なんだよ。自分の体質を利用して、みんなの精神を操れるんだと思う。だから、みんなただの人間だって思いこんでる」

　さっきイヅナのことを教えてくれた慎しん介すけも、グレート山姫のことは一言も言っていなかった。取り立てて変わったことではなかったのだろう。

「あたし、不思議に思ってたの。あんなに目立つのに、どうして誰だれにも騒さわがれないでアメリカから日本まで移動できたんだろうって。きっと、あの能力をうまく使って旅をしてたんじゃないかな」

「でも、なんでわざわざ学校に入りこんでるんだろう？」

「さあ……」

　翠みどりも首をかしげる。

「とにかく、後を追いかけようよ」

　と、カズキは言った。

「あいつからは色々取り返さないといけないものがあるし」
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　グレート山やま姫ひめはイヅナと一緒に階段を上がっていく。カズキたちは見つからないように少し距離を置きつつその後を追った。尾行されていることを気付いている様子はまったくない。なにか目的があって急いでいるらしかった。

　階段を上がったグレート山姫とイヅナは、一番近い教室のドアを開けて入っていった。

　カズキたちは教室の後ろのドアから中を覗のぞきこむ。制服姿の大おお猿ざるが教室の真ん中に立って、生徒たちに向かってなにか話している。待ち合わせ場所の目印のように、グレート山姫の上半身が飛び出していた。

「なんか、君の姉さんも似たようなことやってたね」

　と、カズキは言った。

「うん……あたしもそう思う」

　風ふう花かも勝手に教室に入ってホームルームを占拠したことがある。外見はまったく違うが、山姫の行動パターンはある程度似てしまうのかもしれない。

「なに話してるんだろう」

「……さあ」

　カズキたちのいる場所からははっきり声は聞こえなかった。

　グレート山姫の周りを取り囲んでいるのは主に男子生徒たちだった。さっきの千ち晴はると同じように、どの顔にもうっとりとした笑みが浮かんでいた。

　突然、グレート山姫は話すのをやめ、人波をかき分けて廊ろう下かへ出てきた。カズキたちは慌あわててすぐそばの柱のかげに隠れる。気のせいかもしれないが、さっきよりも彼女は肩を落としているように見えた。

　イヅナを連れた大猿は隣の教室へ入っていき、カズキたちもまた後ろのドアから覗きこむ。さっきと同じように彼女は男子生徒たちを自分の周囲に呼び寄せていた。

「……あっ」

　翠みどりは声を上げた。

「あたしのカワセミ着けてる。ほら、首のところ」

　カズキは目を凝こらした。体毛に埋うもれて見えにくかったが、確かに喉のど元もとに銀色のトップが光っていた。

「ほんとだ」

　教室の中ではさっきとまったく同じ光景が繰り返されていた。男子生徒たちは笑顔でグレート山やま姫ひめを見上げている──。

「あれ？」

　と、カズキはつぶやいた。

「カワセミを着けてるのに、なんでみんなおとなしくしてるんだろ？」

　グレート山姫の体質がカワセミで抑えられているのであれば、目の前にいるのが単なる大おお猿ざるだと分かるはずだ。悲鳴を上げて逃げ出すのが普通の反応だろう。

「きっと効果がないんだよ。姉さんも言ってたでしょ？　あれは日本の山姫のために作られた道具だって。アメリカの山姫とあたしたちじゃ体つきも全然違うから」

　彼女は話をやめて再び廊ろう下かへ出てきた。さっきよりもさらに肩を落としている。カズキたちには隠れる暇いとまもなかったが、周囲のことなど大猿の目に入っていないようだった。そして、もう一つ隣の教室へ入っていく。

　どうやら、順番にすべての教室を回るつもりらしい。

「あたし思うんだけど」

　翠は小声でつぶやいた。

「ひょっとして、カワセミの効果を試してるんじゃないかな。どの程度自分の体質を抑えられるか知りたいんじゃない？」

「あ……そっか」

　それが本当だとすると、全然効果がないということになる。落らく胆たんしているのもうなずけた。なにしろ彼女はカワセミを手に入れるためにわざわざ日本へ来たのだから。

　早々とグレート山姫が廊下に戻ってきた。やはり望んだ結果にならなかったのか、さらに暗い表情になっていた。そのとたん、ホームルームの始まりを告げるチャイムが廊下に鳴り響ひびいた。反射的に彼女は顔を上げて廊下を見回す──そして、ようやく翠たちに気付いた。

　彼女は傍かたわらのイヅナに向かってつぶやいた。

「グレート山姫さまは『日本の山姫に聞きたいことがある。アンサー・クエスチョン』と、おっしゃっている」

　イヅナが抑よく揚ようのない声で通訳した。

「『このカワセミは本物なの？』だそうだ」

「……本物に決まってるでしょ」

　と、翠みどりが答えた。

「『では、効果がないのはどうして？』」

「日本の山やま姫ひめのための道具だもの。あなたには使えないんだから返して！」

　グレート山姫はウォォォ、と悲しげに吠ほえた。

「『せっかく海をわたってきたのに残念だわ』」

　グレート山姫は首筋に食いこんだチョーカーを乱暴に外し──それから、ふとカズキに目を留めた。彼女はカズキを指さしてなにか言った。

「『そこの人間はどうして山姫の声に魅み了りようされないの？』だそうだ」

「え？　俺おれ？」

　いきなり話を振られてカズキは戸と惑まどった。

「俺は……その、山姫の声に反応しない体質みたいで……」

　一いつ瞬しゆん、グレート山姫の顔色が変わったのを見たような気がした。しかし、すぐに元に戻ったせいでどういう風に変わったのか見逃してしまった。

「『わたしが持っていても仕方がないから、カワセミと山姫風ふう花かの記き憶おくは返す。そこの人間、こっちへ取りに来なさい。カモン・ヒューマン』」

　カズキと翠は顔を見合わせた。二人の不安を読み取ったのか、グレート山姫はさらに言葉を重ねる。すぐにイヅナがそれを通訳した。

「『直接手渡そうとすれば、お互い相手に隙すきを衝つかれるかもしれないわ。山姫に魅了されない人間を受け渡しに使うのが、どちらにとっても安全でしょう』」

「カズキ君、無理に行かなくてもいいよ」

　と、翠は小声で言った。

「よく分からないけど、なんか危ない気がする」

「いや、俺が行くよ」

　カズキはグレート山姫に向かって歩き出した。確かに妙だとは思ったが、彼女が自分に害を及ぼす理由も思いつかなかった。それに、断ればカワセミは返ってこないかもしれない。

　そしてなによりも──。

（俺は情けないヤツじゃないんだから）

　カズキは翠の役に立ちたかった。




　カズキはゆっくりと歩みを進めていく。グレート山姫はカズキをじっと見つめながら、なにかぼそぼそ喋しやべった。それをイヅナが大声で通訳する。

「『今、わたしは十七歳。セブンティーン・ガール』」

　一瞬、カズキはぎょっとして立ち止まりそうになった。いきなり年齢を口にしたことより、自分たちと同じ十代だったことに驚おどろいていた。

「『わたしは恋愛がしたい。それが望みだった。しかし、すぐに魅み了りようされる人間とはちゃんと話もできない。恋愛など夢のまた夢。そのためにカワセミが必要だと思った』」

　ふと、カズキは翠みどりも同じようなことを言っていたのを思い出した──山やま姫ひめは人間を魅了するだけで、まともに仲良くなれない。コミュニケーションが成立しない。

　カズキは相手から二メートルほどのところまで来ていた。受け取れと言うように、彼女はカワセミと小ビンを差し出していた。

「『しかし、残念ながらカワセミではわたしの欲しいものは得られなかった。でも、その代わりにあなたを手に入れた……篠しの原はらカズキ』」

「えっ」

　カズキは凍りついた。グレート山姫は白い牙きばをむき出しにして晴れ晴れと笑う──心の底から嬉うれしそうだった。

「『ゲット・ラブ！』」

　ようやく身の危険を悟さとったが、すでに手遅れになっていた。逃げ出そうとしたカズキを太い腕ががっしりと捕まえた。ぬいぐるみを抱だく要領でグレート山姫は彼の体を持ち上げる。

「カズキ君！」

　翠はカズキに向かって一直線に走った。しかし、その前にイヅナが立ちふさがる。

「どいて！」

　と、翠。もちろんイヅナに道を譲ゆずる気配はない。翠は正せい拳けん突つきをイヅナの胸元に叩たたきこむ──吹き飛ばされたイヅナは仰あお向むけに倒れそうになった。普段であればイヅナが翠に遅れを取ることはないのだが、グレート山姫に操られているせいか、明らかに動きが鈍かった。

　イヅナの不利を見て取ったグレート山姫は、突然大声で叫んだ。校舎全体に響ひびき渡るような絶叫に、カズキの耳の奥がきりきり痛む。

　次の瞬しゆん間かん、廊ろう下かに面している教室のドアが一いつ斉せいにがらりと開いた。歓声を上げながら女子生徒たちが一斉に飛び出してきた。

（な、なんだこれ）

　彼女たちは砂糖に群がるアリのように翠に殺到した。たちまち翠の小柄な体は大群の中に埋まい没ぼつする。

「やめろよ！」

　カズキは大おお猿ざるの腕の中でもがいた。目の前でなにが起こっているのか、ようやくはっきり分かった。翠に襲おそいかかっているのはグレート山姫の「声」に命令された女子生徒だ。男子が一人もいないのには理由がある。男子まで出してしまうと、今度は翠の声に魅了されてしまう恐れがある。

「山姫さん！」

　と、カズキは叫んだ。まるでその声に応こたえたように、翠が女子生徒たちの中から姿を現した。何十本もの腕で彼女の体はがっちりと固定され、手足だけでなく口も完全に押さえこまれている。声を出させないようにするためだろう。

　ぱちん、とグレート山やま姫ひめが指を鳴らした。あっという間に翠みどりの体は女子生徒の集団に運び去られていく。

「ウォゥ。ウォォォォ」

　カズキの耳元で彼女はささやいた。

「『心配しなくても大丈夫。校門の外へ捨ててくるだけだから』」

　いつのまにか通訳のイヅナがすぐそばに立っていた。

「『これで誰だれの邪じや魔まも入らない。ユー・ミー・オンリー！』」

　グレート山姫は大声で笑った。
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　カズキはそのまま三階の理事長室へ連れていかれた。

　グレート山姫としては「落ち着いてゆっくり話せるところへ行く」つもりだったらしい。もちろん、そこでは初老のスーツ姿の男性──理事長が仕事をしていた。しかし、グレート山姫の命令を聞くとすぐに出ていってしまった。

　気が付くとカズキは壁かべに飾られた歴代理事長の写真パネルに見つめられながら、応接セットの一人がけソファに腰を下ろしていた。反対側にはグレート山姫が座り、すぐそばにはイヅナが影のように控えている。

「『やっと二人きりになれた』」

　通訳越しに彼女は話しかけてきた。カズキは二人っきりになりたくなかったが、それを口にする勇気はなかった。第一、ここにいるのは三人だ。

「『人間とちゃんと会話するのはこれが初めてよ』」

　と、グレート山姫。

「『山姫の体質に影えい響きようされないあなたなら、本当の意味でわたしと親しくなれる。つまり』」

　彼女の青い目がきらりと光る。視線はカズキの顔をとらえたままだった。

「『恋愛ができるわ』」

　ぼんやりしていたカズキははっと我に返った。ここで言い返さないと、「恋愛ができる」と認めたことになってしまう。

「あの、それはちょっと」

　カズキは相手の顔を窺うかがいながら言った。

「ム、ムリじゃないかな……」

「ウォォォォォォォン！」

　いきなりグレート山やま姫ひめは叫んだ。窓ガラスがびりびり震ふるえ、カズキはもう少しで悲鳴を上げそうになった。

「『どうしてムリなの！』だそうだ」

　と、イヅナが静かに通訳する。カズキの心臓はまだ激しく脈打っていた。相手を怒らせないようにどうやって断ったらいいだろう。

　下へ手たに断れば殺されるかもしれない。

「やっぱりその……色々違いすぎるし……ほら、言葉だって通じないし」

　沈ちん黙もく。グレート山姫はイヅナの肩を叩たたきながらなにか言った。一いつ瞬しゆんの間の後で、イヅナが口を開く。

「『心配しなくてもいいわ。言葉はこの通訳さえいれば大丈夫』」

「だ、大丈夫って……」

　カズキは絶句した。全然大丈夫ではない気がする。

「『言葉は不自由でも分かり合えるわ。ちょっと生まれと育ちが違うだけよ』」

「あ、ええっと、でも人間は人間と恋愛するのが普通で……ん？」

　カズキはふと口をつぐむ。なんとなく自分の言っていることに違和感を覚えた。その理由を考えているところに、グレート山姫は言葉を続けた。

「『恋愛関係にある人間同士ですることは、山姫と人間にも全部できるわ。キスしたり、ハグしたり、そして……』」

　グレート山姫はあごを引いて上目づかいにカズキを見つめ、彼の目の前で左右の人差し指をきゅっとなまめかしく絡からめた。錯さつ覚かくであって欲しかったが、少し恥じらっているように見える。

「『……マッスル・ドッキング』」

「な、なにそれ」

　カズキの声はほとんど裏返りそうになっていた。彼女がなにを言おうとしているのか、全然想像できないわけでもなかったが、全然想像したくなかった。

「よ、よく分かんないな……」

　カズキが弱々しく言うと、グレート山姫は追い討ちをかけるように吠ほえた。

「『分かりやすく言うと……ドッキング』」

「うわあああっ」

　精神が崩壊しそうになったカズキは、ソファの上で耳を塞ふさごうとする。

　満面笑顔のグレート山姫がぬうっと身を乗り出してきて、カズキの両手首をつかむ。そして、両手を軽々と耳から引きはがした。

「『人間だとか山姫だとかはどうでもいい。わたしは種族で区別しないから』」

「……えっ」

　カズキはどきっとした。さっき感じた違和感の理由にようやく気付く。種族で区別しない──翠みどりとデートに行った日、カズキ自身が口にした言葉と同じだった。

「『あなたの意見が聞きたいわ。それともあなたは恋愛の相手を種族で区別するの？』」

　カズキの額からだらだら汗が流れてきた。カズキはこのグレート山やま姫ひめと種族は違うが、翠とも違う。ここで種族で区別すると言ってしまったら、翠に言ったことも噓うそになってしまう気がした。

「しゅ、種族では区別しない……かも」

　グレート山姫の表情が歓喜に包まれる。そのまま抱だきついてきそうな予感がして、カズキは慌あわてて首を振った。

「で、でも、種族は関係なしに、お前は恋愛の対象じゃない」

　すうっと相手の顔から表情が消えた。もう後戻りできない、とにかく最後まで言え、とカズキは自分自身をけしかけた。

「た、他人のものを盗んだり、無理矢理言うことを聞かせるような相手とは、れ、恋愛はできない。そそそそれに俺おれ」

　恐怖と緊きん張ちようのあまりカズキはごほんと咳せきこんだ。大きく息を吸いこんで──小さな声をようやく絞り出した。

「……山姫翠が好きだから」

　また沈ちん黙もくが流れる。今度はさっきよりも長い──グレート山姫は大きく目を見開いたまま、カズキの目の前で石像のように固まっていた。いつまで経たってもそのまま動かないので、

（このまま逃げちゃダメかな……）

　と、カズキが考え始めた時、突然彼女はにやりと不敵な笑みを浮かべた。そして、今までになくハイな口調でとうとうと語り出した。一拍置いてイヅナの同時通訳も始まる。

「『障害が多いほど、恋の炎は燃え上がるわ。ラブ・バーニング』」

「え？」

「『わたしとあなたの間の障害は山姫翠。やっぱり、さっき追い出した時ついでに始末しておけば……』」

「ちょ、ちょっとなに勝手なこと言ってんだよ！」

　慌てて抗議したが、グレート山姫もイヅナも無視して話し続けている。

「『よかったと思うけど、今は別の方法を取ることにする……あなたの記き憶おくを抜くわ』」

「は？」

　カズキは思わず自分の耳を疑った。

「『山姫翠に関する記憶を全部……いえ、わたしに関すること以外の記憶を全部全部消去して、人生リセットするの。わたしと新しい人生を歩き出す……素晴らしいわ！　ワンダフル・ラブ！　キス！　ドッキング!!』」

　唐とう突とつにグレート山姫の話は終わった。ドッキング、という言葉がいつまでも部屋の中に反はん響きようしている気がした。

　カズキはソファに座ったまま啞あ然ぜんとしていた。グレート山やま姫ひめは腰に着けている革袋の中から空のビンを取り出してテーブルの上に置いた。

（記き憶おくを……抜かれる？）

　しかも自分が何者か教えてくれる人もそばにいない。自分の名前すら忘れて、頭に残っているのはこのグレート山姫のことだけ。考えるだけでも寒気がした。

　もちろん、翠みどりと過ごしたこの数ヶ月の思い出も消える。この前の遊園地のデートも、毎日一緒に学校へ行き来していることも、風ふう花かに振り回されて二人で駆け回ったことも、そして、初めて会った日にキスしたことも──トイレの前で。

　あの時からすべてが始まった気がする。

「トイレ……」

　ほとんど無意識のうちにカズキはつぶやいた。グレート山姫は訝いぶかしげに顔を上げた。カズキと彼女の目が合った。

「あ……あの……」

　カズキは直感した──とにかくなにか言わなければ、すぐにでも記憶を抜かれてしまう。

「あの……トイレに行きたいんだけど」

　と、カズキは言った。
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　まさか本当にトイレに行かせてくれるとは思わなかった。

　カズキは人ひと気けのない男子トイレの中で突っ立っていた。むろん、ドアの外ではグレート山姫が待ち構えている。外に出たらすぐにさっきの続きが始まるに違いない。

　入り口の反対側に曇りガラスのはまった窓が見える。彼は窓に走り寄ると、がらりと窓を開けた。とりあえずここから外へ出られる──。

　ただし、カズキがいるのは校舎の三階だった。

（……ムリかも）

　下には植木や花か壇だんの類たぐいすらない。どう見ても飛び降りたら無事では済まない。しかし、ここで逃げ出さないと大変なことになる。イチかバチか窓まど枠わくに手をかけた時、制服のポケットに入れていた携帯が震ふるえた。

　カズキははっと我に返った。携帯を持っていたことをすっかり忘れていた──もっとも、この場合はあまり有効なアイテムとも思えなかった。これを使って誰だれか助けを呼んだところで、グレート山姫に太た刀ち打うちできそうな相手はいないのだから。

「あ……」

　電話をかけてきたのは翠みどりだった。慌あわてて手近な個室に飛びこむと、カズキは通話ボタンを押した。

『カズキ君？　大丈夫？』

「うん、大丈……じゃないか。かなりヤバいかも」

　カズキは自分が置かれている状況を説明した──もう少しで記き憶おくの大半を抜かれてしまう。トイレにいる今は、死し刑けい囚しゆうの最後のお祈りの時間のようなものだった。

『あたし、姉さん連れて学校に戻ってきてるの』

　カズキの話を聞き終えてから翠は言った。

『今、助けに行くからもう少しがんばって！』

　カズキは言葉に詰まった。がんばれと言われてもどうしようもない。そのとたん、電話のそばにいるらしい風ふう花かの声が聞こえた。

『翠ちゃん、トイレ男にがんばるなんてムリよ。ヘタレに期待しちゃダメ』

　翠が息を吞のむ気配が伝わってきた。

『姉さんは黙だまってて！　カズキ君のこと勝手に決めつけないでよ！』

　ずきりとカズキの胸が疼うずいた。

　傷ついたのは風花ではなく翠の言葉のせいだった。風花の言ったことは間違っていない。がんばれと言われても無理だというのが正直な思いだった。しかし、そう思っている自分を翠が必死に弁護してくれているのがかえって辛つらかった。

『カズキ君は今三階にいるんだよね？　あたしたち今からそっちに行くから。姉さんの記憶を取り戻してカズキ君を助ければ、またグレート山やま姫ひめと戦えるから』

　カズキは翠の言葉に説得力を感じなかった──グレート山姫に奪うばわれたものを取り戻すことと、彼女と戦うことを同時にやるのは不可能だと思う。どこかでグレート山姫は反はん撃げきするはずだ。きっと全校生徒を動かしてまた翠たちを叩たたき出すだけだろう。

　いや、さっきよりももっとひどい目に遭あわせるかもしれない。さっきの口ぶりでは翠を「始末」することまで考えているようだった。

（このままじゃダメだ）

　カズキは携帯を握りしめたまま、洋式便器の前でぎゅっと目を閉じる──自分一人が逃げたところで状況は変わらない。ここでなにもできなかったら、本当にただのトイレ男だ。

　それだけは死んでも嫌だった。

『もしもし、カズキ君？　大丈夫？』

　翠の心配そうな声が聞こえる。彼はふと目を開けた。心はさっきよりもずっと落ち着いていた。できるかどうかは分からないが、とにかくやることを思いついた。

　カズキは咳せき払ばらいを一つしてから言った。

「ちょっと聞いて欲しいことがあるんだけど」

　彼はそう言いながら制服のポケットを探る。やがて、一本のサインペンを取り出した。




　カズキは青い顔でトイレから出てきた。

　グレート山やま姫ひめはさっきそうしたように、カズキの体を小こ脇わきに抱かかえて運ぼうとした。しかし、彼は首を振った。

「つ、付き合ってる人同士はそんなことしないよ」

　彼はそう言って彼女の手を握った。いや、正確には彼女の太い親指をつかんだ。たちまち彼女の心に疑念が芽生えた。どう考えてもさっきとは態度が違う。

　それを察したようにカズキが言った。

「あの、もうじたばたしてもしょうがないし、君の言うとおりにするよ……」

　一気に彼女の全身の血が熱くたぎった。疑念は消えなかったが、歓喜の方がそれにまさった。

　彼女たちは手をつないだまま理事長室へ戻った。イヅナにドアの鍵かぎをかけさせて、念のためにドアのそばに立たせる。ひょっとすると、あの山姫翠みどりがカズキを取り返しに来るかもしれない。用心するに越したことはなかった。

「君のアンチメモニクスはその……口移しなの？」

　カズキはためらいがちに言った。彼女は大きくうなずいた──日本の山姫のように精密な道具を作る技術はアメリカの山姫にはない。

「じゃあ……キ、キスになるんだね」

　一いつ瞬しゆん、カズキは苦いものを嚙かみしめるような顔つきになった。不審に思いながらその質問にもうなずくと、彼は部屋の隅に立っているイヅナを指さした。

「キスっていうのは……二人っきりでやるもんだよ。そばに誰だれかいたら、気になって仕方がない。外に出しといてよ」

　彼女はカズキをじっと観察する。確かに様子はおかしい。しかし、この部屋で二人っきりになったところで、彼になにかできるとは思えなかった。

「ウォォォン」

　彼女はイヅナに命令する──しばらく廊ろう下かで待機しろ。

　イヅナは無言で部屋を出ていった。カズキは自分からがちゃりと鍵をかけた。

「こ、これで二人っきりだね」

　グレート山姫はさりげなくドアを見ると、きちんと閉まっていた。彼女は見せつけるようにローテーブルに置いてある空の小ビンを手に取り、じりじりとカズキに近づいていった。

　悲鳴を上げるか逃げ出すかもしれないと思ったが、カズキはその場から一歩も動かなかった。

「あの、ちょっと座って」

　彼は背伸びをして彼女の肩を叩たたく。彼女はおとなしく床の上に膝ひざを突いた。それでようやく立っているカズキと顔の高さが同じになった。

「人間はその……一応、キスをするのは男からっていうルールがある」

　カズキの小さな両手が彼女の耳のあたりに添えられた。心臓が否いや応おうなしに高まった。ゆっくりと彼の顔が近づいてくる──。

「目を閉じて」

　彼女はわくわくしながらそれに従った。人間がするようなキスをしてみたかったせいもあるが、万が一カズキがなにかを企たくらんでいるとしたら、それがなんなのか知りたいという好奇心もあった。山やま姫ひめならともかく非力な人間の力では、たとえどこを攻こう撃げきしても彼女に傷をつけることなどできないはずだ。

　カズキの息いき遣づかいが鼻先にかかる。もう少し、と思ったその時、

「……騙だましてごめん」

　と、カズキがつぶやいた。いつのまにか彼の両手は顔から離れている。彼女が目を開けると、窓へ駆け寄ろうとするカズキの後ろ姿が見えた。行き先がドアでないことに完全に虚を衝つかれた。まさか三階から飛び降りるつもりだとは思えない──。

　彼女はカズキの両手になにかが握られていることに気付いた。右手には小さなビンが、左手にはアクセサリーのようなものが。

　はっと腰に着けた革袋を見下ろす。いつのまにか口が開いていて、風ふう花かのプネウマが入ったビンと、翠みどりのカワセミが消えていた。

「ウォォォォ！」

　彼女はなるべく急いでカズキの後を追った──カズキはすでに窓を開け放っている。昨日、風花に膝ひざを蹴けられたせいで素早く動くのが難しい。彼の制服の襟えりをつかんで窓から引き離した時には、すでにビンとチョーカーは放り投げられた後だった。

　窓の外に顔を出すと、校舎の下で黒いワンピースを着た風花がカズキの投げたものを見事にキャッチしていた。風花は窓の方を見もせずに踵きびすを返し、校門へと全速力で走っていった。

「放せよっ！」

　カズキは激しくもがいた。襟がびりっと破け、自由になった彼は今度こそドアに向かって走り出した。

　カワセミとプネウマを窓から投げるのが第一目標で、可能な場合はカズキも部屋から逃げ出す──これが彼の計画だったのだろう。しかし、彼が自分で鍵かぎを開けない限り、誰だれもここへは助けに入ってこられない。一対一のこの状況でカズキを逃がすほど、彼女も迂う闊かつではなかった。

　彼女は長い腕を伸ばしてカズキの髪の毛をつかむ。そして、肩をつかんでくるりと体をこちらへ向かせた。カズキの両目にくっきりと恐怖の色が浮かんでいるのを見て、凶暴な歓よろこびが胸に満ちた。

　彼女は短く吠ほえた──ラブ、と叫んだつもりだった。そして、悲鳴を上げようとする彼の唇くちびるを奪うばうと、一気に彼の記き憶おくを吸い上げていった。
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　グレート山やま姫ひめは腕組みをして、ソファにもたれているカズキを無言で見下ろしている。彼が気を失ってから五分ほど経たっていた。

　ふと、カズキは目を開けた。

「あれ……ここは？」

　不思議そうに部屋を見回し、やがてグレート山姫に気付いた。

「グレート山姫……」

　彼女は内心ほくそ笑んだ。彼は自分がどこにいるのかも分からない。しかし、彼女の名前ははっきり憶おぼえていた。

「俺おれ、なにやってんだろ……？」

　カズキは頭を抱かかえる。まずは外にいるイヅナを呼び戻した方が良さそうだ。このままでは話もできない。彼女が外へ行こうとした時、どこかからかすかなモーターの振動音が聞こえた。彼は慌あわてたようにポケットから携帯を出す。そして、画面に表示されているらしい名前を見て首をひねった。

「山姫……翠みどり……？」

　彼はひとしきり迷ってから電話に出た。

「はい？」

　と、カズキ。相手の話をひとしきり聞いてから、彼はぽつりと言った。

「……カズキって誰だれですか？」

　電話の向こうで翠が悲鳴に近い声を上げたのがかすかに聞こえた。カズキはちらりと彼女を見上げる。

「はい……グレート山姫はここにいます……分かりました。いいですよ」

　そして、彼女に携帯を差し出した。

「代わってくれって……山姫翠っていう人から」

　彼女は先にイヅナを呼ぶべきか迷ったが、結局そのまま携帯を耳に当てた。どうせ通訳つきでは聞くことと話すことを同時にうまくこなせない。

「ウォォ」

　と、一応は挨あい拶さつをした。

『カズキ君から記き憶おくを抜いたでしょ！』

　翠は声を震ふるわせる。今にも泣き出しそうだった。

『あたし、絶対に許さないから……グレート山姫』

「ウォォォウォ？」

　それがどうかしたの、と言ったつもりだった。一番重要なカズキの救出に失敗した今、貧弱な日本の山やま姫ひめにこれ以上なにができるというのか。

『グレート山姫、あたしたちと勝負しなさい……こっちはさっき取り返したものを持っていくから、そっちはカズキ君を連れてきて。それなら公平……』

　こらえきれなくなって彼女は噴き出した。日本の山姫は頭の方も弱いらしい。「公平」という言葉の響ひびきが実に可お笑かしかった。

　カズキという特異体質の人間が手に入った今、カワセミはもう要いらない。風ふう花かの記き憶おくなどさらに要らない。もし、彼女たちが取り返しに来なくとも、本国に帰ったら郵送でもして返してやるつもりだった。

「ウォォォン」

　彼女は「さようなら」と言った。どうせ挨あい拶さつも理解できないだろうが、それもどうでもよかった。ここまで取り引きというものが分からない馬ば鹿かな山姫の話など、これ以上聞く気になれなかった。カズキとイヅナを連れて今すぐ故郷へ帰るのだ──。

『さようならを言うのはちょっと早いと思うけど？』

　電話を切ろうとした直前、翠みどりの声が聞こえた。

　全身に奇妙な震ふるえが走った──今、この相手はおかしなことを言った。通訳したわけでもないのに、どうしてこちらの言葉の意味が分かったのだろう？

『ほんとに、さようなら、って言ったんだよね？』

　翠はくぐもった声で言った。こちらに向かって発した問いではなかった。電話のそばにいる誰だれかに尋たずねたらしい。

　グレート山姫の言葉を聞き取れる誰かに。

　彼女は携帯を握りしめたまま部屋を横切り、半ば蹴け破やぶるようにドアを開けた。廊ろう下かで待っているはずのイヅナの姿がどこにもなかった。

『やっと気が付いた？』

　と、翠は言った。

『取り返したものを持っていくって、カワセミとかプネウマのことじゃないよ……こっそり捕まえて連れてくるの、すごく苦労したんだから』

　彼女はギリギリと歯ぎしりをした。カズキがイヅナを廊下に追い出したのは、彼女の革袋の中身を取り返しやすくするためではなかった。単にイヅナと自分を引き離すのが目的だったのだ。

『それとも、カズキ君だけ連れてアメリカに帰る？　通訳なしでどうやって会話するのか知らないけど』

「ウォォォォォォォォォ!!」

　彼女は怒声を上げた──自分の迂う闊かつさが心底恨うらめしかった。ひとしきり叫んだ後で、携帯の向こうからかすかにイヅナの冷静な声が聞こえた。

『畜ちく生しよう、だそうだ』
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　翠みどりと風ふう花かは午後の川原かわらに立っている。

　二人のそばにはイヅナもいる。イヅナは後ろ手に縛しばられたまま無表情に立っていた。拘こう束そくするのは気が引けたが、彼女の精神は依い然ぜんとしてグレート山やま姫ひめの影えい響きよう下かにある。仕方のない措そ置ちだった。

　翠はちらりと時計を見る。そろそろグレート山姫がカズキを連れて現れる時間だった。今度こそ最後の戦いになるはずだ──が。

　ふわあ、と風花は口を押さえながらあくびした。

「……姉さん？」

　と、翠が言った。記き憶おくを取り戻してから、風花はあくびを繰り返している。

「え？　翠ちゃん、なにか言った？」

「ほんとに大丈夫？」

　翠は不安になってきた──風花は本当に気け怠だるそうだった。やる気のかけらもない。

「わたしはもう大丈夫よ。後はトイレ男をグレート山姫から助けるだけ……」

　風花の言葉はあくびで途切れた。

「……だけど、わざわざ助ける必要あるのかしら」

「はあ？」

　翠は姉につかみかかりそうになった。

「それどういうこと？」

「だってね翠ちゃん。案外トイレ男も幸せかもしれないでしょ？　あんなに強くてたくましい山姫に気に入られて」

「そ、そんなわけないでしょ？　カズキ君、後から助けてくれって言ったんだよ？　どうしたらいいか考えたの、カズキ君だったんだから」

　学校の中で戦えば絶対に勝ち目はない。だから、通訳のイヅナを捕まえて、それを材料に有利な場所へグレート山姫をおびき出すしか方法はない。そこで風花と翠の二人が協力して戦って、自分を助け出して欲しい──それがカズキの提案だった。

「えー、それはさっきの話でしょ？　今いま頃ごろ仲良くなってるかもしれないわ」

　一いつ瞬しゆん、翠はどきっとした。

「姉さん、カズキ君が嫌いなだけでしょ！」

　ずばり指摘すると、風花は唇くちびるをとがらせた。

「だってわたし、トイレ男と性格合わないし、別にいなくなっても困らないし……」

「な、なに言ってんの！　さっき姉さんの記き憶おくを取り戻してくれたの、カズキ君だったでしょうが！」

　一いつ瞬しゆん、風ふう花かはぽかんと口を開けた。

「……あ、ええ、そうね。そういえば、そんなこともあったわねー」

（今、すっかり忘れてたな……）

　翠みどりはため息をついた。風花が協力してくれるのか、猛もう烈れつに心配になってきた。

　その時、川原かわらの土手の向こうからカズキが姿を現した。あたりを不安げに見回している。グレート山やま姫ひめと一緒ではないようだった。

「カズキ君！」

　翠はコンクリートで護岸された土手を全力で駆け上がっていった。カズキは近づいてくる翠に目を瞠みはった。

「大丈夫だった？　どうして一人で来たの？」

　勢いこんで話しかけると、カズキは驚おどろいたように一歩後ずさりした。

「あ、ごめん……誰だれ？」

　翠は息を吞のんだ。

「カズキ君……」

　記憶を抜かれたのはさっきの電話で分かっていたが、面と向かって知らないと言われるのはショックだった。一度電話で話した相手だということも気付いていないらしい。

「……グレート山姫はどこにいるの？」

「よく知らない。とにかく、一人で川原に行けって言われたから来ただけで……」

　翠の胸がちくっと痛んだ。

（どうして自分を捕まえた相手の言うことを素直に聞いてるの）

　自分が捕まっていることすら憶おぼえていないからだ。それは分かってはいたが、そう言い聞かせなければ納得できなかった。

「じゃあ、彼女はここに来ないっていうこと？」

　グレート山姫がカズキを解放するとは思えない。彼は首を振った。

「ううん。先に行くって言ってたけど」

「先に……？」

　背中にぞくっと悪お寒かんが走った。弾はじかれるように川べりを振り返る。風花はさっきと同じ場所に立っていて、ぼんやりと翠たちを見上げている。

　しかし、さっきとは明らかに違うことが一つだけある。

　全身から水を滴したたらせた大おお猿ざるが、彼女の背後に立っていた。

（川の中にずっと隠れてたんだ）

　完全に風ふう花かは油断していた。あくびをしながら大きく伸びをしている。

「姉さん！　後ろ！　後ろ！」

　と、翠みどりは叫んだ。しかし、その時には太い右腕が風花の首筋に振り下ろされていた。彼女は声も立てずにコンクリートブロックの上に倒れた。

　グレート山やま姫ひめは牙きばをむき出してにやりと笑って、なにごとか叫んだ──言葉が通じなくとも、その意味ははっきり分かった。

　後はお前を始末するだけだ、と彼女は言っていた。
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　グレート山姫は土手の上にいる翠を手招きしている。

「……君は逃げて」

　翠は小声で言った。

「なんで？」

　と、吞のん気きにカズキは聞き返した。

「忘れちゃってるんだろうけど、君はあのグレート山姫に捕まってたの。逃げるのが当たり前でしょ」

　カズキは腕を組んでしばし考えこんだ。

「それがほんとだったら」

「ほんとだってば」

　情けない気持ちで翠は言った。

「君はどうするの？」

「あたしは……あいつと決着をつけないと」

　正直なところ、一対一ではグレート山姫にまずかなわないと思っていた。翠と風花の二人がかりでようやく互角というところだろう。要するに勝ち目がなくなったということだが、逃げるわけには行かなかった。

　グレート山姫はイヅナを取り戻しただけではなく、風花も人ひと質じちにしてしまうだろう。それにカズキの記き憶おくも持っている。どれも放っておくわけに行かなかった。

「俺おれも行く」

　と、カズキは言った。

「でも……」

「とにかく、俺は逃げないよ」

　カズキがなにを考えているか分からない。あるいはなにも考えていないかもしれない。しかし、記憶をなくしているとしても、カズキが見守ってくれると思うだけで心強かった。正直に言えば、一人でグレート山やま姫ひめと向き合うのは恐ろしかった。

「うん、分かった」

　翠みどりは土手を下り始め、カズキもそれに続く。グレート山姫が翠に声をかけた。

「『逃げないのは立派ね』」

　縛しばられたままでイヅナが通訳した。

「……当たり前でしょ。逃げなきゃいけないのはそっちなんだから」

　ほんの数メートルの距離で向かい合う。翠は自分の心臓の鼓こ動どうが聞こえるような気がした。何分も保もたないかもしれないが、とにかく戦うつもりだった。

「『これ以上、わたしの恋愛の邪じや魔まをしないで』」

「恋愛じゃないでしょ。相手の気持ちなんか無視してるくせに！」

　翠が走り出すと、グレート山姫は昨晩と同じく両手を広げて構えた。その時、倒れている風ふう花かが薄うす目めを開けてこちらを見ていることに気付いた。完全に意識を失ったわけではなかったらしい。彼女はかすかに人差し指を持ち上げて、グレート山姫の方へ向けている。翠はそれを目で追った。

　風花はグレート山姫の膝ひざを指さしていた。

　彼女は力尽きたように目を閉じ、今度こそ本当に気絶してしまった。

（あ……）

　翠ははっと息を吞のんだ。グレート山姫はさっきからほとんど動こうとしていない。それに、昨日から走るところを一度も見ていない。もちろん、ただの偶然の可能性もある。しかし──。

（……ケガをしてるのかも）

　昨日の晩、風花は膝と首へ攻こう撃げきを加えている。もしケガをしたのだとしたら、待ち伏せという方法を選んだ理由も分かる。少しでも激しい動作を減らすためだ。

　翠は地面を蹴けって走り出した。姉のようなフェイントを使うテクニックはないが、より体重が軽い分身軽でもある。ほとんど瞬しゆん時じに間を詰めると、彼女は膝へのローキックを繰り出そうとした。

　グレート山姫の拳こぶしが斜めに振り下ろされた。感覚的には紙かみ一ひと重えで避よけたつもりだったが、思ったよりもはるかにリーチが長かった。こめかみにレンガでもぶつけられたような衝しよう撃げきを感じ、目の前に火花が散った。そこへ平手が飛んできて、翠の体が宙を舞う。次の瞬間、彼女は川の中に落ちていた。

　流れの冷たさのせいで翠の意識はかえってはっきりした。すぐに水面から顔を出し、岸へ手をかけてよじ登った。水を吸った制服が肌はだにまとわりついている。

　彼女は荒い息をしながら再びグレート山姫と向かい合う。さっきよりもずっと体が重かった。もう一度同じ反撃をされたらもう立ち上がれないだろう。風花が教えてくれた膝を攻めようにも、そう簡単に攻撃の届く間合いに入れそうもない。うまく隙すきを作らなければならなかったが、翠みどりにはどうすればいいか分からなかった。

　グレート山やま姫ひめが勝ち誇ったように吠ほえた。

「『もう降参しなさい』」

　彼女の言葉をイヅナが通訳する。

「『おとなしく篠しの原はらカズキを渡せば、あまり手荒なこともしないわ』」

「イヤ！」

　と、翠は首を振った。

「あんたなんかにカズキ君は渡さない」

「『篠原カズキはお前のものではない。もともとお前と一緒にいたくなかったかもしれないわ』」

　翠はどきりとした。

「『もともと、好きな女の子もいないと言っていたし』」

　その言葉は翠の胸にぐさりと突き刺さった。最近、なんとなくカズキが自分に好意を持ってくれているように思っていた──しかし、今の言葉を噓うそだとそう言い切れるだけの自信はない。お前の思い上がりだと言われた気がした。

「『どっちにしても、記き憶おくを抜けば全部なかったことになるわ。人間の感情はその程度のもの。きっと、篠原カズキもすぐにこのグレート山姫と恋に落ちるようになる……』」

　メチャクチャな理屈だ。いい加減にしてと言おうとしたが、なぜか言葉が出てこなかった。カズキは自分と一緒にいたくないのかもしれない。本当にそうだったらどうしよう──。

「いい加減にしろよ」

　突然、カズキが口を開いた。翠たちはカズキをまじまじと見つめた。彼はグレート山姫に向かってびしっと人差し指を向けていた。

「お前の言ってることは噓だろ……好きな女の子がいないなんて言ってないはずだ。俺おれが考えてたのは……正反対のことだ」

　翠も驚おどろいていたが、グレート山姫はそれ以上に驚いていた。なにか恐ろしいものでも目にしているように、体を小刻みに震ふるわせている。

「『あなたからは確かに記憶を抜いたのに……』」

　翠も同じことを考えていた。アンチメモニクスによって抜かれた記憶は、アンチメモニクスでなければ戻らない。グレート山姫が記憶を抜いたのだとしたら、カズキがそれを憶おぼえていることは絶対にないのだ。

「うるさい」

　カズキはきっぱりと言った。

「俺が好きなのは、山姫翠」

　翠の頰ほおがかっと熱くなった。同時に噓をついて陥おとしいれようとしたこの大おお猿ざるに猛もう烈れつな怒りを覚えた。彼女はグレート山姫に突進する──啞あ然ぜんとしている相手の反応は明らかに鈍かった。次の瞬しゆん間かん、翠みどりのかかとは毛に覆おおわれた足に深く食いこんでいた。

　グレート山やま姫ひめはうなり声を上げながら地面に膝ひざを突いた。

（やっぱり、そこが弱点だったんだ）

　だとすると、次に狙ねらう場所は一つしかない。翠は真横に回りこむと、相手の首筋──風ふう花かが攻こう撃げきを加えたのとまったく同じ場所に、渾こん身しんのハイキックを叩たたきこんだ。

　グレート山姫はよろよろと後ろに下がり、ぴたりと立ち止まる。翠は距離を置いて再び身構えた。

　時間が止まったような沈ちん黙もくが流れ──やがて、グレート山姫はゆっくりと前のめりに倒れていった。
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「『わたしは人間の愛というものを甘く見ていた』」

　イヅナはこめかみをぎゅっとつねりながら通訳する。

「『まさか、アンチメモニクスを打ち破るほど強いものだとは想像していなかった』……すまない。ちょっと休憩させてくれ。またおかしくなりそうだ」

　イヅナはなおも喋しやべり続けているグレート山姫を必死に止めた。彼女は残念そうに口をつぐむ。イヅナは冷や汗をかいていた。少し声を聞くだけで、この大おお猿ざるへの好意がふつふつと湧わきあがりそうになる。平気な顔で聞いているカズキと翠みどりが羨うらやましかった。

[image: ]

　カズキと翠とイヅナは帰国するグレート山やま姫ひめを見送りに埠ふ頭とうの入り口まで来ていた。目の前には高い鉄てつ柵さくがあり、その向こうに色とりどりのコンテナが並んでいる。さらにその先にはアメリカへ行く巨大な貨物船が停泊している。グレート山姫はその船に忍びこんで帰るつもりらしかった。

　月のない夜だった。他ほかに人影は一つも見えない。

　戦いに負けた後のグレート山姫は噓うそのようにおとなしくなり、もう人間には迷めい惑わくをかけるようなことをしない、と誓った。翠に負けたこともショックだったらしいが、なによりもカズキにアンチメモニクスを破られたせいで、彼女の中でなにかが変わったらしい。

　そろそろいいか、というようにグレート山姫はイヅナの肩を叩たたいた。彼女がしぶしぶうなずくと、またグレート山姫は話を続けた。

「『篠しの原はらカズキ、強い意志を持つあなたを心から尊敬する』」

　イヅナがそう通訳したとたん、カズキは居心地悪そうに身じろぎした。翠の方はにこにこ笑っているだけだった。グレート山姫は翠に笑顔を向けた。

「『きっとわたしにもこんな素晴らしい相手が見つかるはずね。なにしろ同じ山姫だから』」

　同じと言っていいものかかなり疑問だったが、誰だれもなにも言わなかった──とりあえずこの山姫が人間に迷惑をかけることはなさそうだ。

「『いつまでも皆さんお元気で……山姫風ふう花かにもよろしく』」

「うん、さようなら」

　カズキと翠は同時に言った。

　グレート山姫は身軽に鉄柵をよじのぼって、埠頭の奥へと走っていった。みるみるうちに白い背中が夜の闇やみに溶けていく。三人はしばらくの間それを見送っていた。

「そういえば、山姫風花の消息は分からないのか？」

　カズキと翠は同時に首をかしげた。

「……知らない」

　二人は同時に答えた。お互いにびっくりしたのか、二人は顔を見合わせて照れたように笑った。

（付き合ってられないな）

「帰ろう」

　イヅナはふくれっ面つらで二人の前を歩き始めた。

　今度の出来事で、一番ひどい目に遭あったのは自分のような気がする。グレート山姫にはさんざん振り回され、正気に返ってみるとカズキと翠はすっかりカップルらしくなっている。なんとなくカズキのことを考えると胸がもやもやするのだが、とにかく幸せになったのはいいことだと自分に言い聞かせた。

　イヅナはグレート山やま姫ひめの支配下にあった時のことをぼんやりとしか憶おぼえていないが、カズキはアンチメモニクスを破ったそうで──。

「ん……？」

　イヅナは首をかしげた。なにか引っかかる。

「ひとつ聞きたいんだが」

　彼女はカズキたちを振り返って言った。

「本当にアンチメモニクスを破ったのか？」

　二人は答えなかった。なんとも微妙な顔をしている。どこまで話していいか迷っているらしく、二人で顔を寄せてひそひそとささやき合っている。

（どういうことなんだ……？）

　イヅナはおぼろげな記き憶おくを辿たどる。グレート山姫を倒した後、二人が言い争う声を聞いた気がする。そういえば、カズキの口元には紫色のアザが残っていた。グレート山姫に負わされた傷にしては浅すぎる。

「あの時、君たちは川原かわらでなにかもめていなかったか？」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが流れた後で二人は答えた。

「うん……ちょっと」

　と、カズキ。

「別に！」

　と、翠みどり。

「一体、どういう……もういい。勝手にしてくれ」

　どうせ大したことではなさそうだ。イヅナはますます不機嫌になった。そういう自分に首をかしげながら、一人でどんどん歩いていった。




　　　　　　エピローグ




　川原には風ふう花かとグレート山姫が倒れている。そのそばでイヅナが放心したように座りこんでいた。とりあえず、命に別条はなさそうだった。

　翠はプネウマの入ったビンをカズキに見せる。たった今、グレート山姫の腰袋から取り出したものだった。

「……これがカズキ君の記憶」

　翠はカズキから目を逸そらしながら言った。さっきの彼の告白がまだ頭から離れない。どうしてグレート山姫のアンチメモニクスが効かなかったのか知りたいが、それに触れるのが気恥ずかしくて仕方がない。

「えっと、じゃあ、今から君の記き憶おくを」

　と、言いかけた時、カズキがおずおずと口を開いた。

「あの……ひとつ聞きたいんだけど」

「は、はいっ？」

　翠みどりは飛び上がりそうになった。ばくばく騒さわいでいる心臓を必死になだめようとする。

（聞きたいことってなに？　さっきの告白と関係あること？）

　きっとそうに違いない。なにかまだ言っていない大事なことが──。

「あの、山やま姫ひめ翠って君だよね？」

「は？」

　翠は自分の耳を疑った。カズキの顔は真剣で、どう見ても冗談を言っているようには見えなかった。

「そこに倒れてる人は違うんだよね？」

　と、カズキは風ふう花かを指さした。

　翠はぽかんと口を開けたまま、かろうじてうなずいてみせた。そのとたん、カズキはへなへなとうずくまってしまった。

「よかった─────。違ってたらどうしようかと思ってたんだよ！　電話の声と似てたから君だろうって思ったんだけど、確信が持てなくて。君でほんっっとによかった。もしあっちの変なゴスロリだったらもうどうしようかって」

「ちょっとなに言ってるの？」

　翠はようやく我に返って言った。

「あ、あたしが誰だれだかちゃんと分かってないの？」

　あっさりカズキはうなずいた。

「そうだよ。俺おれの記憶はほとんど抜かれたみたいだから。それで、さっき君に誰だって聞いたんだよ。ちゃんと答えてくれなかったからこっちも混乱したんだ」

「え……じゃあ、ひょっとして……さっき、あたしを好きって言ったのも、あたしのこととか、自分の気持ちを憶おぼえてたからじゃないの……？」

　翠の声が震ふるえている。ほとんど泣きそうになっていた。

「うん。記憶はなかったよ。憶えてたのはそこのグレート山姫だっけ？　そいつに関係することだけ。なんかあいつが勝手に誤解してたけど、結局俺にかけられたアンチメモニクスは成功してて……」

　一いつ瞬しゆん、足元の地面がなくなったような気がした。

（……噓うそ、だったんだ）

　グレート山姫を動揺させて隙すきを作り、翠を勝たせるために言ったことなのだろう。本当にそういう結果になったのだから、カズキの機転を誉ほめなければならないところだった。

　でも。

「噓うそつきっ!!」

　翠みどりはカズキの目の前にしゃがみこむと、口元に鋭い右フックを見舞った。

「あいたっ！」

　カズキは悲鳴を上げてあごを押さえた。

「な、なにすんだよ！」

「うるさい！　バカ！」

　翠の目からぼろぼろ涙が流れた。さっきの告白を本当だと思った自分が馬ば鹿かみたいだと思った。

「なんなんだよ！　噓なんかついてないよ！」

　と、カズキは叫んだ。

「だって憶おぼえてないって言ったじゃない！　憶えてないのに好きだって言ったって！　噓つき！　死んじゃえ！」

　翠はもう一回拳こぶしを振り上げた。今度はもっと強く殴なぐるつもりだった。カズキは必死で自分の顔を庇かばった。

「ちょ、ちょっと待って！　確かに憶えてないって言った！　でも噓はついてない！　ほんとに！」

「……え？」

　モーションに入っていた翠の拳がぴたりと止まった。

「どういうこと？」

　翠は思わず拳を下ろした。いつのまにかカズキは照れたように頰ほおを赤らめていた。

「も、もし違ってたら言って欲しいんだけど」

　と、カズキは言った。

「グレート山やま姫ひめに自分の記き憶おくを抜かれる前、俺おれはこれからそうされるって分かってたんじゃないかと思う……合ってる？」

「うん、合ってる……けど」

　これから記憶を抜かれると思う、と翠はカズキ本人から電話で聞いていた。

「それで、あいつの目の届かないところで、俺はちょっとの間一人っきりになれる機会があった」

　翠はうなずいた。多分、トイレで電話した時のことを言っているのだろう。

「その時、多分……俺は考えたと思うんだ。自分の一番大事なことを忘れたくないって。でも、忘れるのは避けられそうもない」

　カズキは制服に包まれた左腕をぎゅっとつかむ。

「だから……こうした」

　そして、一気に袖そでをまくった。

「あっ」

　翠みどりは思わず声を上げた。彼の左腕には黒いペンでくっきりと文字が書かれていた。




　俺おれは山やま姫ひめ翠が好き。

　それが一番大事なこと。




「さっきここに来る途中でやっと気が付いたんだ。普通、自分の腕に文字が書いてあるなんて思わないし」

　温かいもので翠の胸がいっぱいになった。さっきとは別の涙があふれてきそうだった。

「自分の名前、書いてないじゃない」

　翠が言うと、カズキは苦笑いした。

「うん。これ見た時、バカじゃないかって思った……俺って誰だれだよって。でも……」

　カズキは口ごもった──でも、自分よりも翠の名前が大事だった。

　突然、翠は記き憶おくを取り戻した普段のカズキに会いたくなった。これを書いた時、どんなことを思っていたのか、詳しく聞きたいと思った。

　そして、ここに書いてあることをもう一度言って欲しいと思った。

「今すぐ、記憶を戻してあげるから！」

　翠はスカートのポケットからアネモネを出そうとする。すると、カズキは困ったような表情になった。

「……どうしたの？」

「アンチメモニクスって、記憶を戻す時も同じようにやるの？」

「そうだけど、それがどうかした？」

「さっき記憶を抜かれた時のこと、憶おぼえてるんだけど……口移しでやられて……」

　翠はグレート山姫を振り返った。この大おお猿ざる、とむかむか腹が立った。

「……大変だったね……」

　カズキは哀かなしげに首を振った。

「それはもうしょうがないよ。でも、戻してもらうのも口移しだったら、君に悪いなって思って……」

　翠は可お笑かしくなった。アネモネのことを全然憶えていないのだ。

「大丈夫。日本の山姫は、アメリカの山姫と違ってこういうものを……」

　アネモネを取り出しかけた翠はふと手を止めた。カズキにアンチメモニクスを使うのに、こんな道具はもう必要ない。

「え、なに？」

「なんでもない」

　翠みどりはアネモネを元通りにしまった。そして、大げさに咳せき払ばらいして言った。

「日本の山やま姫ひめはね、特別な相手にしかアンチメモニクスは使わないことになってるの……好きな人とか。あたし、カズキ君だったらいいよ」

「そうなんだ……あ、ありがとう」

　カズキはさらに赤面して礼を言った。

（後で噓うそつきは君の方だって言われそう）

　と、翠は心の中でつぶやいた。

（……別にいいけどね）

「え？」

「なんでもない」

　翠はにっこり笑った──それから、アンチメモニクスを使った。








〈了〉
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　　　あとがき







　というわけで二巻です。

　色々な意味で手探りの企画でしたが、こうして二巻まで出すことができました。一巻を買って下さった皆さん、ありがとうごさいます……と、買ってない方にプレッシャーをかけてるわけじゃないんですが。




　電でん撃げきｈｐで連載を始めてから『山やま姫ひめアンチメモニクス』というタイトルはなにか由来でもあるのか？　と何度か訊きかれました。一巻のあとがきでは書くのをすっかり忘れていましたが、実は（というほどのものではないですけど）「メモニクス」というのは「記き憶おく術じゆつ」を意味する「mnemonics」という単語からの連想です。ま、より正確に表記すると「ニモニクス」なのですが、語感がイマイチなのでちょっと変えました。

　記憶術は古代ギリシャで発明され、現在も使用されている由ゆい緒しよ正しい技術です。ほら、書店の参考書のコーナーに行くと『イメージでもりもり憶おぼえる英単語五〇〇』とかが並んでいるじゃないですか。ああいう「なじみのあるイメージと結びつけて憶えにくいことを憶えようとする」のが記憶術。ギリシャ人は長い詩を暗記したりするのに使ってたみたいです。

　それとこの小説に出てきた「アンチメモニクス」とは大して関係ないんですが、記憶術の歴史の本を読んでる時、「憶える技があるんだから忘れる技があってもいいよな」と考えたのがこのお話の発ほつ端たんでした。その時はわりとシリアス＆リリカルな話のつもりだった気もしますが……あまり深く考えないようにしときます。




　前にも書いたかもしれませんが、一冊の本が出るまでには大勢の人が関かかわることになります。そういう意味で『山姫』は僕の作品ではありますが、僕一人のものではなかったりします。このシリーズでは特にイラストの榎か宮みや祐ゆうさんにこの場を借りてお礼を申し上げます。イラストにはとても大きな力を貸していただきました。

　榎宮さんは「電撃コミックガオ！」で「エアリセ」の連載も始められました。そちらの方も是ぜ非ひ。




　次回作もぼちぼち準備中です。

　えー、高校生たちが長いものを振り回す話……かもしれません。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。東京に引っ越してから二年ぐらい経ちますが、自分ちの住所と電話番号をいまだにちゃんと憶えられません。写真は部屋の窓から撮ったバラ。発育が良すぎて建物が食われそうです。
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イラスト／榎かみ宮や 祐ゆう

「連徹明けで原稿入稿してベッドにもぐりこもうとしたら布団の中にさっきまで描いてた翠がいた。人間休まなきゃ壊れるなと思った」とコメントする、壊れかけの榎宮先生初挑戦のコミック『エアリセ』は、「月刊電撃コミックガオ！」にて好評連載中!!
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